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日米データベース流通構造比較調査

は じめ に

わが国と米国のデータベースの産業力を比較す ると、米国が圧倒的に優位 に立

ってお り、売上高、参入企業、プ ロデューサー数では、10倍 以 上の格 差が あ

り、その差 は広が る傾 向にある。今 までも日米間の格差の要因として、英語に

よるデータベース市場の優位性、好調な米 国経済によるデータベース利用の促

進、情報技術産業への積極参入、などが指摘 されてきた。

さらにその要因は、政府のデー タベースの育成政策、データベース作成の伝

統の深 さ、パソコン普及率や通信事情、急速 に成長 したイ ンターネ ッ ト環境等、

多岐にわた り複合的に作用 していることが想像できる。また組織や個人が収得

す る情報 リテラシー教育の度合いも大きな要因 と考 えられ る。 しか しいずれ も

実態調査に基づくものではなく実証性に乏 しかった。

そこで(財)デ ー タベ ー ス振 興セ ンター は、 日米データベース産業力の格差

の原因を探 り、市場格差の縮小 をさせ る手だてを講ず るべ く、データベースの

流通構造を総合的に比較分析 し、産業力格差をもた らす要因を解明するために、

「日米データベース流通構造比較調査委員会」を発足 させた。

委員会では、 日米 のデータベース流通構造の基礎的データ収集や、米国内の

主要データベース業者お よび団体 に対す る現地調査での現状把握を行い、国産

データベースの流通阻害要因を探 ることを 目指 した。調査を通 して改めて米国

の力強 さと余裕を実感 したが、中で も特筆すべき点は、米国データベース業界

では、Web環 境 の急速 な進 展 に よ り情報提 供手段 の移行が進んでいること、

無料コンテンツに対抗す るための付加価値製品の開発意欲が強いこと、公共機

関のデータベース利 用環境の充実、である。

本報告書では、米国データベース業界の最新動向を報告 し、わが国のデータ

ベース流通構造 との相異点を明 らかにする。

「日米データベース流通構造比較調査委員会」

委員長 大要女子大学 木本幸子



日米データベース流通構造比較調査

1調 査 の概要

1.1調 査 目的

わが 国のデ ー タベ ー ス産業力 が米 国のそれ に対 して、大きな格 差がつ いてい る ことが

従来指摘 され て きた 「デー タベー ス 白書1999」 。その要因 につい てはデー タベ ース

産業 の歴 史 的な背景 の相 違 、日本 のデ ー タベー ス産 業が独 立 した企業体 となってい るも

のが少 な く他 の主産業 を主 とす る企業 の兼 業で あるケー スが多い、通信 コス トの差 、英

語 と 日本語 とい う使用 言語 の違 い な ど様 々に推測 され てきた。しか し、ど うよ うな要因

が 日米間 の格差 の原 因 となってい るのかについ ては、さらに詳 しい検討 が必 要 と指摘 さ

れ て きた。

さらに、近年 におけ る米 国でのイ ンターネ ッ トの急速 な普及はオ ンライ ンサー ビスの

新 しい提 供形 態 としてWebサ ー ビスを生み 出 し、 日米 にお けるデー タベ ー ス産 業力の

格差 が拡 大す る傾 向に ある ことも指摘 され てい る。この よ うな 日米 におけ るデ ー タベー

ス産 業力の格 差 は、結果 と して 日米 の社 会 にお け る情報活用力 の格差 をもた ら してい る

と考 え られ てい る。

実際、日米 のデー タベー ス産業 間での格差 は どの くらいあ るものなの か。日米 でのデ

ー タベー スサー ビスの売 上高 は、図1-1の よ うに、1995年 はわが国の1,973億 円に

対 して米 国 は1兆4,083億 円 と7.1倍 であ ったが、この格差は ここ数年 ますます 拡大す

る傾 向に ある。

直近 の1998年 で は、わが 国の2,910億 円に対 して米 国は3兆7,266億 円 とその差 は

12.8倍 とさ らに大 き く拡大 してい る。 日米 でのデ ー タベースサー ビス売上高 の伸び 率

は1995年 を100と す ると、1998年 にはわが国 の147%に 対 して、米 国は265%と 大 き

な差が付 いてい る。為 替 の変動 に よる要 因を除い て ドルベ ースでみて も190%と この3

年 間で米 国の伸 びは わが国のそれ を大 き く上 回ってい る。

この よ うにデ ー タベ ー ス産業 の規模 は米 国 とわが 国の間では近年 で は10倍 以上 と大

きな格 差が生 まれ 、そ の差 がます ます大 き くな ってい ることが分か る。ここでは、この

よ うな格 差 が生まれ てい る要因につ いて、米 国お よび わが国にお ける調 査 に基 づ いて検

討 した。

1
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図1-1日 米のデータベースサービスの売上高比較

(1995年 は1ドル=94.06円 」996年 は1ドル=108 .80円 、1997年 は1ドル=121.OO円 、1998年 は1ドル=130 .79円で換算した。米国
はSirrba社MarketReview1997,1998,1999よ り。日本は「特定サー ビス産業実態調 査報告書」の平成8

,9,10年 版より作成。)

図米国(百万ドル)

團米国(億円)

ロ 日本(億 円)
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1.2委 員会 の構成

委員長 木 本 幸 子 大要女子大学 家政学部 助教授

委 員 市 村 元 昭

上 原 勇 作

大 山 勝 弘

片 田 佳 宏

長 塚 隆

福 島 芳 直

株式会社東京商工リサーチ

取締役営業本部担当

株式会社 エ レク トロニ ック ・ライブ ラ リー

営業部長

財団法人日本特許情報機構1・T業 務部長

株式会社野村総合研究所

ナレッジマネジメント部長

株 式会社 ジー ・サー チ

Dialogサ ー ビス事 業部 事業部長 代理

株 式会社 ジー ・サー チ 取締役

オブザーバー 藤 森 孝 子

渡 辺 了

財団法人データベース振興センター

専務理事

財団法人データベース振興センター

企画部長

ジ ー ・サ ー チ 内 プ ロ ジ ェ ク トチ ー ム

松本昌樹

篠田達郎

吉田真起

長谷川均

中保亜朱美
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ジ
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社

社

会

会

会

会

会

式

式

式

式

式

株

株

株

株

株

マ ー ケ テ ィ ン グ&テ ク ノ ロ ジ ー 部 部 長

マーケティング"コミュニケーション担当課長兼販売支援部担当課長

マ ー ケ テ ィ ン グ&テ ク ノ ロ ジ ー 部 次 長

プ ロダ ク トマ ー ケ テ ィ ン グ担 当課 長

マ ー ケ テ ィ ン グ コ ミュ ニ ケ ー シ ョン担 当
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2イ ンター ネ ッ トの発 展 とデー タベー ス産業

2.1デ ー タベース産 業 の歴 史

米 国で、1950年 代 の後半 か ら1960年 代 にかけて、 国防総省 に よる防空 のた めの

SAGE、 ア メ リカ ン航 空 での航 空券 予約の ためのSABRE、 マサチ ューセ ッツ工科 大 学

(MIT)に よる技術 文献 を検索す るた めのTIPな どコン ピュー タを遠 隔地か ら操 作す る

様 々なオ ンライ ン検 索 のた めの実験 が試み られ たのが 、オ ンライ ンデ ー タベー スの実 用

化へ の第 一歩 とされて い る。

一方 で
、1960年 代 の後半 には、カ リフォル ニア州 に あった ロッキー ド社やSDC社 が

オ ン ライ ンで の文献情報 の検索 システ ムを発展 させ た。 これ らは、 コン ピュー タを遠 隔

地 か ら操 作す るため の各種 の装置 ・ネ ッ トワー クの開発や展 開 とも歩調 を と りなが ら、

後 のDIALOGやORBITシ ステ ムに繋が って行 った。

これ らのオ ン ライ ンで のデ ータベー ス利用 の試み がな され る一方 で、1960年 代 には各

種 の学術 雑誌 か ら文献 情報 を集 めた抄録誌や 索 引誌 の電子的 な編集 が始 ま った。 これ ら

の抄録誌 や索 引誌 には、 医学 文献 を集 めたINDEXMEDICUS(オ ンライ ン ・デ ー タベ

ース名 はMEDLINE)
、教 育学 の文献 を集 めたERIC、 米国政府 技術 レポー トな どを集

めたNTIS、 化 学文献 ・特許 を集 めたChemicalAbstracts(オ ンライ ン ・デ ー タベ ー ス名

はCAフ ァイル 、CASearch)な どが あった。

1970年 代 の初期 にな る と、DIALOGやORBITシ ステ ムな どによるオ ンライ ン ・デ

ー タベー スの商用 でのサ ー ビスが 開始 された
。1970年 代 に開始 されたオ ンライ ン ・サ ー

ビスは規模 も小 さく、DIALOGサ ー ビス を開始 したDialog社 のサ ミッ ト社長 のい う全

て の知識 を集 めた電 子 図書館 と呼ぶ にはまだ ほ ど遠い ものであった。

1970年 代 を通 じて 、本 格 的 な オ ン ラ イ ン検 索 シ ス テ ム に利 用 で き る 多 く のデ ー タベ ー

ス が作 られ た。1975年 に は わず か に300ほ どの オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス しか な か っ

た が 、1982年 に は773と 倍 増 した 。 オ ン ライ ン ・デ ー タベ ー ス数 は 、 そ の後 も急 速 に

増 加 し、1990年 に は6,750、1996年 に は10,033と1万 を超 え 、1997年 に は10,338と

増 加 し続 け て い る(表2-1・1、 図2-1-1)。

1980年 代 に は、パ ソコンの普及 もあ り、オ ン ライ ン ・サー ビス は科 学技術 分野 の抄

録誌や 索引誌 な どの二 次資料 に基 づ くデー タベ ー スだ けで な く、各企業 の住所 、代 表者

名 、売 り上 げな どを収録 した企業デ ィ レク トリ、各種 ニ ュース レターや ビジネ ス誌 な ど

か ら新製 品や企 業動 向につい ての情報 を集 めて収録す る ビジネ スデー タベー ス、 あるい

4
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は法律 、社会科 学、新 聞、ニ ュー スな ど新 しい分 野のデ ー タベー スを加 え提供 され るデ

ー タベ ー ス数 が急速 に増加 し、利用 の範囲 が広 が ってい った。

また、1980年 代 には、それ までオ ンライ ン検 索専用 の端末機 を使 用 してい たの が、パ

ソコンの普及 に よ り、パ ソコンを利用 してオ ンライ ン検 索を行 うよ うになった。パ ソコ

ンで の検 索 をや り易 くす るた めオ ン ライ ン検索用 の ソフ トウエ アが出現 し、それ までの

オ ンライ ン検 索専用 の端末機 では実現 しに くかった、検 索デ ー タのダ ウンロー ドや オ フ

ライ ンで の検 索式 の準備 な どの作 業が可能 となった。

オ ン ライ ン検 索専用 の端末機 の 時代 にはプ リン ター と一体 に なった本体 と音響 カ プ

ラーでのネ ッ トワー クへ の接続 とい うあ る意 味で はシンプル な構 成 であったの で、オン

ライ ン ・サー ビス を利用す る検索技術者(サ ーチ ャー)は 、デ ー タベー スの内容や 索引

を理解 し、オ ン ライ ン検 索の技術 を磨 けば良か った。 しか し、パ ソコンの普 及 に よ り、

サー チ ャー はパ ソ コンや 検 索 ソフ トウェア の レベ ル ア ップ に対 応 した 知識 を習 得 して

い くことが必 要に なった。

1980年 代 の半 ばに なる と、オ ンライ ン ・サー ビスはます ます 拡大 し、オ ンライ ン ・デ

ー タベ ー スで提 供 され る情報 はそれ ま での科学 技術 論文 を集 めた索 引誌や 抄録 誌 に基

づ く索 引情報 や企 業デ ィレク トリな どだけでな く、新聞やニ ュースの全文情報 や様 々な

統計 ・数値 情報 な どが オ ンライ ンで提供 され るよ うになった。 この時点 で、索引(原 資

料 か ら抽 出 され た書誌情 報 を中心 とす る)情 報 と全文情報 の両 方がオ ンライ ンで提供 さ

れ るよ うに なった と言 えよ う。

この 時期 は ビジネ ス マ ンや 研 究者 が直接利 用 で きるい わゆ るエ ン ドユー ザ ー検 索へ

の最初 の試 み がな された時 で もあ る。 これ以前 には 、多 くのオ ンライ ン検 索 は図書館や

情報 セ ンター のサ ーチ ャー に よって担 われ てい た。米 国では この時期 にDIALOGの

KnowledgeIndex、BusinessConnection、MedicalConnection、BRSのAfterDark、

あ るい はEasyNetな どの ビジネ スマ ンや研究者 な どのエ ン ドユ ーザー 向けイ ンター フ

ェース が開発 され 、エ ン ドユーザー が直接 オ ンライ ン検 索を利 用 し、サー チ ャー の役割

はな くな るの ではな いか との議論 がな された。これ と時期 を同 じく して、1984年 には 日

本 経 済新 聞社 が 専用 の検 索 ソフ トウェア を利 用 した 、メニ ュー方式 のオ ン ライ ン検索

「日経 テ レコン」 をス ター トさせ た。

しか し、エ ン ドユ ーザー で直接検 索す る人 は思 った ほ ど増加 しなか った。 これ は、 こ

の 時期 に 開発 され た検 索 イ ンター フ ェー スが エ ン ドユー ザー に とって直接 利 用 す るに

は まだ十分 な もの でな かったため と考 え られ る。
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」

ス数

デー タベー ス数の変化一表2-1-1

989

990

注Thestateofdatabasestoday:1999,

MarthaE.wiHiams,GaleDirectoryofDatabases,March1999よ り
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1980年 代 の後半か ら1990年 代 の初 めにか けて 出現 したCD-ROMは 、 グラフィカル

なイ ンター フ ェース と固定料金 によ り、研 究者 な どのエ ン ドユ ーザ ーが電子化 され たデ

ー タベー スを直接検索 で きるよ うにな り
、オ ンライ ン検 索に も大 き な影響 を与 えた。オ

ン ライ ンに よる多 くのデ ー タベー ス検 索 がそれ まで使用 時 間や使 用 量 に よる従 量制 料

金 を採用 していた のに対 し、年 間での固定料金 を採用 した こ とも、デー タベー スの利用

の仕 方 に新 しい局面 を開い た。大 学や図書館 でのCD・ROMの 普及 は、研究者や 学生 が

電 子化 された情報(デ ー タベー ス)に 直接接す る機 会 を大 き く拡 大 した。

1990年 代以 降、オ ンライ ンで提供 され る情報はデー タベ ース数 か らも、新 聞な どの全

文情報 が多 くな るな ど収録情報 の範 囲の うえか らもさ らに拡 大 し続 けてい る。DIALOG

やLEXIS-NEXISな どの システ ムは米 国を中心 と した情 報源 か ら全 世界の情報 を集 め

るよ うに、そ の収録 デー タベ ースの範 囲を広 げた。 一方で は、アス キー形式 な どの コー

ドデー タの限界 を、フ ァ ックスで特許や商標 な どのイ メー ジデ ー タを送信 出来 る よ うに

す る こ とな どで補 い、 システムの機能 が拡 充 された。

2.2イ ン ター ネ ッ トとデー タ ベー ス 産 業

ここ数年 のイ ンター ネ ッ ト、特 にWebの 急速 な普及 はオ ンライ ンでのデー タベー ス

検 索に、新 しいWebで の検索イ ンター フェー スの環境 を準備 した。 ま た、Webの 普及

に よ り、デ ー タベー ス検 索の専 門家(サ ーチ ャー)だ けでは な く、広範 囲な利用 者(エ

ン ドユー ザー)が 直接 グ ラフィカル なイ ンター フェースでサイ トか らサイ トに簡 単 に移

動 して 、情 報 を入手 で きるよ うにな った。

ここ1,2年 で、多 くの企業 、研 究所 、新 聞社 、出版社 、図書館 、地方 自治体や政 府

機 関、各 種団体 な どがそれ ぞれ のWebサ イ トを新設 し、様 々なホー ムペ ー ジが 開始 さ

れ た。 しか し、まだ 目的、 内容 、経 済性 な ど十分 に検討 されて いない ものや 内容 の更新

な どが 定期的 にな されて いないケー スも多 くみ られ る。 しか し、イ ンターネ ッ ト、なか

で もWebは 今後の社会 にお ける コ ミュニケー シ ョンの手段 と して、 また、電子 商取引

な ど広範 囲 な新 しい ビジネ スを生み 出すバ ックボー ン として、重 要 な役割 を果 た してい

くで あろ うと考 え られ てい る。

現在 の社会 のなかで 、"情 報 は無 料 であるべ きだ。 あ るい は無料 で利 用者 に提供 され

なけれ ばな らない。"と い う考 えかた は、 よく見 られ る。例 えば、公 共図書館 、 ラジオ 、

テ レビ、新 聞 の号外 な どが政府 の資金 あるいは広告 収入 な どに よ り、利用者 に は無料 で

提供 され るよ うな場合 が ある。イ ンターネ ッ トで も、アカデ ミックな世 界か らスター ト
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した こともあ り、"情 報 は無料 で あ る"と い う考 え方が広 く根底 に存在 してきた。

商用 で のイ ンターネ ッ トが開始 され て も、多 くのWeb上 の情報 は広 報や広告 、あ る

い は将来 の収入 を期待 して無料 で提供 され てい る もの も多 い。Webで 提供 され る"無

料"の 情報 はオ ンライ ン ・デー タベ ー スの提供者 にも大 きな影 響 を与 えてい る。 デー

タベ ース専門家(サ ー チ ャー)に とって、オ ン ライ ン ・デー タベー スの どの システムが

利用 し易いか とい う選 択 か ら、イ ン ターネ ッ トの"無 料"の 情報 との比較 も必要 にな っ

てい る。

多 くのイ ンターネ ッ トの利用者 は的確 な情報が早 く探せ る ことを求 め てい るので 、オ

ンライ ン ・デー タベ ー スの必要性 は今 後 も変 わ らない と考 え られ てい る。 しか し、一方

で は、イ ンターネ ッ ト上 にはオ ンライ ン ・デ ー タベー スで今 まで提供 され てい なか った

情報 も数 多 くある ことも確 かであ る。例 えば、ネ ッ トニ ュースで提供 され てい るデ ー タ

は、い ままでのデー タベ ースの よ うに 出版 あ るいは広 く公表 され た情報 と異 なってい る。

ま た、企 業、大学 、団体、個人が作成 してい るホー ムペ ー ジ上の情報 な どに は、今 まで

よ り早 く入 手で きた りあ るい は印刷 コス トの関係 で過去 に は発表 され なか った もの な

ども多 い。

この よ.bな 状況 の中で 、デー タベー スサー ビス会社 は、最近 ではFactiva社 のWeb

セ ンターの よ うに、提供 してい るデー タベ ース と関連す るWeb上 の情報 を積 極 的 に収

集 し、自社 が提供 す るデー タベ ー スの情報 とも関連づ けた り、分類 した りして提供 す る

例 も増 えてい る。 また、Dun&Bradstreet社 や 米国商務省 のNTISな どの よ うに 自社

のデ ータベー スの作成 に際 して、Web上 の情報 を参照 した り、積極的 に収集 した りす

る所 も増 えてい る。これ は、今 後 、デー タベー スサー ビス会社 が 自社 のデ ー タベ ース の

内容 を従 来の伝統 的な 出版物 の情 報 な どだ けで な く、Web上 の情報 も含 めて組 織化 し、

利用者 に よ り網羅 的な情報 の提供 へ と変化 して、付加 価値 を高め る方 向にな って行 くこ

とを予想 させ る。

(詳細 は3章4訪 問先 ご との調 査結果 を参照)
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2.3デ ー タベース産 業の構成

従 来、 オ ンライ ンサ ー ビス を中心 に世 界のデー タベ ー ス業 界 を分 野別 に分 け、売 り

上げや業 界動 向を分析 し、 レポー トしてきた(Simba社MarketReview1999)。 し

か し、イ ンターネ ッ トの普及 に よるデー タベ ース業界の情報提 供形態 の変化 を反映 し、

1998年 か らレポー トでの分析対象 を 「オ ンライ ンサー ビス」か ら 「Web/オ ン ライ ン

サー ビス」へ と変更 してい る。 これ は、現在 、す でに多 くの新規Webサ ー ビス提 供元

が 出現す る と同時 に、オ ンライ ンサー ビスを提供 して きた従来 か らの提供 元 もWebで

の新規 サs-・・一ビス を開始 し、Webで のデ ー タベー ス提供 の拡 大 に注力 してい る状 況の な

かで、デー タベー ス産 業 を分析す る上 で必要 な変更 と考 え られ る。

デー タベー ス(オ ンライ ン)産 業 は前述 の よ うにイ ンターネ ッ トの普及 に よ り大 き く

変化 してきてお り、Webで のサー ビス が拡 大 しっつあ る。Simba社 のMarketReview

1999で は、この変化す るデー タベ ース産業 をWeb!オ ンライ ンサー ビス と して捉 え直 し

てい る。 そ の定義 を し、Web/オ ン ライ ンベ ンダー、オ ン ライ ンサー ビス会社 、情 報 サ

ー ビスプ ロバ イダー
、コンテ ンツ情報 プ ロバ イダー、デー タベ ース製 作者 、デー タベー

ス 出版社 な どが含 まれ ると して い る(表2-3-1)。

表2-3-1Web/オ ン ライ ンサー ビス の 定 義

用 語 説 明

Web/オ ンライ ンベ ンダー Webベ ー スで あ るい は所有 オ ン

システムオ ペ レイター ライ ンサ ー ビス を提供。

ホス ト コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム,ソ フ ト

オンライ ンサービス会社 ウエ ア、配布 手段 を提供 。

情報サー ビスプロバイダー 書 誌 、 抄 録 、 全 文 、 ニ ュー ス 、

コンテ ンツ ・情報 プロバイ ダー 娯楽 、 ビジネ ス分析 、判 例 、統

デー タベース製作者 計 、論 文 、チ ャ ッ トな ど様 々 な

デー タベース 出版社 情報を製作して提供する。

Web!OnhneServices1999-2003:MarketAnalysis&Forecastお よびMarket

Review1999(Simba社)で は、 世 界 の デ ー タベ ー ス産 業 を 、次 の7種 類 の 専 門情 報

分 野 と、 「消 費 者 向 け情 報 」 の合 計8種 類 の分 野 に 分 け 、 それ ぞ れ の 分 野 ご とに 売 上

高 を集 計 し、 業 界 の 動 向 を 分析 して い る。
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① 「株 式取 引 関連 情報」

② 「財 務 ニ ュー ス ・リサー チ情報」

③ 「市場情 報」

④ 「信 用情 報」

⑤ 「最 新 ニ ュー スお よび研 究開発情報」

⑥ 「法律 、税 務 、行政情報 」

⑦ 「特定市 場 向け情報」

(消費者情報 分野)

⑧ 「消費者向け情報」

これ ら8種 類の分野の定義お よび概要は以下のとおりである。

①Brokerage(株 式取 引 関連)情 報サ ー ビス

財 務上で必要 な情報 を提 供す る。これ らの情報サー ビスには リアル タイム の市場 情

報 か ら事業所や銀 行へ の財 務情 報 のサー ビスまで広範 囲 なものが含 まれ る。

②Marketing(市 場)情 報 サー ビス

特定 のメー リン グ リス トの販 売、 リス ト提供 サー ビス、視聴 率、お よび販 売促進 の

効率化た めに必 要 な情報 な どが含 まれ る。

③Credit(信 用)情 報 サー…ビス

個人や法人 の支 払い ・代金 回収 の履 歴情報 を提供す る ことによ り貸付 の危険度 の確

認 を支援す る。

④FinancialNews/Research(財 務 ニ ュー ス ・リサー チ)情 報 サー ビス

プ ロフェシ ョナル な投資 家の ための決断支援 、ニュー ス配 信 を行 う。この分 野に は

財務 情報の ほかに、リアル タイ ムの相場や 、電子 メール に よ りビジネ スニ ュース を

提供 す るサー ビス を含む。

⑤CurrentAwarenessNews&Research(最 新 ニ ュー ス お よび 研 究 開発)情 報

サ ー ビス

最 新 お よび 遡 及 ニ ュ ー ス 、 会 社 情 報 、 各 種 の 競 合 情 報 ・産 業 情 報 を提 供 す る 。

CurrentAwarenessNewsは 検 索 よ りオ ン ライ ンで の提 示 が 中心 で あ る。 これ に

対 して 、Researchサ ー ビス は 科 学 技 術 、 ビ ジネ ス 、一 般 情 報 な どを10年 あ るい は
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それ以 上 も遡及 して蓄積 し検索 出来 る様 に してい る。ライブ ラ リアンやイ ンフォメ

ー シ ョン ・スペ シ ャ リス トが このサー ビスのお もな利 用者 となってい る
。

⑥Legal,TaxandPublicRecord(法 律 、税務 、行政)情 報 サ ー ビス

公 的 な機 関に よ り作成 された情報 を提供 し、法律 、法的 な決 定 、法人 レコー ド、不

動 産売 買 の履歴 な どが含 まれ る。

⑦VerticalMarkets(特 定市場)向 け情報サー ビス

他 の6種 類 の ビジネ ス/プ ロフェシ ョナル 向けサー ビス には包含 され ていない 特定

サー ビスであ る。このサー ビス では限定 され た利用者 グル ープ に良 く適合 した情報

を該 当の特 定市場 に向 け提供す る。お もな対象 は ライブ ラ リア ンや イ ンフォ メー シ

ョン ・スペ シャ リス トではな く、該 当す る市場のエ ン ドユーザ ーで ある。このカテ

ゴ リーか らはDowJonesInteractive(現Factiva)やDialogな ど複 数の市場 を対

象 にサー ビス を提供 す る、いわ ゆる"ス ーパーマー ケ ッ ト"サ ー ビスは除かれ てい

る。

⑧InternetSerViceProViders(ISPs)(イ ン タv・・一ーネ ッ ト接 続 サ ー ビス 、一 般 向 け サ

ー ビ ス
、パ ソ コ ン通 信)

イ ン ター ネ ッ トに接 続 す る た め の 通信 ソフ トウェ ア を提 供 。米 国 内 の 大 部 分 のISP

サ ー ビス は デ ー タベ ー ス 、通 信 、お よび 電子 決 済 サ ー ビス を ま と めて 提 供 して い る。

ISPサ ー ビス に は 、AmericaOnline、Compuserveあ る い はMSNPremierな

どの 一 般 向 け消 費 者 サ ー ビス も含 ま れ る。これ らの サ ー ビス で は 、イ ン ター ネ ッ ト

へ の ア ク セ ス だ け で な く、特 定 グル ー プ へ の ニ ュー ス か ら電 子 決 済 サ ー ビス ま で 幅

広 い コ ンテ ン ツ を提 供 して い る。

世界 の電 子情報(デ ー タベー ス)サ ー ビス産業 の売上高 は、1998年 でみ る と、424

億 ドル で5兆5,455億 円(1ド ル を130.79円 で換算)で あ る(表2-3-2)。 ここで の電

子情報 サー ビス にはWeb/オ ン ライ ンサー ビス とCD・ROMの よ うなパ ッケー ジ系 のサ

ー ビスの 両者 が含 まれ てい る
。Web/オ ンライ ンサー ビスの なかの専 門情報(オ ンライ

ン/ビジネ ス ・プ ロフ ェ ッシ ョナル)サ ー ビスは280億 ドル(3兆6,621億 円)で 電 子

情報 サー ビス全体 の66%を 占めてい る。以下 、CD-ROM!マ ル チ メデ ィアが69億 ドル

(9,025億 円)、 消費者 向 け(オ ンライ ン/消費者 向け)サ ー ビス が62億 ドル(8,109

億 円)と 続 いてい る(図2-3-1)。 ヨー ロ ッパ の消費者 向 け(オ ンライ ン!消費者 向 け)

サー ビス の売 り上 げは米国 のサ ー ビスの もので あ り、米 国の売 り上 げ と重複 してい るの

で、世 界全体 の集計 か らは除 かれ てい る(Simba社MarketReview1999)。

11



日米データベース流通構造比較調査

Web/オ ンライ ンサー ビスにCD・ROMな どのパ ッケー ジ系 のメデ ィア な どを加 えた

電子 情報サー ビス全体 での売 り上 げ424億 ドル で5兆5,455億 円(1ド ル を130.79円

で換 算)は,パ ッケー ジメデ ィア を含 まない世 界 のWeb/オ ンライ ンサー ビスの売 り上

げ4兆4,570億 円よ り・24%多 い もの とな って い る。

世界 の電子情報(デ ー タベー ス)サ ー ビス産業 の売上高 を地域 別 にみ る と、米 国が285

億 ドル(3兆7,275億 円)で67.2%と 世 界全 体 の3分 の2を 占めてお り、圧倒 的 な比

率 であ る。 ヨー ロ ッパ地域 が米 国 に次 いで11.2億 ドル(1兆4,648億 円)で26.4%

であ る(図2・3-2)。 この合計 の数 値 か らは、オ ンライ ン/消費者 向けサー ビス2.8億 ド

ル が米国の企 業 による ヨー ロ ッパ で の売 り上 げで あるた め除かれてい る。米国 、ヨー ロ

ッパ 以外の国の売 り上 げ合 計 は、2.7億 ドル(3,531億 円)で6.4%で ある。米 国、 ヨー

ロッパ以外の国の売 り上 げ2 .7億 ドル(3531億 円)に は、CD-ROM/マ ル チメデ ィア、

消費者 向 け(オ ンライ ン/消費者 向 け)サ ー ビスの売 り上げは含 まれ ていない。

世 界 の 電 子 情 報 サ ー ビス の 種 類 別 売 上(1998年

Simba社MarketReview1999よ り作 成 。

CD-ROM/オ ーディオテックス

マルチメディア3%

16%

オンライン/

消費者 向け

15%

オンライン/

ビジネス ・

プロフェショナル

66%
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表2-3-2世 界の 電子情 報サ ー ビスの売上(1998年)

米国 ヨ二 日 ツパ 〆 その他の国 合計

オ ンライ ン/ビ ジネ ス ・

プ ロフェ ッシ ョナル
171 82 27 280

オンライン/消 費者向け 62 28 NA 62

CD-ROM/マ ルチ メデ ィア 52 17 NA 69

オーデ ィオテ ックス NA 13 NA 13

合計 285 112 27 424

比率 62.7% 26.4% 6.4% 100.0%

注1単 位 億 ドルSimba社MarketReview1999よ り作成 。

注2オ ンライ ン/消 費者 向 けは米 国 とヨー ロ ッパ の売 り上 げが重複 計上。

注3NA:NotAvailable

わが国にお け る1998年 のデー タベ ース産業の売 り上 げが2,910億 円であ る ことを考

える と、Simba社 の調 査 で把握 され てい ないCD・ROM!マ ル チメデ ィア、消費者 向 け(オ

ンライ ン/消費者 向け)サ ー ビス の売 り上 げを加 える と、米国、 ヨー ロ ッパ 以外 の国の

売 り上 げはSimba社 の調 査 よ りは多 いのではないか と推測 され る。

パ ッケー ジメデ ィア を含 まないWeb1オ ンライ ンサー ビスの売 り上 げは、全世界 で は

342億 ドル(4兆4,730億 円)で ある(表2-3・2)。 米 国のWeb!オ ンライ ンサー ビスの

売 り上 げは、233億 ドル(3兆474億 円)で68.1%と 世界全 体の3分 の2を 占めてお

り、圧倒 的 な比 率で あ る。次 いで 、ヨー ロ ッパ地域 が82億 ドル(1兆725億 円)で24.0%

となってい る。 この2つ の地 域で 、全世界の92.1%を 占めてい る。 わ が国な どが含 ま

れ るそ の他 の地域 は27億 ドル(3,531億 円)で7.9%と なってい る。

世界 のデ ー タベ ー ス産 業 の状況 について 、デー タベー ス数 か ら検討 したの が、表2-

3-3で あ る。世界 のデー タベ ース数 は1991年 の6261種 類 、1994年 の7979種 類 、1996

年 の9,290種 類 、そ して1998年 には10,597種 類 と1991年 に比較 して69%増 と継 続

的 に増加 してい るのが分 か る(図2-3-3)。

世 界 の デ ー タベ ー ス に つ い て 、 そ の地 域 ご との 構 成 を見 る と、1998年 で は 北 ア メ リ

カ が6,714種 類 で63.4%を 占 め最 も多 く、 次 い で西 ヨー ロ ッパ の3,092種 類29.2%と

この2つ の 地 域 で92.6%を 占 め て い る こ とが 分 か る。1991年 の と き に は 、 北 ア メ リ

カ が4,424種 類 で70.7%を 占め 最 も多 く、次 い で西 ヨー ロ ッパ の1,473種 類23.

5%と この2つ の地 域 で94.2%を 占 め て い た。

13
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図2-3r2世 界 の 電 子 情 報 サ ー ビス の 地 域 別 売 上

(1998年)

Simba社MarketReview1999よ り作 成 。

ヨー ロッパ

112億 ドJレ

26%

その他の国
27億 ドル6%

米国
285億 ドJレ

図2-3-3地 域 別 の デ ー タ ベ ー ス 数

(Thestateofdatabasestoday:1999,MarthaE.williams,GaleDirectoryofDatabases,

March1999よ り)

日西ヨーロッパ

図南アメリカ

国北アメリカ

国東ヨ一口ツパ

口才ーストラリア

ロアジア

圏アフリカ

14



日米データベース流通構造比較調査

表2-3-2地 域 別の デー タベー ス数

1991 1992 1993 1994

地域名 数 (%) 数 (%) 数 (%) 数 (%)

ア フ リカ 7 0.1% 7 0.1% 10 0.1% 13 0.2%

ア ジア 183 2.9% 196 2.8% 200 2.7% 210 2.6%

オ ー ス トラ リア 119 1.9% 161 2.3% 189 2.5% 196 2.5%

東 ヨー ロ ッパ 11 0.2% 12 0.2% 82 1.1% 160 2.0%

北 アメ リカ 4,424 70.7% 4,768 68.1% 5,094 67.6% 5,457 68.4%

南 アメ リカ 44 0.7% 16 0.2% 25 0.3% 20 0.3%

西 ヨー ロ ッパ 1,473 23.5% 1,838 26.3% 1,938 25.7% 1,923 24.1%

合計 6,261 100.0% 6,998 100.0% 7,538 100.0% 7,979 100.0%

1995 1996 1997 1998

地域名 数 (%) 数 (%) 数 (%) 数 (%)

ア フ リカ 13 0.2% 19 0.2% 19 0.2% 14 0.1%

ア ジア 320 3.8% 344 3.7% 403 4、.2% 388 3.7%

オ ー ス トラ リア 190 2.2% 196 2.1% 192 2.0% 171 1.6%

東 ヨー ロ ッパ 178 2.1% 195 2.1% 103 1.1% 193 1.8%

北 ア メ リカ 5,865 68.8% 6,456 69.5% 6,220 64.4% 6,714 63.4%

南 ア メ リカ 28 0.3% 28 0.3% 29 0.3% 25 0.2%

西 ヨー ロ ッパ 1,931 22.7% 2,052 22.1% 2,696 27.9% 3,092 29.2%

合計 8,525 100.0% 9,290 100.0% 9,662 100.0% 10.59 100.0%

注Thestateofdatabasestoday:1999,

MarthaE.w皿iams,GaleDirectoryofDatabases,March1999よ り

1990年 代 の初期 と1990年 代の終 わ りの時期 とで、北 ア メ リカ と西 ヨー ロッパ が全

世界 のデ ー タベー スの90%以 上 を 占めてい る状況 に変化 は ないが、北 ア メ リカ が1991

年 の70.7%か ら1998年 の63.4%と 比率 がわず かに減 少 してい る。

これ に対 して、西 ヨー ロ ッパ は1991年 の23.5%か ら1998年 の29.2%と 比 率がわず

か にでは あるが増加 してお り、世界 での西 ヨー ロ ッパ のデ ー タベ ースの比率 が高ま って

い る と言 え よ う。 そ の他 で はアジア地 区が1991年 の183種 類で2.9%か ら1998年 に

は388種 類 で3.7%と デー タベー ス数が増加 し、世界 のデー タベ ース に 占め る比率 もわ

ず かにで はあ るが増加 して い る。

米国 とそれ以外 の国 とでデ ー タベ ース数 を比較 した のが、表2・3-4で あ る。米国 のデ

ー タベ ース数 は1975年 の177種 類 か ら1997年 には5
,767種 類 と大 き く増加 して い る。

しか し、 この20年 間 で米 国 のデ ー タベー ス数が30倍 以上 に増加 したの と同様 に、他

の 国のデー タベ ース数 も1975年 の124種 類 か ら1997年 の3,895種 類へ と大 き く増
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加 してお り、米 国のデ ー タベ ース数 カミ全 世界 のそれ に 占める比率 は この20数 年 で は

60%か ら70%の 間で変化 してお り、 あま り大 きな変動 は ない(図2-3-4)。

表2-3-4米 国 とそれ 以外の国の デー タベース数の変化

1975 1985 1990 1995 1997

米国

(96)

177

59%

1809

67%

3982

70%

5420

64%

5767

60%

米国以外

(%)

124

41%

891

33%

1707

30%

3105

36%

3895

40%

注Thestateofdatabasestoday:1999,MarthaE.Williams,Gale

DirectoryofDatabases,March1999よ り 作 成

図2-3-4米 国 とそ れ 以 外 の 国 の デ ー タ ベ ー ス 数 の 変 化

(Thestateofdatabasestoday:1999,MarthaE.williams,GaleDirectoryof

Databases,March1999よ り)
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2.4日 本の デー タベース 産業 力 と流通力

日本 と米 国 の デ ー タベ ー ス産 業 ・マ ー ケ ッ ト規 模 につ い て 、デ ー タベ ー ス 白書 で は 、

表2-4-1の よ うに 、以 下 の7項 目に つ い て 比 較 検 討 され て き た 。 これ を 図 示 した の が 、

図2-4-1、 図2-4-2で 、 外 側 が 米 国 、 内側 が 日本 で あ る。

① デー タベ ー ス売 上高

② プ ロデ ュー サー数

③ 参入企 業数

④ 利用 可能デ ー タベ ース数

⑤ 国産 デー タベー ス数

⑥ ビジネ ス ・デー タベー ス数

⑦ ファク ト ・デー タベー ス数

デ ー タベー ス 白書 では 、この うち①～③ につ いてはデ ー タベー ス ・サ ー ビス業 界の実

態 に関す る もの なので、デ ー タベ ー ス産業力 を示 す指標 と して い る。④ ～⑦ はデ ー タベ

ー スの流通状 況 を示す 指標 と して、① ～③ デー タベース産業力 の指標 と区分 してい る。

図2・4・1お よび 図2-4-2か らわか る よ うに、デー タベー ス産 業力お よびデー タベー ス流

通 状況 につい てのすべ ての指標 で、米 国の圧倒 的な優位 は 明確 で ある と して い る。

デー タベー スの産業力(デ ー タベ ー ス売上 高、プロデ ューサー数 、参入企業数)は デ

ー タベ ー スの流通状況(利 用可能 デー タベ ース数 、国産デ ー タベ ース数 、ビジネス ・デ

ー タベ ー ス数 、 ファク ト ・デ ー タベ ース数)に 比べ、格差 が非常 に大 き く、10倍 以上

開いてお り、特 に、デー タベー ス売上高 につ いては、ここ数年 の米 国の高 い成長 率 によ

り格 差 が広 が る傾 向に あ り、1997年 にはつい に2ケ タ台の格差 に至 った と して い る(表

2-4-1)。

この よ うな、大 きな格 差 の要因 と して、

① デー タベ ー ス産 業の歴 史的 な背景 の相違、

② 日本 では独 立 した企業 体 となっていない ものが多い 、

③ わが国の通信 コス トが高い 、

④ 英語 と 日本語 とい う使 用言語 の違い、

な どが指摘 され てい る。日本 のデー タベ ース産業の成長率以 上 に米 国が常 に伸長 してい

る こと、コンテ ンツ分 野の格差 拡大 は情報活 用力 の差 として受 け止 め られ るこ とか ら、

さらな る振 興 が必 要 と指摘 され てい る。

日本 と米国 のデー タベ ー ス産 業力 とデ ータベ ー ス流通状況 の比較 につい ては、今 回の
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調査 で詳 しく分析 を行 った ので、そ の結果 に付 いては後述す る。

日本 と米 国でのデー タベー スサー ビスの売 り上 げの変化 を1995年 か ら1998年 にわ

た って比較 したのが、表2-4-2で あ る。米 国の売 り上 げは ドルベー スで も売 り上げ を円

に換算したあとのどちらでもわが国の売 り上げの伸び率を大きく上回っている。米国の

1998年 の売 り上 げは1995年 の90%増(ド ルベ ー ス)あ るいは164%増(そ の年 の為

替 レー トで円に換算)と 大 き く伸び てい る(図2-4-3)。 これ に対 して、わが 国の1998

年 の売 り上 げは1995年 の47%増 であ り、米 国の売 り上 げの伸び率 と大 き くかけ離 れ

てお り、そ の差 はます ます 拡大 してい る(図2・4-4)。

この よ うな 日本 と米国 のデー タベ ース産業 間で 、デー タベー ス売 上高、プ ロデ ューサ
ー数
、参入企業数 な どのデ ー タベ ース産業力 、お よび利 用可能デ ータベース数、国産 デ

ー タベ ース数
、ビジネス ・デー タベー ス数 、フ ァク ト・デー タベ ース数 な どのデ ータベ

ー スの流通状況 の ともに
、大 きな差異 が生 じてい る要 因 に付 いては、3章 の米 国デ ー タ

ベ ース産業の実態調査 、4章 でのデー タベ ース産業 の分野別 での売 り上げの検討 な どの

項 で詳 しく触れ てい る。

表2-4-1米 国の 日本 に対す るデータベース産業力 と流通状況

指 標 米国 日本 比率(1996年)

①デー タベー ス売上高 22,581 2,354 9.6

②プ ロデ ューサー数 1,531 115 13.3

③参入企業数 2,485 176 14.1

④デー タベース数 9,290 3,350 2.8

⑤国産データベース数 6,456 1,165 5.5

⑥ ビジネス ・デー タベー ス数 2,787 1,203 2.3

⑦ フ ァク ト・デー タベー ス数 6,186 2,730 2.3

指 標 米国 日本 比 率(1997年)

① デー タベー ス売上高 31,110 2,578 12.1

② プロデ ューサ ー数 1,304 127 10.3

③参入企業数 2,189 193 11.3

④デー タベー ス数 9,662 2,598 3.7

⑤国産データベース数 6,220 1,243 5.0

⑥ ビジネ ス ・デー タベ ース数 2,609 875 3.0

⑦ ファク ト・デー タベ ース数 6,410 1,452 4.4

注 デ ー タベ ー ス 白書1998,1999よ り作 成 。
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米 国の 日本 に対する産業 力と流通状 況(1996)

(データベース白書1998よ り作成)

⑦ ファクト・データベース数

⑥ビジネス・データヘニス数

⑤国産データベース数

① デー タベ ー ス売 上 高
25,000

0,000

5,000

0,

● ■

+ア メリカ

②プロデューサー数

③参入企業数

④データベース数

米国の 日本に対する産業力と流通状況(1997

(データベース白書1999よ り作成)

⑦ ファクト・データベース数

⑥ ビジ ネス ・データベース数

① デ ータベース 売 上 高
35,000

⑤国産データベース数

齢
頑

②プロデューサー数

③参入企業数

④データベース数
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表2-4-2日 米 のデー タベー スサー ビス の売上 比較

1995年 1996年 1997年 1998年

米国

ビジネスサービス 14.972100% 16,731 112% 17,555 117% 18,986 127%

消費者向けサービス 一 6,092 100% 7,886 129% 9,483 156%

合計(百 万 ドル)(注1) 14.972100% 22,823 152% 25,441 170% 28,469 190%

米国

ビジネスサー ビス 14.083100% 18,203
.

129% 21,242 151% 24,832 176%

消費者向けサービス 一 6,628 100% 9,542 144% 12,403 187%

合計(億 円)(注2) 14.083100% 24,831 176% 30,784 219% 37,235 264%

日本 合計(億 円)(注3) 1.973100% 2,354 119% 2,578 131% 2,910 147%

注1単 位 百万 ドル。Simba社MarketReView1997,1998,1999よ り。

注2単 位億 円。1995年 は1ド ル==94.06円 、1996年 は1ド ル==108.8円 、

1997年 は1ド ル=121.0円 、1998年 は1ド ル=130.79円 で 換算 した。

注3「 特 定サー ビス産 業実態調査」 の平成8,9,10年 版 よ り作成。

40,000

35,000

30COO

25,000

20,000

15,000

10,000

5ρ00

0

図2-4-3日 米 のデー タベースサー ビス の売 上高 比較
(1995年 は1ドル=9406円 、1996年 は1ド ル=10880円 、1997年 は1ド ル=12fOO円 、1998年 は1ド ル=130.79円 で換算 した。米 国は

Smba社MarketRevlew1997,1998.1999よ り作成。日本 は「特定サ ービス産 業実態 調査 」の 平成8.9,10年 版より作成 。)

年
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図2-4-4日 米 の デー タベー スサ ー ビス の 売 上 高 の 伸 び率
(1995年 は1ド ル=94.06円 、1996年 は1ド ル=108.80円 、1997年 は1ド ル=121.00円 、1998年 は1ド ル=130.79円 で換 算

した。米 国 はSimba社MaricetReview1997,1998」999よ り作 成 。日本 は 「特 定 サー ビス産 業 実 態調 査 」の 平 成8,9,

10年 版 より作 成 。)

図米国(ドル)

■米国(円)

口日本(円)

＼

21



'

＼

日米データベース流通構造比較調査

3米 国 の デー タ ベ ー ス 流 通 構 造 実 態 調 査

3.1調 査先およびスゲジi_ル ー

(1)実 態 調 査 メ ンバ ー

木 本委員長 、市村 委員、長 塚委員 、渡辺部長(4名)

(2)日 程

1999年11月20日(土)よ り11月30日(火)

、
11/22(月)

SimbaInformation,Inc.11RiverBendDriveSouthPOBox4243Stamford,CT

O6907-0234

TEL:203-358-9900FAX:203-358-5824

MetroCenter,OneStationPlace,Stamford,CT .06902TEL:203-969-8723

FAX:203-969-2280

11/23(火)

羅 凝

襲 難 欝欝OneDiam・ndHil1R・adM・rrayHi11,NJO7974TEL・

11/24(水)

908-665-5122

P.0.Box300Princeton,NJO8543-0300/TEL:609-520-7334FAX:609-520-7390

188MadisonAvenueNewYorkNY10016-4314TEL:212-592-7261FAX:212-592-7258

111/26(金)
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U.S.DepartmentofCommerceNationalTechnicalInformationService

5285PortRoyalRoadSpringfield,VA22161TEL:703-605-6000FAX:703-605-6900

懸懸盤懸欝懸 難壁輝懸盤羅懸璽翻
LibraryofCongressTEL:202-707-1207FAX:202-707-1925

111/29(月)1

Software&InformationIndustryAssociation1730MSt.NW,Suite700,Washington,
DC.20036-4510TEL:202-452-1600FAX:202-223-8756

3.2調 査 目的

(1)調 査 目的

1990年 代後 半のイ ンターネ ッ トの急速な普及 に よ りデ ータベー スサー ビス も従 来の

オ ンライ ンサー ビスか らWebサ ー ビスに大 き く変 わ りつつあ るなかで、米 国で のデー

タベー スサ ー ビスは 、売 上高でみ る と、世界 の70%近 い と言 われ てい る。

米 国デ ー タベ ー ス サ ー ビス市 場 の 分 野 ご との 売 り上 げ や 構 成 して い る サ ー ビ ス 提 供

企 業 の 動 向 の 分 析 に よ る と、1998年 の 売 り上 げ構 成 は 、Brokerage(株 式 取 引 関 連)

情 報 サ ー ビス が最 も 多 く93億 ドル で27%を 占 め てお り、 以 下Marketing(市 場)、

FinancialNews/Research(財 務 ニ ュ ー ス ・リサ ー チ)、Credit(信 用)、Legal,Tax

AndPubhcRecord(法 律 、 税 務 、行 政 情 報)、 お よびCurrentAwarenessNews&

Research(最 新 ニ ュ ー スお よび 研 究 開 発)な ど と な っ てい る(SimbaInformationInc.

MarketReport1999)。

この よ うな米 国デー タベー ス産業 の状況 を踏 ま えて、米国でのデ ー タベー ス売 上高 な

どの具 体的 な数値 の ほかに、デー タベー ス産業力 の 向上や流通状況 を改善 して行 く うえ

で の見解 、意見 につ いて、デー タベ ース企業 、デ ー タベース産業 関連 団体 お よび調 査会

社 な どを訪 問調査 し、米国 にお け るデー タベー ス産業力 ・流通状況 の実態把 握 に結び付

けてい く。
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(2)各 訪 問先での 質問 ・調査 項 目

A.デ ー タベース企業への調査項 目

① 総売上 に 占め るデー タベー スサ ー ビスの割 合 は?

② デ ー タベ ー ス の売 り上 げ に 占め る国産 デ ー タベ ー ス と海 外 デー タベ ー ス の比

率?

③ 提供方法別 のおお よその売上 高比率。

オ ンライ ン(パ ケ ッ ト、Web)、CD-ROM、 そ の他?

④ デ ー タベ ース ・サー ビスの売 り上 げの伸び率?

⑤ 今 後期待 す るデ ー タベー ス ・サー ビス の提供 手段 とコンテ ンツの種 類?

(貴社 がプ ロデ ューサー で あ る場合)

⑥ 海外 にデ ー タベー スを販 売 してい ます か?

販売 していれ ば、 日本 への販売 の比率 は どの く らい です か?

⑦ 他社 にデー タベ ース を提供 してい ます か?

⑧ 自社 でオ ン ライ ンサー ビス を行 ってい ます か?今 後、Webの 普及 に よる影 響

を どの よ うに考 えますか?

自社 でのサー ビスを拡 大 して行 きます か?

⑨ デー タベ ース を構築 す る上 で どの よ うな点が 問題 と考 えます か(デ ー タの収集

が難 しい、デ ー タの メンテ ナ ンス費用 が大 きい 、国の助成 が少 ない、そ の他)?

⑩ 行政機 関な どの公 的なデー タを利 用 してデー タベース を作成 しています か?

(貴社 が プ ロデ ュー サー あ るい はデ ィス トリビュー ター で ある場 合)

⑪ デー タベー スサー ビス業 を始 めた動機 は どの よ うな ものです か?

⑫ デー タベ ースサー ビスの利用 料金 は どの よ うに決 めてい ます か?料 金 体系 は

従量制 あ るい は固定制 な ど複 数設 定 してい ます か?大 口利用者 へ の割 引制度

な どは導入 してい ます か?

⑬ 現在提供 してい るデー タベ ー スの種類 は、 テキス ト、数値 デ ー タ、画像 ・映像

(動画)・ 音声 な どを含 むマル チ メデ ィア、その他?

⑭ 今後 提供 を予 定 してい るデー タベー スの種類 は 、テキス ト、数値 デー タ、画像 ・

映像(動 画)・ 音声な どを含 む マル チ メデ ィア、その他?

⑮ イ ンターネ ッ ト(Web)で のデ ータベー スの提供 を行 ってい ます か?現 在 、

サー ビス してい ない場合 に は、今 後予定 は あ りますか?

⑯ 米 国でのデー タベー スサー ビスは、売 上高 でみ る と、世 界の70%以 上 となって

います。米 国のデー タベ ー ス産 業が大 きな力 を持 ってい る原 因 ・理 由につい て
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は、言語 の問題 、デ ー タベー ス産 業の歴 史 、経済状 況 な ど様 々に言 われ てい ま

す が、 どの よ うにお考 えです か?

⑰ 今後 、米 国 でのデ ー タベ ース産業 の さらな る育成 ・拡 大に は どの よ うな方策 が

必 要 とお考 えです か?

⑱ 利 用者層 は どの よ うになっていますか?

⑲ 日本 でデー タベ ー スサー ビス を した時 と米 国でサー ビスを展 開 した時 とで違 い

はあ ります か?

⑳ 日本 と米 国 とでセール ー ス方法 に差 があ る とお考 えです か?

B.デ ー タベー ス産業 関連団体お よび調査会社への追加の質 問項 目

Simba社

① 調 査方 法 につ い て。 どの よ うに して資料 を収集 してい るのです か?

② 収 録 の基準 と範 囲につい て、Derwent社 、ISI社 な どが収録 され てい ない理 由

は?

③ 利 用者 層 の分析 は して います か?

米 国 ソフ トウエ ア&情 報産 業協会(SIIA)

①S皿Aと して はInfbrmationIndustryの 範囲 を どの よ うに考 えています か?

加 盟企 業 の リス トは開示 で きます か?DatabaseIndustryとInformation

Industryの 範 囲、関係 は どの よ うに整理 していますか?

② デー タベ ー ス産業 の規模 は拡 大 してい ます か?新 規 の参入 の状況 は どの です

か?現 在 の売 り上 げ規模や 今後 の予測 な どのデー タは協会 として把握 してい

ます か、把握 していた ら、それ は開示 で きます か?ど の よ うな数値 ・デ ー タ

を把握 して い ます か?

③ デー タベー ス ・情報産業 について協会 として どの よ うな調査 を してい ます か?

④ 現在 、デ ー タベ ース産業(情 報 産業)の 業 界 と して の大 きな課 題 は どの よ うな

点です か?

⑤ 現 在 、議 会 に上 程 され てい るデー タベ ース保護 法案 につい ては業界 と しての対

応 は どの よ うに してい ます か?

⑥ 米 国連 邦政 府 、州政府 な どに よるデー タベ ース ・情報産業 への支援 に は どの よ

うな ものが あ ります か?

米 国商務省 技 術情 報サー ビス局(NTIS)

① 米 国政府 のデ ー タベ ース政策 につ いて

25



日米データベース流通構造比較調査

この ほか に、米国で のデ ー タベ ー ス利 用 に関 して、公 共図書館 の果 た してい る役割 、

企 業 にお けるデ ー タベ ース利用 の ため の専門家養 成 あ るい は利 用者教 育 な どにつ いて

も調査 に加 え る。

3.3米 国デー タベースサー ビス機関等 の訪問調査の要約

デ ー タベ ー ス 業 界 団 体 の ソフ トウ ェ ア ・情 報 産 業 協 会(SIIA)、 デ ー タベ ーーーーース サ ー

ビス会 社 で あ るThomson社 、DowJones社 、Dun&Bradstreet社 、 お よび 米 国商 務

省 の情 報 サ ー ビス部 門(NTIS)、 デ ー タベ ー ス サ ー ビス の利 用 者 で あ るNewYork公

共 図書 館 、 米 国 議 会 図 書館 を対 象 に1999年11月 に調 査 が 実 施 され た 。

これ らの調査 に よる と、付表1の よ うに、 従来一般 的に考 え られ ていた要 因に加 え

て、①米 国での コン ピュー タ以前 の カー ド方式 な どで の情報検 索の考 え方 の進 展 、② 米

国での政府支援 に よる大 きなコン ピュー タ化 プ ロジェ ク ト、③ 米国 では常 に産 業の リス

トラクチ ャが情報へ の需要 を促進 、④ イ ンター ネ ッ トの普及率 の相違(わ が国では全家

庭 の10%に 対 し米 国では40%以 上)、 ⑤米 国経済 の好況 、⑥米 国では新規企 業が民 間

か ら資金 を調達 しや すい 、な どが 日米 間の格差 の要因 となってい る と推 定で きる。

また、最近数年間の日米間における格差の拡大については、米国におけるWeb環 境

の急速な進展、米国経済の好況、米国での新規企業の参入の多さなどが指摘された。

Web環 境 の急速 な普及 は、従 来 の情報産 業(デ ー タベ ースサー ビス)の 業態 に大 き

な変革 を迫 ってお り、米国 のデー タベー スサー ビス事業者 はイ ン トラネ ッ トの普及 に対

応 した それ ぞれの組織 に向けたデ ー タベー ス販 売 に力 を入れ 、イ ン トラネ ッ ト上 のイ ン

ター フ ェー スな どをカス タマイズ で き るツール キ ッ トを提供 す る よ うに なってい る。

今後 この よ うにデー タベー スをイ ン トラネ ッ トで利 用 しやす くす るための ツール をデ

ー タベ ース と共 に提供す るところが 多 くな ると予測 され てい る
。

従来、デー タベー ス企 業は原情報 の検索 手段 のみ を提供 してい たが 、これ か らは これ

らの情報 に加 えて コンテ ンツ管理 、コンテ ンツ配信 あ るい は経営 ・技術 戦略 プ ランな ど

を支援 で き る知識ベ ー スの提供 に変 わって い くであ ろ うと考 え られ てい る。 例 えば 、

Lexis-NexisやDialogの よ うな従 来 か らのデ ー タベー ス企 業は この よ うな方 向 を 目指

して、Webベ ー スでのシステム あ るい は機能 開発 に大 きな投資 を行 ってい る。
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一方で は
、電子 商取 引が急速 に拡大 してお り、従来 のデ ー タベ ー ス企業 もデー タベ ー

ス単独 の販売 だけで はな く、よ り利 用者に付加価値 を付 けてデ ー タベー ス商品 を提供す

る と言 う意味 で も、電 子 商取 引の機 能 を取 り入れ る ところが増 えてい くであ ろ う。電 子

商取 引は消費者 を対象 とす るBtoCよ り、今後企業 間で のBtoBが 大き く伸び る と予

測 されてい る。

Webサ ー ビスで は保 健 ・医療 な どの特定の分野 に特化 したサー ビスが増 え、利 用料

金 はオ ンライ ンサー ビスで広 く採用 されて きた接続時 間に よる課 金 に代 わ り、入 手 した

情 報量 に よる課金 あ るいは固定 費での課金体系が多 くな ってお り、従 来のオ ン ライ ンサ

ー ビス との相違 がは っき りしてきてい る。

従 来、Simba社 で はオ ンライ ンサー ビスを中心にデ ー タベ ー ス業界 を分野別 に分 け、

世 界全体 あ るい は特 に米 国 にお け る売 り上 げや業界動 向 を分析 してきた。しか し、近年

のイ ンター ネ ッ トの普 及 に よ るデー タベー ス業界 の業態 変化 を反 映 し、分 析 の対象 は

「オ ンライ ンサ ー ビス」か ら 「Web/オ ンライ ンサー ビス」へ と変更 され た。 これ は、

文字 情報 を 中心 とす るテ レタイプ(TTY)方 式 に よ り利 用者 との継続 的な契約 に よる

「オ ンライ ンサー ビス」が中心 であったのが、ここ数年 、イ ンターネ ッ トの普及 に よ り、

この よ うな情報提 供 の形態 は減 少 し、その一方 でWebビ ジネス と総称 され る新 しい形

態 でのデー タベ ース ・サー ビスが広 ま りつつあ る状況 を反 映 した もので ある。

今回 のイ ンタ ビュー を通 じて、次 ぎの よ うなデ ー タベー ス産業 にお ける特徴 が明確 に

なった。デ ータベー ス業界 の約半 分の売 り上げ を占め るBrokerageやMarketの 分 野

は、情報 の電子化 の割 合 が非 常に高 く、売 り上 げ規模 も他 の分野 に比較 して大 きい。こ

れ に対 して信 用情報 で は、70%の シェアを持つDun&Bradstreetの 売 り上げ の うち

65%が い まだ紙 ベー ス で あ るな ど、今後 の電子化 の進行 に よ り、デー タベ ー スの売 り

上 げ規模 が大 き く拡 大す る余地 があ る。例 えば、Dun&Bradstreetで は、5年 後 には

90%以 上 がイ ンターネ ッ ト上 で のWeb/オ ンライ ンサー ビス に よ る売 り上 げ とな る と

予測 してい る。

CurrentAwareness&Researchの 分 野は電子化の遅れ た分 野で あるが、雑誌 ・論文

な どの一次情報 の急 激 な電子 ジ ャーナル化 によ り、今 後1～2年 で この分 野の売 り上 げ

が急拡 大す る可能性 が あ る。Simba社 では、現在 、Web/オ ンライ ンサー ビスの範 囲

に学術 出版 社が発行 してい る電 子 ジャーナル は含 めてい ないが 、今後1～2年 で これ ら

もWeb/オ ンライ ンサ ー ビスの範囲 に含 める ことにな るであ ろ うと予測 してい る。

デ ー タベ ー ス作 成 に あた ってWeb上 の情報 か ら収集 す る こ とが増 えて い る。Dow
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Jonesで は、WebCenterの 名称 で 、提供 してい るデ ー タベ ー スサー ビス の内容 に関連

す るWeb上 の情報 を収集 ・整理 し、同時 に この情報 も探せ るよ うに して いる し、同様

の ことがDun&BradstreetやNTISで も聞 かれ た こ とか ら、今後Web上 の情報 を収

集 し、整理 ・加 工す る新 しいデー タベ ース産業 の分野 が拡大 してい くと予測 され てい る。

今 後は競合が さらに大 き くな り、WebCenterの よ うな、 よ り高い付加 価値 をつ けたオ

リジナル性の高い製 品開発 が求 め られ るだろ うと考 え られて い る。

パ ソコンの値 段が大 き く下が り、家 庭 にパ ソコンが急速 に普及 した ことで、アメ リカ

オ ンライ ン(AOL)に 代 表 され る消費者 「Web/オ ン ライ ンサー ビス 」の伸び が大 き

い。 パ ソコンの普及 を背景 に、各 種 のWebブ ラウザー が無料 で配布 され た ことや 高

速 のモデ ムが普及 した こ とに よ り、米 国では1999年 に全 家庭 の40%以 上 でイ ンター

ネ ッ トにアクセ スでき るよ うにな った。

AOLも 含 めたインターネ ッ ト接続企業間の競争が激 しく、接続料金が急激に下がり、

各家庭での利用がしやすくなったことが消費者向けサー ビスの大きな伸びの背景 とな

っている。また、AOLは 現在会員か らの会費収入のほかに各種の電子商取引の提供に

よる収入、ホームページでの広告収入が大きく伸びていることも売り上げの大きな伸び

に寄与している。

今 後、米国 のデー タベ ー スサー ビス の拡 大に は、Web環 境 の さ らなる改善 ・拡大 が

必要 であ ろ うと考 え られ てお り、大 学や研 究機 関では今 後 の大容 量 での通 信が可能 なイ

ンターネ ッ トとして のイ ンターネ ッ トIIの 利用 が開始 され 始 めてい る。

米 国 の デ ー タベ ー ス 産 業 の業 界 団 体 で あ るSoftware&InfbrmationIndustry

Association(SIIA)の 会員 数 は1,400社 で、その うちの約400社 がデ ー タベー ス企 業 と

な ってい る。 しか し、最 近 で は 、イ ン ター ネ ッ トの 普及 に よ りア メ リカ オ ン ライ ン

(AOL)や ヤ フー(Yahoo!)の よ うなデー タベー ス企業 か ソフ トウエ ア企 業 かの 区

別 も難 しい業態 の企業 が増 えて きてい る。この ことが 、現在 、米 国で進 行 してい るデー

タベ ー ス業界 とソフ トウエ ア業界 のあ る種 の融合現 象 を象 徴的 に示 してい ると言 え る。

最近 、米 国では、国立衛 生試 験所(NIH)のPubMedCentralや エ ネル ギー省(DOE)

の"PubScience"な どの方 向 もあ り、商業べS・一－Lスでの拡大 に な るのか 、政府 に よる事 業

となるかの2つ の流れ が現れ てい る。 これ らは民間のWeb/オ ンライ ンサー ビスに今

後 も大 きな影響 を及 ぼす可能性 が あ る と考 え られてい る。

米国 では昨年(1999年)で イ ンターネ ッ ト/Webを 利 用 してい る家庭 が全家庭 の40%
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以上 とな り、情報イ ン フラの面 か らも従来か らの情報(デ ー タベ ース)産 業 は大 きな変

革 をせ ま られ てお り、 多 くのデー タベ ース企業がイ ンターネ ッ ト/イン トラネ ッ トに対

応 した製 品の投入 を開始 してい る。とくに、い くっ かのデー タベ ース企業 ではイ ン トラ

ネ ッ トに対応 した組織 向けの販売 に力 をいれてお り、今 後 この よ うな販売方 向 が拡 大す

る と予測 してい る。 また 、この よ うな変化 が1～2年 後 に 日本 お よび欧州 で も起 き るで

あ ろ うと予 測 され てい る。

米 国 とわ が国のデー タベ ース産業 間におけ る格 差の要因 について 、今 回の調査 で様 々

な ケースについ て明 らか になって きたが、表3・3・1に その結果 をま とめた。

米 国 のデ ー タベー ス産業 は、イ ンターネ ッ トの普及 に対応 して大 き く変化 しつつ ある

の で、デー タベー ス産 業 を構成 す る大 きな分 野 ・領域 ご とに、 日米のデー タベ ー ス産業

力格 差の要 因を さ らに よ く分析 してい くことが、今後 、わが 国のデー タベー ス産業 の発

展 に とって も重要 な課題 であ る と言 える。

表3-3-1日 米データベース産業間の格差の要因

従来のデータベース白書での仮説 今回の調査で集約された仮説

データベース産業の歴史的な背景の

相違

米国ではコンピュータ以前に、カー ド

方式などで情報検索の考え方を発展さ

せデータベース化

日本では独立した企業体となってい

ないものが多い

米国では産業のリス トラクチャリング
があり情報への需要が大きかった

わが国の通信コス トが高い
米国では政府の支援による大きなコン
ピュータ化プロジェクトがあった

英語と日本語という使用言語の違い
英語データベースのほうが日本語より

需要が大きい

インターネットはわが国の全家庭の1

0%に 対 し米国では40%以 上の家庭

で普及

米国経済の好況がデータベース利用を

促進

米国では新規企業が民間から資金を調
達しやすい
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3.4訪 問先 ごとの調査 内容

(1)Simba社

(日 時)11/22(月)10:00-12:00

(訪 問 先)SimbaInformation,Inc.

(訪 問 者)Mr.JamesCarpenter,DirectorofConsulting

(訪 問先概 要)

Simba社 は米国ニ ュー ヨー ク郊外 にあ る調 査会社で あ り、情 報産業や イ ンターネ ッ

トな どの調 査で知 られて い る。 デー タベー ス振興セ ンターでは毎年米 国お よび世界 の

デー タベ ース業界の売 り上 げ な どについ ての動 向調 査(Web/オ ンライ ンサー ビスマー

ケ ッ トレポー ト)を 依頼 してい る。

(内容)

SimbaInformation社 では従 来 オ ンライ ンサー ビス を中心 にデ ー タベー ス業界 を分

野別 に分 け、世 界全体 あ るい は特 に米 国 にお け る売 り上 げや 業界動 向 を分析 して きた。

しか し、近年 のインター ネ ッ トの普及 に よるデー タベ ース業 界の業態 変化 を反 映 し、デ

ー タベ ース振興セ ンター でSimbaInformation社 に依 頼 して い る レポー トの表題 も
、

1998年 よ り 「オンライ ンサー ビス」 か ら 「Web/オ ンライ ンサ ー ビス」へ と、名称 が

変 更 されてい る。

このよ うに、 「オ ンライ ンサー ビス」か ら 「Web/オ ンライ ンサー ビス」へ と名称 が

変 更 した のは、従来 は、文 字情報 を中心 とす るテ レタイ プ(TTY)方 式 で利 用者 との

継続 的な契約 による 「オ ンライ ンサー ビス」が 中心 であ った。 しか し、ここ数年 、イ ン

ターネ ッ トの普及 によ り、この よ うな情報提供 形態は減少 しつ つ あ り、そ の一方 でWeb

ビジネス と総称 され る新 しい形態 でのデ ー タベース ・サー ビスが広 ま りつつ あ るので、

それ らの新 しい業態 を反 映 して レポー ト名 称 を変更 した。

オンライ ンサー ビスで広 く採 用 され て きた接続 時間の よる課金 体系 もWebサ ー ビス

ではな くなってい くで あ ろ うと予 測 してい る。Webサ ー ビスでの特徴 と しては、保 健

な どの特定 の分野 に特化 したサー ビスが増 えてい る ことで あ る。

また、一方 で電子商取 引が急速 に拡 大 してお り、従来 のデー タベー ス企業 もデー タベ

ース単独 の販売 だけで はな く
、よ り利 用者 に付加価値 を付 けてデ ー タベ ース商品 を提供

す ると言 う意味 でも、電子 商取 引の機能 を取 り入れ る ところが増 えてい る。
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従 来 は、デー タベ ー ス企 業 は原 情報の検 索手段 のみ を提供 していた が、これ か らは こ

れ らの情 報 に コンテ ンツ管理 、コンテ ンツ配信 あ るいは経 営 ・技術 戦略プ ランな どを支

援 でき る知識ベ ースの提 供 に変 わ ってい くで あろ う。 例 えば、Lexis-Nexisの よ う

な従来 か らのデ ー タベ ース企 業は このよ うな方 向 を目指 して、Webベ ース での システ

ムあ るい は機能 開発 に大 きな投 資 を行 って いる。

「Web/オ ンライ ンサー ビス」に組 み入れ る業態 の定義 あ るいは範囲 は、ス タ ッフが

情 報 を収集 し、内部 で検討 を加 えて決 定 してい る。もち ろん 、毎年見直 しが行 われてい

る。学術 出版 社の多 くが電子 ジ ャー ナル の提供 を開始 してお り、電子 ジ ャーナル をWeb

/オ ン ライ ンサー ビス に加 えるか ど うかについて も、検討 を行 ったが 、現状で は印刷 体

と電子 ジ ャーナル は料金 的に一体 の場合 が多 く独 自の収入 が算 定で きない ことや、入手

が印刷体 の購読者 に限 定 され てい ることな どか ら加 えていな い。しか し、学術 出版社の

多 くが、研 究者 ・技術者 な ど直接 の利 用者 に 向けてWebサ ー ビス を展開 しつ つ あるの

で 、来年 以 降は 「Web/オ ンライ ンサー一・・ビス」に組 み入 れ る こ とにな るか も しれ ない。

今後 の状況 の変化 を見 て決 めてい くこ とになろ う。

「Web/オ ンライ ンサー ビス」の対 象企 業は、従来 か らの社 内で の情報 の蓄積 に加 え

て、デー タベー ス企業 、利用者 、競合各社 、展示 会な ど様 々な手段 で入 手 し、選 定 して

い る。

「Web/オ ンライ ンサー ビス」の対象企業の売上高 は、各企 業 の年 次報告書 、直接 の

取材 、マー ケ ッ ト占有 率か らの推 定、利用者数 か らの推定 な ど様 々な手法 を組 み合 わせ

てお り、デ ータベ ース企 業 の分 野に よって も異 なってい る。特 に、CurrentAwareness

の分 野 は大手 の企 業 の一部 としてのサ ー ビスや売 り上 げが発 表 され てい ない ケー スが

多 く推 定 の比 率 も高 くな ってい る。毎年 の調査 の蓄積 が あ るの で、か な り確度 が高 い結

果 が出す ことが出来 てい る と自負 してい る。

アメ リカオ ンライ ン(AOL)に 代表 され る消費者 「Web/オ ンライ ンサー ビス」の

伸 びが大 きいの は、パ ソコンの値段 が大き く下が り、家庭 にパ ソコンが急 速 に普及 した

こ とが大きい。 このパ ソコンの普及 を背景 に、各種のWebブ ラ ウザーが無料 で配 布 さ

れ た ことや 高速 のモデ ムが普及 した ことに よ り、米国で は1999年 に全家庭 の40%以

上でイ ンターネ ッ トにア クセ スで き るよ うになった。 また、AOLも 含 めたイ ンターネ

ッ ト接続企 業間 の競争 が激 しく、接続 料金が急激 に下が り、各 家庭 での利 用 が しやす く

な った ことが背景 と して あ る。AOLは 現在会員 か らの会費収 入 のほか に各種 の電子商

取 引の提供 による収入 、 ホームペー ジでの広告 収入が大 き く伸び てい る。
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米 国以外 の 「Web/オ ン ライ ンサ ー ビス」の売 り上 げデー タは どの よ うに して入手 し

てい るのか。 ヨー ロッパ諸 国は政府 機 関の レポー トな どか ら入手 してい る。

「Web/オ ンライ ンサー ビス」の利 用者調査 は政府機 関で行 ってい るものは無料 で入

手 できる との こ とであった。 電子 商取 引にっいて は消 費者 を対象 とす るBtoCよ り、

今後企業 間でのBtoBが 大 き く伸 び る と予測 している。

(2)ThomsonBusinesslnformation社

(日 時)11/22(月)15:00-16:30

(訪 問 先)ThomsonBusinesslnformation社

(訪 問 者)Mr.PatrickTierney,President&CEO

(現ThomsonFinance社,President&CEO)

(訪 問先 概 要)

Thomson社 は年 間売 り上 げ6,000億 円の 大 手 コ ンテ ン ツ ・グル ー プ で あ り、株 式 の

73%をThomson家 が保 有 す るフ ァ ミ リー 企 業 グル ー プ で あ る。科 学 技 術 、ビジ ネ スや

医薬 情 報 の デ ー タベ ー ス会 社(Derwent社 、ISI社 、Galeグ ル ー プ な ど)を 傘 下 に持

つScientific,Reference&Healthcareグ ル ー プ 、財 務 ニ ュ ー ス/リ サ ー チ情 報 の 会 社

を 傘 下 に持 つFinancialグ ル ー プ 、Westlawな ど法 律 情 報 を 傘 下 に 持 つLegal&

Regulatoryグ ル ー プ 、新 聞 社 を 傘 下 に持 つNewspaperグ ル ー プ 、 教 科 書 な どの 会 社

を傘 下 に持 つLearningグ ル ー プ か らな る 、 大 き な グル ー プ 企 業 で あ る。

(内容)

米国 のデー タベ ース産 業が諸 外 国に対 して大 きな競争 力 を持 つ よ うになった の は、

1940年 代か ら1950年 代 にかけて 、 コンピュー タ時代 が スター トす る以前 に、カー ド

方 式な どで情 報 を整理 し、探 しやす くす る とい う情報検 索の考 え方 を発 展 させ 、企業活

動 の中で も取 り入れてい た ことが 、実際 、コンピュー タ時代が スター トした ときに、他

国に先駆 けてデ ー タベ ー ス産 業が発 展 した大 きな原動 力 のひ とっ に なっていた と考 え

て いる。例 えば、信用情 報 な どはカー ド化 され て利 用 してい た もの を、コンピュー タに

入力 してデ ー タベー ス化 したの であ る。

米国デー タベース産業 が大 きな競争力 を持 つ よ うにな った第 二の要因 と しては 、ここ

数十年 、米 国では大 きな産 業 の構 造変化 いわ ゆる リス トラクチ ャが あ り、常に情報 への

要求 ・需 要が大 きか った ことで あ る。
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第 三 の 要 因 に は 政 府 の 支 援 に よ る 大 き な コ ン ピュー タ 化 プ ロ ジ ェ ク トが あ っ た こ と

で あ る。 実 際 、Dun&Bradstreetの デ ・一・一夕ベ ー スは この よ うに して ス ター トした 。

第 四の要 因 と しては個別 のデー タベ ース企業 への政府 か らの助成 はないが 、新 規企業

が民 間か ら資金 を調達 しやす く、新 しい ビジネスが開始 しやす か った。な どの大 き く四

つの要 因が考 え られ る。

Thomsonグ ルー プ傘 下には 、多 くのデー タベー ス作成企 業が あ るが、言語 の 問題 も

あ り、一般 的 には科 学技術 情報 は科 学の共通言語 として英語 が多 く使 用 され てい る こと

もあ り、国外 での利用 も大 きい。Thomsonグ ルー プで作成 して い る科学技術 デー タベ

ー スでは、利用(売 り上 げ)比 率 は米国40%、 アジア30%、 ヨー ロッパ30%で ある。

これ に対 して、傘 下のGale社 で作成 してい る芸術分野のデ ー タベー スの利用(売 り上

げ)比 率 は米 国92%、 ヨー ロッパ6%、 ア ジア1～2%と 大 き く異 な ってお り、米 国市

場 中心で ある。将 来、機 械翻 訳 の精度 が よくなれ ば、この差 は縮 小す る と考 えてい る。

米 国ではデー タベー スの提供手段 がCD-ROMか らWebサ ー ビスへ と急速 に変 わ っ

て い る。Thomsonグ ル ープ で提供 してい るデー タベ ースの ケー スでは 、近年 、米 国で

のCD-ROMの 販 売は毎年30～40%減 とな ってお り、デー タベ ー ス売 り上げ全 体の5%

以 下 とな ってい る。 そ の代 わ りに各 種の 「Web/オ ン ライ ンサー ビス」 が大 き く伸 び

て い る。

た だ し、伸 び が 大 き い の はWebサ ー ビス で あ り、Dialogな どの 旧来 型 の オ ン ライ ン

サ ー ビ ス は 減 少 して い る。Thomsonグ ル ー プ の ひ とつ で あ るInstitutefbrScience

Infbrmation(ISI)社 で は3年 前(1997年)は 売 り上 げの50%がCD・ROMや フ ロ ッ ピ

ー 、40%がDialogな どの オ ン ライ ンサ ー ビス 、10%が 印 刷 物 で あ っ た。

しか し、来年(2000年)に はWebofScience(ISI社 のWeb製 品)が50%以 上 、CD-ROM

が15%、 残 りが オン ライ ンサー ビスへ と大 き く変化す る と予測 してい る。 ただ し、 こ

れ らは米 国内にお ける変 化で あ り、 この よ うなWebサ ー ビスへ の大きな変化 は ヨー ロ

ッパや 日本 ではまだ起 きてい ない と判断 してお り、 日本や ヨー ロ ッパで はWebサ ー ビ

スへ の転換 には も う少 し時間 がかか る と考 えてい る。

米 国にお ける本年(1999年)の イ ンターネ ッ トの急速 な普及 は、 ビル ・ゲイ ツが数

年 前 に10～15年 かか る と予測 した状況が、3～4年 で来て しま った とい うこ とで ある。

自分 自身 も数年 前 にオー ス トラ リアのオ ンライ ン会議 でイ ンターネ ッ トの普及 につ い

て言 及 したのであ るが 、おな じよ うに 自分の予測 を超 えたス ピー ドで変化 が起 きてい る。
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たぶ ん、米国商務省 の予測 も超 えてイ ンターネ ッ トが普及 してい るので、多 くの米 国人

は私 と同 じよ うに感 じてい るであ ろ う。

CD-ROM製 品 とWeb/オ ンライ ンサー ビスの関連や相 違点 につ いては、次の よ うに

考 える。CD-ROM製 品は基本的 に印刷物 の延 長 であ るが 、オ ンライ ンサー ビスは印刷

物 と異な る ものであ る。米 国で は割 と早 い時期 に印刷物 はすべ てな くな るであ ろ う。ま

た、大学 な どでは大 きなデ ー タベ ースのバ ック ファイル をCD・ROMで サー ビスす る こ

とが行 われ てい るが、ネ ッ トワー クのス ピー ドア ップ に よ り、すべ ての ファイル をWeb

/オ ンライ ンサー ビスで利用 す る方 向に換 わ るで あろ う.CD-ROMは 今後 も過去 の情

報 をイ メー ジや マル テ ィメデ ィアで蓄積 ・保存す る媒体 と して利用 され るであ ろ う。

Thomsonグ ルー プでは 、 この よ うな環 境 の変化 に対応 し、 ここ数年 内部 の グル ー プ

企業 の再編成 に取 り組 んで きた。よ り大 きな単一 の組 織 に し、効率化 を図って きてい る。

イ ンターネ ッ ト上の無料 コンテ ン ツの影響 は現在 あま りない が、科学 ・技術情報 の分 野

では将来 的には影 響 も考 え られ る。各種 の リンク付 けや もっ とオ リジナル情報 を増や す

な どよ り付加価 値 を付 け、現在 とは異 な る製品へ と進 化 させ るこ とで 、競争 力 を維持 し

たい と考 えてい る。

Derwent社 の場合 で あれ ば、各 国の特許 庁 な どか らの無 料特許情報 は何年 も前 か ら

あ り無料 コンテ ンツの問題 は必ず しも新 しい現象 ではない。デー タベ ースの内容 を よ り

充実 した もの に して い くこ とで対 抗 していけ る と考 えてい る。

米 国議会 に、現在 デー タベー ス保護 法案 が提 出 され てい るが、Thomsonグ ルー プ と

しては知的財産で あ るデ ー タベ ー スの保護 につい ては高い 関心 を持 ってお り、イ ンター

ネ ッ トでの提供が多 くな ってお り、ダ ウン ロー ドされ たデー タが無 断で再利 用 され る よ

うな ことも起 きてお り、デ ー タベ ース業界団体 であ るSIIAを 通 じて、あるい は直接議

会 への ロ ビー活動 を行 って い る。

(3)D叩&Bradstreet社

(日 時)11/23(火)14:00-16:00

(訪 問 先)Dun&Bradstreet社

(訪 問 者)Ms.JoanS.Rothman,SeniorVicePresident,StrategicPlanning&

Research;Ms.MelanieRaya,Director,StrategicPlanning&Research
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(訪 問先概要)・

世 界 中の企 業の信用 情報 、マーケ ッテ ィング情報 、企業 買収 、債権 回収管理お よび決

済支援 サー ビス な どを提供す る米国の 中心的 な企業 である。企 業信用情 報 のデー タベ ー

ス には200カ 国以上 の5,700万 社 が収録 され てい る。これ らの収録企 業 を検索 し易す く

す るた めに、それ ぞれ の企業 ごとにDUNS番 号が付与 され てい る。

(内 容)

Dun&Bradstreetグ ル ー プ は 、 大 き くは 債 権 情 報 のMoody'sInvestorsサ ー ビス と

企 業 情 報 のDun&Bradstreetオ ペ レイ テ ィン グ ・カ ン パ ニ ー とで 構 成 され て い る。

Dun&Bradstreetグ ル ー プ全 体 の1998年 の 売 り上 げ は19億 ドル(約2,000億 円)で

1997年 よ り7%増 と な っ た。この 内 企 業 情 報 のDun&Bradstreetオ ペ レイ テ ィ ン グ ・

カ ンパ ニ ー は14億 ドル(約1,500億 円)で 前 年 比5%増 で あ っ た 。 米 国 で の 売 り上 げ

は9億 ドル で 前 年 比8%増 で あ っ た。 米 国 の 売 り上 げは 全 体 の64%を 占め 、 ヨー ロ ッ

パ31%、 そ の 他5%と な って い る。

41ヶ 国 にい る1万1,600人 のス タ ッフによ り情報が収集 され 、デ ー タベー スが作成

され てい る。デー タベ ー スには現在207カ 国5,800万 社 の情報 が収 録 され 、 日々更新

され てい る。利用者 は200万 人 に上 る。現在 は、全売 り上 げの65%は 紙ベ ースで の情

報提供 とな ってい る。 これ を、社 内では第一世代 サー ビス と呼ん でい る。これ に対 して、

信用 リス ク を各人 のデ ス ク トップ 上で簡単 に検 索 でき るソフ トウエ アであ る リス クア

セ ス メ ン トマ ネー ジャ、お よびマーケ ッテ ィングの可能性 やセ ール スキャ ンペー ンのマ

ネ ー ジ に必 要 な情報 を提供す るイ ンフォメー シ ョン ウエアハ ウス ソ リュー シ ョンな ど

付加 価値 製 品か らの売 り上げが61%増 と大 き く伸びてい る。

米 国全体 の売 り上げの68%は 信用情報 で、前年比4%増 で ある。 この他 に、マーケ

ッ ト情 報が22%で 前年 比18%増 、購 買情報が4%で 前年比47%増 とな ってい る。

現 在 、デ ・一・一ータベ ースへ の収録企 業数 は米 国2,500万 社 、その他3,800万 社 で重複 もあ

るので、合 計5,800万 社 で ある。最 近で は、Web上 の情報 か らこの よ うな収録 企業 に

つ いて の情 報 を収集す る ことも多い。

米 国にお いて信 用情報 で は トップ企業 であるのは、Duns番 号 、 リンク、UN/SPSC

(標 準製 品 ・サー ビス コー ド)な ど業界 の標 準に なるもの を持 ってい たのが 大 きい。

Duns番 号 は米国連邦政府 で も入札 時 に使用 され ている。

現在 か ら将 来に向 けて も、信用 情報 の利用 ・提供形態 は下図 の よ うに変化 してい くと

考 えてお り、それ に対応 した製品 の開発 を行 ってい る。第 二世代 では付加価値 製 品や特
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定企業の顧客企業情報を抽出して利用などの段階であり、第三世代では他の企業と共同

し、電子商取引システムの中で取引先の信用情報の提供である。将来は、第四世代とし

て、Webを 中心 として、すべての取引に際 しての信用情報の提供、信頼性のある取引

先候補情報の提供、自動的な決済など多様な内容をもつものを目指したい。

5年 後 には全 体の売 り上 げの90%は イ ンターネ ッ トでの ものにな ると予測 してい る。

将来的 には リス ク情報 な どもイ メー ジデー タで グラフ上 に示せ る よ うに し、マネー ジメ

ン トの決 定支援が よ り効率 的に行 え るよ うに したい。

22年 前 はDun&Bradstreetの 売 り上 げの95%は 米 国内であ った が、今 日(1998

年)で は、売 り上 げ に米 国の 占め る比率 は64%と 下が ってい る。他 国の企業情報 を探

す ことも、国際化の進行 によ り多 くなってい る。特 に、ヨー ロ ッパ の企 業 は他 国の企業

情 報 を探す ことが多い。

利用料 金の体系 につい ては、会員契約 に よるデ ー タの入手 量 に応 じた従 量課 金 、特 定

の アプ リケー シ ョンに対応 した料金(一 種 の 固定制 料金)な どが ある。また、最近 、ク

レジ ッ トカー ドで の利 用 も開始 した。大 学や 政府機 関 には別 立ての料金体 系 を設 定 して

い る。

米国政府 のデ ー タベ ース産業 に対す る財政 的 な支 援 と して は、イ ンター ネ ッ ト環境

な ど全体 のイ ンフ ラの整備 のみ であ り、現在 、特 定企業 に対す る政府 のサポー トは ない。

図3-1Dun&Bradstreetか ら見 た デー タ ベ ー ス ビジ ネ ス の 将 来

幽 一 ー －r-→1馨 〆

懸
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(4)DowJonesReutersBusinesslnteractive(現Factivalnc.)社

(日 時)11/24(水)9:00-11:00

(訪 問 先)DowJonesReutersBusinessInteractive(現FactivaInc.)社

(訪 問 者)Ms.Clare且art,ExecutiveDirector,EnterpriseProducts;Ms.Karin

Borchert,Director,International;Mr.BetrandB.Fougnies,CustomerAnalysis

Manager;Mr.KrisSlethang,Product,Manager

(訪 問 先 概 要)

1999年5月 に 、DowJonesInteractiveとReutersBusinessBriefingの ふ た つ の オ

ン ライ ンサ ー ビス を提 供 す る米 国 に本 社 を 置 く新 会 社 と して ス ター トす る。社 員 数 は全

世 界 で750名 で あ る。現 在 の 社 長 はMsClareHartで あ る。1999年11月 に社 名 をDow

JonesReutersBusinessInteractive社 か らFactiva社 に変 更 した 。現 時 点 で は 、世 界

の ニ ュー ス 、 ビジネ ス情 報 をDowJonesInteractiveとReutersBusinessBriefingの

サ ー ビ ス を別 途 提 供 して い る が 、将 来 的 に は統 合 す る予 定 で あ る。 ロイ ター とダ ウ ジ ョ

ウ ンズ の4,000人 以 上 の ジ ャー ナ リス トが 取材 した記 事 に ア クセ ス で き、 これ らに は

WallStreetJournal、7,000タ イ トル 以 上 の 新 聞 ・雑 誌 ・業 界 紙 ・通 信 社 ニ ュー ス ・ニ

ュー ス リ リー ス 、 マ ー ケ ッ ト調 査 報 告 書 な どが含 ま れ て い る。

(内 容)

1999年5月 に、DowJonesInteractiveとReutersBusinessBriefingの ふ たっ のオ

ンライ ンサー ビスを統合 し提供す る新 しい会社 で あ り、売 り上 げのすべて がWeb!オ ン

ライ ンサー ビスか らで あ る。米 国 ・カ ナダのデー タベー ス売 り上 げが56%、 ヨー ロ ッ

パ34%、 ア ジア10%と な ってい る。デー タベー スの提供 はすべ てWebで 行 ってい る。

利用者 は公 共イ ンターネ ッ トあ るい はイ ン トラネ ッ トか らア クセ ス してい る。デ ー タベ

ー スサー ビスの伸び率 な どについて はVeronis
、Forrester、Outse■ な どの調査会 社 で

も行 ってい るので紹介す る。今後 の利用料金体 系 と して はイ ン トラネ ッ トの普及 もあ り、

固定料 金制 に向か うと考 えてい る。現 在 、数 千のデー タベー ス を集 め利 用 しやす い よ う

に標 準化 を して提供 してい る。 提供 サー ビス 中にWebセ ンター を作 り、イ ンターネ ッ

ト上で企業利 用者 に有 用 と思 われ る約2,000の サ イ トか ら情報 を収集 し、利用 しやす く

編集 して利 用者 に提供 してい る。

DowJonesとReutersと で提 携 した の は 、 米 国市 場 に 強 いDoyvJonesInteractive

と ヨー ロ ッパ 市 場 に 強 いReutersBusinessBriefingと で お 互 い に 補 い 合 うこ とが 出 来
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る と考 えたか らで あ る。

最近新 しいWebサ ー ビスの機 能 を加 えた、UMIのNewstandと の連携 に よ り、利

用者 が オ リジナル記事 をイ メージで ほ しい ときには、DowJonesInteractiveか ら自動

的 にUMIのWebに 連携 され 、シ ステムのバ ックサ イ ドで リン ク し、イ メー ジが出力

で きる よ うに して い る。

(5)ニ ュー ヨー ク公 共 図 書 館

(日 時)11/24(水)14:00-15:00

(訪 問 先)NewYorkPublicLibrary

(訪 問 者)Mr.JohnV.Ganly,AssistantDirectorforCollections;Ms.AnnThornton,

AssistantDirectorfbrElectronicResources;Mr.JohnR.Balow,Bibliographer

(訪 問先概 要)

訪 問 したの は、ニ ュー ヨー ク州公 共図書館 の中の科学 ・産業 ・ビジネ ス図書館(SIBL)

で ある。 ここは、教育 、研 究、企 業活動 な どに必要 な情報へ のア クセ スを支援す るため

に、1996年2月 に開館 した専門的 なセ ンター で もある新 しい図書館 であ る。 ここでは、

科学 とビジネ スの電子情報 への ア クセス の促進 とデ ジタル情報 の利用者 教育 、広 い範 囲

の科 学 と ビジネ ス資料 の収集 によ り、利用者 の利 便 を図 るよ うに してい る。

(内容)

NewYorkPubhcLibraryで は、デ ータベ ー スベ ンダー の姿勢が この1年 で 、3～4

年前 と変 わって きた。 以前 はPublicLibraryに デー タベ ー スを提供 しよ うと しなか っ

たが、最 近は企業市 場の成熟 もあ り、ベ ンダー側 か らの 申 し入れ があ り図書館 で使 え る

よ うに してい る。利 用契約 はベ ンダー によ り異 な り、1台 の端 末でのみ利用 で き るよ う

に して い るものが多 い。 これ はLeXisやWestがLawLibraryで 成功 した こ とに刺激

された の も一因で はない か。

NewYorkPubhcLibraryの デー タベ ースの利用者 は大 手企業や大学 のユ ーザ では

な く、中小起 業家、個人 起業家、個 人な どが 中心で あ り、半分近 くは求職 のた め の情 報

を探す の に利 用 され てい る よ うで あ る。図書館 のカ ー ドホル ダーは、自宅か ら利 用 で き

るよ うにベ ンダー契約 を結 ぶ こ とを考 えて い る。
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(6)米 国商務省NTIS

(日 時)11/26(金)9:30-11:00

(訪 問 先)米 国商 務 省NationalTechnicalInformation

(訪 問 者)Mr.WalterL.Finch,AssociateDirectorforBusinessDevelopment;

Ms.NancyCollins,Director,OfficeofProductManager

(訪問先概要)

商務省 のNationalTechnicalInformationService(NTIS)は 米 国政府 あるい は米

国政府 の助成 に よ り達成 され、発 表 され た科学,技 術 、工学、そ して関連す る ビジネス

情報 を販 売す るための連 邦政府 の情報集積機 関で ある。関連す る情報 を米国以外 の国際

的 な機 関か らも収集 してい る。NTISで はマイ ク ロフィ ッシ ュ、紙 、デ ィス ケ ッ ト、オ

ーデ ィオ/ビ ジ ュアル 、CD-ROM、 お よび オン ライ ンな ど各種 の媒 体で300万 点以上

の資料 を販売 してい る。

(内容)

NTISは 政府機 関で発行 され た研 究 ・技術 レポー ト、カ タログ、抄録 誌お よび政府 の

補 助 で行 われ た研究成 果 を発 表 した技術 レポー ト、カタ ログ、抄録誌 な どを集 め、有料

で提供 してい る。技術 レポー トは第 二次大戦後 よ り、最近 の ものまで収集 され てお り、

複 写サ ー ビスがで きるよ うになってい る。マイ ク ロフィシュで保存 されてい るが、最近

は これ らの レポー トのデ ジ タル化 を進 めてい る。NTISで は各種技術 レポー ト類 、特 定

の レポ ー トや 抄録誌 ・索 引誌 、 コン ピュー タ製 品(デ ー タベ ー スを磁 気 テー プ、CD-

ROMな ど)の 販 売な どを行 ってい る。年間 の売 り上げは3,000～3,500万 ドル で ある。

この うちNTISデ ー タベ ース は120万 ドル 、 コンピュー タ製 品300万 ドル 、NTIS

で提 供 してい るオ ン ライ ンデ ー タベー スが100万 ドル な どとなってい る。

NTISと しては米 国 内デ ー タベ ー ス と米 国外 デー タベ ー ス とを区別 して統計 は取 っ

てい ないの で不 明であ る。

提供別 の 売 り上 げ比率 は商用 のオ ンライ ンサ ー ビス か らの ロイ ヤ リテ ィ収 入 が700

～800万 ドル で半分 はDialogか らである。NTISデ ー タベー スはベ ンダー に よる提

供 には年 間1万 ドル の固定費 と売上高 の40%を ロイヤ リテ ィと してい る。CD-ROMは

200万 ドル となってい る。大学 とは磁気テ ープやCD-ROM製 品 につ いては直接 リー ス
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契 約 を行 ってい る。Webの 普及 に よ り、伝統 的 なオン ライ ンベ ンダーだ けでな くデー

タベー ス製作者 が直接Webサ ー ビスを始 めてい る。提供 のチ ャネル は確 実 に増 えて い

る。

料金体系は個人を対象 とする年間会費制およびLANで の利用を前提 とした場合の利

用者数に比例 した固定費制とがある。

今後期待 してい るデ ー タベー ス ・サ ー ビス の提供 手段 としてはWebが 中心 に なる と

考 えてい る。

最近 政府 機 関 な どは 技術 レポー トを印刷 して 、 出版 す る こ とを止 め始 め てい る。

ATPA法 に よ り、政府機 関 はNTISに 技術 レポー トな どを強制 力 はないが、送付 しなけ

れ ばい けない ことに なってい る。しか し、実態 は各機 関のホー ムペ ー ジで公 開 され るだ

けに なってい る。そ こで、NTISで は専 門のス タ ッフが関連す るホームペー ジ を巡 回 し、

技 術 レポー トを入 手 してNTISデ ー タベ ース に必要 な情報 を入力 してい る。

NTISは1946年 に 日本語 や ドイ ツ語 の技術 レポー トを翻訳す る機 関か ら始 ま った。

1848年 には防衛 技術 に関す るす べ ての政府 情報 を集 め るよ うにな った。1964年 には印

刷 体 の抄録誌 を作成す るた めに、NTISデ ー タベ ース の作成 が開始 され た。1972年 に

はDialogで オ ンライ ンに よ り提供 され るよ うにな った。

今後 、米 国にお けるデー タベ ー スサー ビスの発 展 には、Webで のサー ビスの さらな

る拡大 が必 要で あろ う。大学 や研 究機 関では、大容量 のデー タ伝 送が可能 なイ ンターネ

ッ トIIが 開始 され てい る。NTISと しては、数 百ペー ジある技術 レポー トを、Webか

ら容易 にダ ウンロー ドで きる よ うにす るのが 目標 で ある。

(7)米 国議 会図書館

(日 時)11/26(金)15:00-16:00

(訪 問先)LibraryofCongress

(訪 問 者)Ms.HisakoHalasz,ScienceReferenceLibrarian,Science&Business

Division

(訪問先概要)

米国議会図書館は、1800年 に設立されて以来、米国の中心的な図書館として発展 し
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て きた 。現在 は、1億1,900万 点以上 の書籍 、雑誌 な どの様 々な著作物 を集 めてい る。

これ に加 えて,最 近 では米 国議会 図書館 のWebサ イ トで米 国全体 に様 々な情報提供や

サー ビスを行 っ てい る。Webサ イ トで は、図 書館 の蔵書 目録 、米 国 の歴 史が わか る

American'sHistory、 連邦議会 で可決 され た法律や連邦議 会 の委員会 の レポー トな ど

を収録 したThomas、 デ ジ タル ライ ブラ リープ ロジェク トの一 環 としてのAmerican

Memoryな ど最 近 ではWebで の情報 の開示 に も力 を入れ てい る。

(内容)

米 国議会 図書館(LibraryofCongress)で は、来館者 の さま ざまな調 査依頼 に対 し

て図書館 員が商用 デー タベ ー スを利 用 し、代行検 索 を行 い依 頼 に こた えるこ とは一般化

して い る。もちろん、議 会図書館 で は調査 の依頼 内容 をよ く吟味 し、議 会図書館 と して

適 切 な範 囲で依頼 に応 えてい る。例 えば、依頼検 索 の結果 が多い ときには、議会 図書館

としては利 用者 に費用請 求が できないので、検索結果 のサ ンプル のみ を渡 して後 は 自分

の費用 で調査 を して も ら うよ うに してい る。

調 査 の依頼 に応 え るた めに、図書館 員への商用デ ータベ ース の トレーニ ングな ども実

施 され てい る。実際 の依 頼 は、手紙、電子 メール 、電話 、来館 な どさま ざまであ る。基

本的 には来館 しての調査依 頼者 に対 しては、上記 の代行検索 な どで対応 してい る。

商用デ ー タベー ス につ いて は、例 えば、Dialogを 年 間固定費用 で契約 し、利 用者 の

要求 に応 じて、図書館 員が調査 し、結果 を提供 してい る。

イ ンターネ ッ ト普及 の影 響 もあ り、議会 図書館 へ の来館者 数 が この1～2年 で急激 に

減少 してお り、今後 、議会 図書館 は電子化社会 のなかでが どの よ うにあ るべ きか と言 う

課題 を背負 ってい る。

(8)米 国 ソフ トウエア&情 報 産 業協 会

(日 時)11/29(月)9:30-11:30

(訪 問先)Software&InformationIndustryAssociation(SIIA)

(訪 問 者)Mr.KenWasch,President;Mr.DanielC.Duncan,VicePresident,Gaverment

Affairs

(訪問先概要)
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ワ シ ン トン に あ る ソ フ トウエ ア とデ ー タベ ー ス産 業 の 業 界 団 体 で あ るSoftware&

InformationIndustryAssociation(SIIA)は 、1999年1月 にSoftwarePublishers

AssociationとInfbrmationIndustryAssociationが 統 合 して で き た新 しい 団 体 で あ る。

現 在40名 の常 勤 ス タ ッフ が お り、会 員 数 は1,400社 で あ る。 民 間 の業 界 団 体 と して 、

各 企 業 の 要 望 を ま とめ て 政 策 化 し、デ ー タ ベ ー ス保 護 法 案 の よ うな 案 件 で 、連 邦 議 会 へ

の ロ ビー 活 動 な どを行 っ て い る。

(内容)

SIIAと して は米 国デ ー タベ ー ス産業 の売 り上 げ等 の統計 を取 る ことは してい ない。

SIIAの 会員数 は1,400社 で、 その うちの約400社 がデー タベー ス会社 である。最 近 で

は、イ ンターネ ッ トの普及 に よ りア メ リカオ ンライ ン(AOL)や ヤ フー(Yahoo!)の よ

うなデー タベー ス企業 か ソフ トウエ ア企業 か の区別 も難 しい業態 の企業 が増 えて きて

い る。SIIAは ソフ トウエ ア会社 か らデー タベ ース会社 まで幅広 い業態 の企業 が加 盟す

る民間の業界 団体 と して、各企 業 の要望 をま とめて政策化 し、デー タベ ース保護 法案 の

よ うな案件 では、連邦議会 へ の ロ ビー活動 な どを積極 的 に行 ってい る。

米 国では、イ ンターネ ッ トの普 及 に よ り,デ ー タベ ースサー ビス会社 、特 に特 にWest

PublishingやLexis-Nexisの よ うな判 例デー タベー スのサー ビス会社 、 は無断 で多 く

のデー タ をダ ウンロー ドされ 、再利 用 され るよ うなケースが生 じてお り、著作権法 で は

保護 され ない事実デー タ(Factdata)に つい ての法的 な保護 が必 要で ある ことを強 く

感 じてい る。

最近 、米 国では、国立衛生研 究所(NIH)のPubMedCentralや エネル ギー省(DOE)〉

の"PubScience"な どの方向 もあ り、商業ベー スでの拡 大にな るのか、政府 に よる事 業

とな るか の2つ の流れ が現れ てい る。 これ らは民間 のWeb/オ ンライ ンサー ビス に今 後

も大 きな影響 を及 ぼす可能性 が あ る と考 えてい る。

1999年 の夏 には商務省 幹部 が技術 レポー トの販 売 を行 ってい る商務省 のNTISを 閉鎖

し、そ の機能 の一部 を議会 図書館(LC)に 移す と発 言 した ことについて は、SIIAと し

ては2つ の評価 あ るい は問題 とな る要件 が ある。ひ とつは、民間 の同業企業 としては 、

今 までNTISは 競争相 手 で、価 格競争 の面での競合 があ って大変 であった こ と、 も う一

点 はNTISデ ー タベ ース を販 売 して利 益 をあげてい る会 員企業 もあ ることか ら、SIIAと

しては評価 が難 しい。
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3.5デ ー タベー ス利用者 と しての図書館サー ビスの現状

米 国のデー タベ ー ス好 調 の下支 えを してい る要 因 と して、広 くデー タベース利 用 を促

す環 境作 りを挙げ る ことが でき る。公 共の図書館で のデ ー タベー ス利 用教育 と多 くのデ

ー タベー スを利 用で き る環境 であ る
。今回の調査で は、公立 図書館 としてSIBL、 国立

図 書館 としてのLCの 実態 を調査 した。どち らも誰 もが 自由に利用 がで きるよ うに多 く

のデー タベ ース を提供 してい る。

1.SIBL(TheNewYorkPublicLibrary.Science,IndustryandBusinessLibrary)

の場合

SIBLに つい ては 「進 化す るニ ュー ヨー ク公 共図書館 」 と題 し、活 況 を呈す る市民の

「知的 イ ンフラ」 として昨年ル ポが発表 され(注1)、 図書館や 情報担 当者 以外 の人 々

に も米 国の進ん だ図書館 の実態 を知 ら しめた。そのル ポの中で も特 にSIBLは 、起業家

を支援す るハイテ ク図書館 として紹介 されてい る。SIBLの 利 用者 層 は明確 で、個人

や 中小企 業 に属す る人 を対象 に し、スモール ビジネ スや 起業家 を支援 してい る。

SIBLの 無料 教 育プ ログラムは、最終的 に 自分 でデ ー タベー ス検 索 ができ るよ うに

各 コー スが組 まれ てい る。具体 的に は、日曜 日を除 く毎 日Web操 作 の コー ス と、分 野

や 種類 毎のデー タベ ー ス操作方法 の教育プ ログラムが用 意 され 、イ ンターネ ッ トを使 っ

た初歩 的な検索方 法か ら、専 門分野 の情報 の探 し方 を教 えてい る。この講 習 を終 了 した

人はSIBLが 各デ ー タベ ースベ ンダー と契約 した科 学、 ビジネ ス、企 業、法律 、商標 登

録 、株 価 、書誌 な ど様 々な分野 の147タ イ トルのデー タベース を、すべ て利用 で き る。

地 下1階 は70台 のPCが 並 んだデー タベース利用セ ンター で、1日600人 の利 用者

が、30分 、1時 間、2時 間 の単位 で予約 して利 用 してい る。 入 り口にはサ ポー ト者

が(多 くはボ ランテ ィア)い るが 、基本 的 には 自由に 自分で利 用 したい種類 のデ ー タベ

ース を利 用す る
。検 索結果 の印刷 は有料だが、検索結果 のダ ウン ロー ドはSIBL内 で購

入 したFDを 利用す る よ うになってい る。利 用形態 は、オ ン ライ ン、CD-ROM版 のIAN

利 用 な どで 、SIBLが 各ベ ンダー と様 々な利 用オプ シ ョンの 中か ら交渉 して決 め られ て

い る とい う。全 コ レクシ ョン購入 費の10%が 電子媒体購 入 に当て られ てい る。 イ ンタ

ーネ ッ トは無料 で利 用 で きる
。

2.LC(LibraryofCongress)の 場 合

LCは 、日本 の国 立国会 図書館 のモデル であ り、著作権納本 図書館 と して 出版 物 を網

羅 的 に収集 す る と共 に、LC作 成 の各種デー タベ ースは、イ ンターネ ッ トを通 じて世界

中か ら利用 す る ことが で きる。
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LCに は現在デー タベ ー スベ ンダー の売 り込 みが多 く、館 内で来館 者 が使 用で きる よ

うになってい るもの もあ る。イ ンター ネ ッ トも希望者 は利 用 でき るよ うになってい る。

CD・ROM版 を納本す る場合 は、製 作者 か ら全文 は印刷 しない 、画 面表示 は良いがLA

Nは 認 めないな どの使用制 限 が付 い て入 って くる事 が多い。

図書館 の担 当者へ の商用 デー タベ ー スの利用教 育は、ベ ンダー が積 極 的に行 ってい る。

ま た、LCのTrainingOfficeに よる トレー ニ ング も積極 的 に行 われ てい る。

さ らに図書館 の レフ ァ レンス(ReferenceDesk)で 来館者 に図 書館 の担 当者 によ る

検索サ ー ビス を行 ってい る。検 索結果 が大量 の場合は、サ ンプル 的に 出力 し、後 は 自分

で有料 サー ビス を利用 して も ら うよ うに してい る。いず れ に して も議会 図書館 法 に よる、

利 用者 への無料提供 の原則 に則 った範 囲 で検索 サー ビスを行 って いる。

3.デ ー タベース利用者 と しての図 書館 の姿 と役割

これ らの調査 を通 じて、公 共機 関で 自由に多 くのデ ー タベー ス を利用 で きる環境 と、

誰 もがそれ らを利用 で き るよ うにす る組 織的 かつ継続 的 な教 育 プ ログ ラムの実行 が必

要 を感 じた。ニ ュー ヨー ク公 共図書 館 のSIBLは 市 民か らの多額 の寄付 に支 え られ てい

るが、教育プ ログラムの実行 には各 ベ ンダーの協 力 も大 きな推進力 にな ってい る。

デ ー タベー スの売 り上 げを拡 大す る方策 と して、現 在 の情報利 用 の専 門家や特 定の利

用者層 か ら、広 く利用者層 を拡 大す るには、デー タベ ースの存在 を広 め、利 用 させ 、役

に立つ便利 な手段 として認識 させ 、次 に も使 って見 よ うと思 わせ る手 だて を さらに講 じ

る必要が ある。米国デー タベ ー ス産 業 の底 力の一端 は、この よ うなデ ー タベー ス利 用基

盤 作 りが反映 した結果 で ある とも言 えよ う。

また情報 リテ ラシー教育 に関 しては 、米 国では中学時代 に図書館 の利 用 の仕方 を教育

してOPACな どの 図書館 サー ビス に慣 れ てい る事 も、デ ー タベー ス利 用 の 日米 の根本

的 な差 と してあ らわれてい る。日本 の公 立図書館界 では、重 要 な図書館 サー ビス と して

デー タベ ース(図 書館 が扱 う情報 を ここで はあえて限定す る)利 用教 育 を位置 づ ける必

要 が あろ う。図書館 がサ ー ビスメニ ュー として用意 す る ことで、一般 の利用者 が容易 に

デ ー タベ ースを利 用で き るよ うに、ベ ンダー と公 共図書館 が協力 してデー タベ ー スの教

育プ ロ グラムを さらに進 め る必 要 が あろ う。

注1菅 谷 明子 中央公論1999年8月 号
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4分 野 別 に見 た デー タベー ス産業

4.1分 野別 に見た 世界 のデー タベース産業

世 界のデー タベー ス産 業 を大 き く8つ の分野 に分 けて、分 野 ご との売 り上 げを比較 し

たのが、図4-1-1で あ る。Simbaレ ポー トで は、現在 のデー タベ ースサ「 ビス市場 を7

種類 の専 門情 報サー ビス と消費者 向 けサー ビスの大き く8つ の領 域 に分 け、それ ぞれ の

領 域 ご と に売 り上 げや 構 成 す るサ ー ビス 提供 企 業 の動 向 を分 析 してい る(Simba

InformationInc.MarketReview1999)。 それぞれ の分野 について の概要 、範 囲 につ

いて は、2章3節 で詳説 した。

世 界 の デ ー タベ ー ス産 業 に つ い て 分 野 ご との売 り上 げ 構 成(1998年)を 、表4-1-

1に 示 した 。8種 類 の分 野 の 中 で 、Brokerage(株 式 取 引 関 連)情 報 サ ー ビス が93.4億

ドル で 全 体 の27.4%を 占 め 、全 分 野 を通 じて最 も売 り上 げ が 多 い。Marketing(市 場)

が60.0億 ドル で17.6%を 占 め二 番 目に 売 り上 げ が 多 い 分 野 で あ る。 以 下 、Financial

News/Research(財 務 ニ ュー ス ・リサ ー チ)が44.6億 ドル で13.1%、Credit(信 用)

が37.7億 ドル で11.0%、Legal,TaxAndPublicRecord(法 律 、税 務 、行 政 情 報)が

17.5億 ドル5.1%、CurrentAwarenessNews&Research(最 新 ニ ュ ー ス お よび研 究

開 発)が17.0億 ドル で5.0%、Verticals(特 定 市 場 向 け サ ー ビス)が8.7億 ドル で2.6%

と続 い て い る。これ ら7つ の分 野 は す べ て企 業や 大 学 な ど ビジ ネ ス で の利 用 が 中心 の サ

ー ビス で あ る
。

ビジネ ス向 けWeb/オ ンライ ンサ ー ビスの他に、アメ リカ オ ンライ ン(AOL)の よ う

な家庭 で の利用 が 中心 となる消 費者 向 けWeb/オ ンライ ンサー ビスがあ る。 この消費者

向けWeb/オ ンライ ンサー ビスは近年急成長 し、61.8億 ドル で18.1%と 、ビジネ ス 向け

のWeb!オ ンライ ンサ ー ビスのMarketing(市 場)情 報 とほぼ同 じ売 り上 げ規模 となっ

て きた。

世界全体 のWeb/オ ンライ ンサー ビスの動 向について 、その売 り上 げ規模 か ら見 たの

が、表4-1-2で あ る。1998年 には世界 のWeb!オ ンライ ンサー ビスの売 り上 げは341

億 ドル と前年 よ り14.7%増 と、大き く成長 してい る。この よ うな世界全 体のWeb!オ ン

ライ ンサー ビスの大 きな成 長 は、分野別売 り上げの伸び 率 を比較 した表4-1-3か ら、

特 定の分野 にお ける大 き な伸 張に支 え られ ていた ことが分 か る。
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図4-1-1世 界 のWeb/オ ン ライン サ ー ビス の 分 野 別 売 上

(1998年)

(Simba社MarketReview1999よ り作 成)

最新ニュースおよび
研究開発
17億ドル5%

法律、税務、行政情/
報 ノ

18億ドル5%

信用

38億 ドル11%

財 務 ニュース・リサー

チ

45億 ドJレ13%

式取引関連
億ドル27%

表4-1-1世 界 のWeb/オ ンライ ンサー ビスの分 野別売 り上 げ比較(1998年)

分野別 のWeb/オ ン ライ ンサー ビス 売上高(百 万 ドル) 売上比率(%)

株式取引関連 9,343.2 27.4

市場 6,004.0 17.6

財務 ニ ュー ス ・リサ ー チ 4,461.7 13.1

信用 3,765.4 11.0

法律、税務、行政情報 1,750.0 5.1

最新 ニュースおよび研 究開発 1,700.4 5.0

特定市場向けサー ビス 870.0 2.6

消費者向け 6,182.9 18.1

合計 34,077.6 100

注Simba社MarketReView1999よ り作 成 。
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株 式 取引 関連 、財務 ニ ュー ス/調査 、市場情報、法律 、特定市場 向 け、消費者 向けサ

ー ビスの6分 野 は10%以 上の高 い伸 び率 を示 し、全体 の高い成長 率 を支 えてい る。各

分野別 の伸 び 率で見 る と、最 も高い伸 び率 を示 したのは、Verticals(特 定市場 向け)

サー ビス で40.3%で あった。 特 定市場 向けサー ビスは8.7億 ドル(2.6%)と 売上額 は

すべ ての分 野 の中で最 も少 ない。 しか し、イ ンターネ ッ トの普及 に よるWebサ ー ビス

の急速 な拡 大 を反 映 して 、電力 、医療 な ど特定の分野の情報 サー ビスに多 くの企業が参

入 し売 り上 げが急増 し、最 も成長 の早い分 野 となってい る。

特 定 市 場 向 け サ ー ビス に 次 い で 成 長 率 が 高 か っ た の は 、 消 費 者 向 け サ ー ビ ス の

21.8%で あ る。これ は ア メ リカ オ ン ライ ン(AOL)が1997年 の30.19億 ドル か ら1998

年47.77億 ドル へ と58.2%と 大 き く伸 び た こ とが 大 き く寄 与 して い る。 ア メ リカ オ ン

ライ ン 以 外 に も、CompuServeが1997年 の0.88億 ドル か ら1998年1.18億 ドル と

34.1%増 、マ イ ク ロ ソ フ ト社 のMSNPremierが1997年 の3.0億 ドル か ら1998年7.0

億 ドル と133.3%増 、EartyLinkSprintが1997年 の0.81億 ドル か ら1998年1.76

億 ドル と117.5%増 、Prodigyが1997年 の1.34億 ドル か ら1998年1.36億 ドル と1.4%

増 、MindSprintが1997年 の0.53億 ドル か ら1998年1.15億 ドル と118.1%増 な ど各

社 と も利 用 が 増 加 して い る(Simba社MarketReview1999)。

これ に 次 ぐ伸 び 率 で あ っ た の が 、Marketing(市 場)サ ー ビス の18.2%増 、Financial

News/Research(財 務 ニ ュー ス ・リサ ー チ)サ ー ビス の16.7%増 な どの 金 融 ・市 場 情

報 の 分 野 で あ り、これ ら の分 野 にお け る高 い 成 長 率 は 、米 国 経 済 の好 調 に支 え られ て い

る面 も 大 き い と言 え る。

これ らの 分野以外 では、法律/税 務/行政 情報が13.6%増 と大 き く伸 びてい る。最新ニ

ュー スお よび研 究 開発 情報サ ー ビスは8.1%増 と伸びてい るが、他 の分 野 と比較す る と

低い ほ うにな る。本年 の売 り上 げ伸び率 が もっ とも小 さか ったの は信 用情報 で、6.9%

で あった。

一方
、1998年 の売 り上 げ規模 で は、Brokerage(株 式 取引 関連)情 報 サー ビスが

9.34億 ドル と全体 の27%を 占め、ビジネス向 け情報の 中で最 も高 い比率で あ り、1997

年 か らの伸 び率 も10.3%と 大 きか った。 この分野全体 と して は2ケ タ台 と高い伸び率

で あ る が 、 サ ー ビス に よ り伸 び 率 は 大 き く異 な って い た 。 一 番 売 り上 げが 大 き い

Reutersは5.6%増 で あ った が、Bloombergは31.3%増 と大 き く伸び2番 目の売 り上 げ

規模 に な り、Bridgeも8.7%増 と好調 で 、売 り上げが2ケ タ台の伸 び率 になった のは こ

れ らのサー ビスの伸 び に拠 る ところが大 きい(表4-1・4)。
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2番 目の売 り上 げ規模 とな ってい る分 野は市場 情報で あ る。 市場情報 は6億 ドル と全

体の17.6%を 占め、伸び 率 も18.2%と 非 常に大 きか った。売 り上げ規模 が3番 目の分

野は財務 ニ ュー ス/調査 であ り、4.46億 ドル で13.1%を 占めてお り、売 り上 げの伸び率

も16.7%と 大 きな伸 び を示 した。

金融 ・市場情報 な どの分 野 に紡 ぐのは、信用 情報で売 り上 げは3.77億 ドル で全分 野

の うち11.0%を 占めてい るが 、売 り上 げの伸 び率 は全 分野 の中で最 も小 さく6.9%増 で

あった。

この他 の分野 は売 り上 げ規模 が大 き く下が り、市場規模 が金 融や信用情 報 な どの分野

に比べ る と小 さい と言 え る。法律/税 務/行 政情報 は1.75億 ドル で全体 の5.1%で あ るが、

売 り上 げの伸び 率は13.6%増 と大 き く伸び てい る。 最新 ニ ュースお よび研 究 開発 情報

サー ビスは売 り上げ1.70億 ドル で全体 の5.0%で あ り、特定市場 向け情 報サ ー ビス を

除 くと最 も売 り上げ規模 が小 さい分 野で ある。売 り上 げも8.1%増 と伸び てい るが、他

の分 野 と比較す る と低 い ほ うにな る。

世 界のデー タベ ー ス を分 野別 に分 け、分 野 ご とのデー タベ ース数 を比較 した のが、表

2-3・4、図2・3-4で あ る。1998年 で は合計 で11,339種 類 のデ ータベ ースが あ り、 この

うちで最 も多い分野 は ビジネス分 野で2,829種 類 で26%を 占めてい る。次 ぎは科学/

技術/エ ネル ギー分 野で1,937種 類 で17%で ある。3位 が一般 の1,725種 類15%で 、

4位 は健康!生命科 学1,286種 類(11%)、5位 は法律 の1,249種 類(11%)と なって

い る。

この 結 果 は 、Simba社 に よ る分 野 別 の 売 り上 げ規 模 で は 、Brokerage(株 式 取 引 関連)

情 報 サ ー ビス が全 体 の27.4%、Marketing(市 場)が17.6%、FinancialNews!Research

(財 務 ニ ュー ス ・リサ ー チ)が13.1%、Credit(信 用)が11.0%、Legal,TaxAndPubhc

Record(法 律 、税 務 、行 政 情 報)が5.1%、CurrentAwarenessNews&Research

(最新 ニ ュー ス お よび 研 究 開発)が5.0%と の 結 果 と比 較 して 、全 体 と して は 売 り上 げ

規 模 が 多 い分 野 は デ ー タ ベ ー ス数 も多 い 傾 向 に あ る と言 え よ う。

表4-1-2世 界 のWeb/オ ンライ ンサー ビスの 売 り上 げ

1998年 1997年 増分

合計 340.7 297.1 14.7%

注1売 上 高 の 単位 億 ドル 。

注2Web/OnlineServices1999-2003:Market

Analysis&Forecast(Simba社)よ り作 成 。
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表4-1-3世 界 の分野 別Web/オ ンラインサービスの売 り上げ比較(1998年/1997年)

分 野

1998年

売上高(百 万

ドル)

比率

(%)

1997年

売上高(百 万

ドル)

比 率

(%)
199811997(%)

Brokerage(株 式 取 引 関連) 9.3432 27.4 8,473.1 28.5 10.3%

Marketing(市 場) 6,004.0 17.6 5,080.4 17.1 182%

FinancialNews∫Research

(財 務 ニ ュ ー ス ・リサ ー チ)
4,461.7 13.1 3,824.1 12.9 16.7%

Credit(信 用) 3,765.4 11.0 3,521.4 11.9 6.9%

Legal,TaxAndPublic

Record(法 律 、 税 務 、 行 政

情 報)

1,750.0 5.1 1,540.0 5.2 13.6%

CurrentAwarenessNews

&Research(最 新 ニ ュ ー ス

お よ び 研 究 開 発)

1,700.4 5.0 1,572.3 5.3 8.1%

Verticals(特 定 市場 向 け サ
ー ビス) 870.0 2.6 620.0 2.1 40.3%

消費者向け 6,182.9 18.1 5,075.5 17.1 21.8%

合計 34,077.6 29,706.8 14.7%

注1Simba社MarketReview1999よ り作成 。

表4-1-4主 要 株 式 取 引 関 連 サ ー ビス の 売 り上 げ比 率

サー ビス名 市場占有率 1998!1997(%)

Reuters 50.3% 5.6%

Bloomberg 16.2% 31.3%

BridgeInfbrmationSystems 16.1% 8.7%

その他 17.4% 9.1%

注1Web/OnlineServices1999-2003:Market

Analysis&Forecast(Simba社)よ り。
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表4-1-5世 界 の分野 別デー タベー ス数

1988 1990 1992

分野名 数 比率 数 比率 数 比率

ビジネス 1,815 35% 1,956 33% 2,101 33%

一般
301 6% 416 7% 450 7%

健康/生命科学 483 9% 651 11% 690 11%

人文科学 84 2% 216 4% 248 4%

法律 441 8% 531 9% 574 9%

学際領域 29 1% 368 6% 366 6%

ニ ュ ー ス 428 8% 233 4% 291 5%

社会科学 460 9% 418 7% 453 7%

科学/技 術/
エネルギー 1,184 23% 1,154 19% 1,210 19%

合計 5,225 100% 5,943 100% 6,383 100%

1994 1996 1998

分野名 数 比率 数 比率 数 比率

ビジネス 2,769 32% 3,014 30% 2,892 26%

一般
978 11% 1,343 13% 1,725 15%

健劇生命科学 775 9% 1,004 10% 1,286 11%

人文科学 367 4% 526 5% 629 6%

法律 998 12% 1,125 11% 1,249 11%

学際領域 209 2% 354 3% 500 4%

ニ ュ ー ス 421 5% 476 5% 498 4%

社会科学 495 6% 619 6% 623 5%

科学/技 術/
エネルギー 1,586 18% 1,749 17% 1,937 17%

合計 5,225 100% 5,943 100% 6,383 100%

注Thestateofdatabasestoday:1999,MarthaE.Williams,GaleDirectory

ofDatabases,March1999よ り 作 成 。
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図4-1-2世 界の分野別データベース数の年次変lt
(Thestateofdatabasestoday=1999,MarthaE.Williams,

GaleDirectory。fDatabases,March1999よ り 作 成 。)
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4.2分 野 別 に見 たわ が国の デー タベー ス産業

わが国のデー タベー ス産 業 を、Simba社 に よるWeb/オ ンライ ンサー ビスの分野別 分類

に準拠 して、 「株式取 引関連情報 」、 「財 務 ニ ュー ス ・リサ ーチ情報」、 「市場情報 」、

「信用情報」、 「最新 ニ ュースお よび研 究 開発 情報」、 「法律 、税務 、行 政情報 」、 「特

定市場向 け情報 」、 「消費者 向け情 報」の8種 類 に分類 し、各企 業へのイ ンタ ビュー な

どに よ り1998年 度 の売 り上 げ規模 を推定 した(付 表一2、表4-2-1、 図4-2-1)。

わが国データベース産業の分野別分類は、データベース台帳を参照して、各サービス

提供元 ・データベース作成会社などを最も適切と判断される分野に区分した(付 表一2)。

もちろん、なかには複数の分野にまたがるデータベースの作成 ・提供を行っている企業

もあるが、ここでは便宜的にその企業が最も適切と判断される分野にのみ分類 し、特定

の分野にすべての推定売 り上げを計上し重複がないようにした。

表4-2-1に あ るよ うに、分 野別 での推計 され る売 り上 げの合計数 値 は2,730億 円 とな

り、平成10年 版 「特定 サー ビス産 業実態調 査」で得 られ てい る1998年 度 の売 り上 げの

合 計数値2,910億 円よ り180億 円 ほ ど少 ない数値 で あった。今 回の調 査 で分野別 に積 み

上げた売 り上 げの数値 は、 「特定サ ー ビス産 業実態調査 」の合 計の売 り上 げ数値 と比較

して もそ の差 は約6%と 少 な く、わが国デ ー タベー ス産業 の分野別 売 り上 げの実態 をか

な りの程度反 映 してい る とみ なす こ とが出来 る。

7種 類 あ る専 門情報 の分野 の 中で は、CurrentAwarenessNews&Research(最 新 ニ

ュースお よび研 究 開発)の 分 野が最 も売 り上 げ規模 が大 き く、900億 円で全体 の30.9%

を占めて いた。 この分野 に含 まれ るデ ー タベ ース産 業は 、新 聞記 事、通 信社 の ニ ュー

ス、特許 情報 、科 学技術文献 情報 、医薬 文献情報 な どの作成 ・提供 を行 って い る企 業や

団体が含 まれ てい る。 この分野 には古 くか らデー タベ ー スの作成 ・提供 を してい る㈱

朝 日新聞社 、科 学技術振 興事業団 、(財)日 本特 許情報機 構 、㈱紀伊 國屋 書店 、丸善㈱ 、

医学 中央雑誌 刊行会 な どの企業 ・団体 が多 く含 まれて い る。

業種別で見ると、新聞 ・ニュース情報を作成 している㈱朝 日新聞社、㈱毎日新聞社、

㈱読売新聞社、㈱北海道新聞社、㈱河北新報社、㈱中日新聞社、㈱信濃毎日新聞社、㈱

時事通信社、㈱京都新聞社、㈱科学新聞社、㈱共同通信マーケッツ、㈱熊本新聞社、㈱

高知新聞社、㈱日刊工業新聞社、㈱ 日刊スポーツ新聞社などの多くの新聞社 ・通信社が

含まれている。
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表4-2-1わ が 国 のWeb/オ ンライ ンサー ビスの分野別売 り上 げ

分野別 のWeb/オ ンライ ンサー ビス 売上高(億 円) 売上比率(%)

株式取引関連 700 24.1

市場 50 1.7

財 務 ニュ「ス ・リサーチ 250 8.6

信用 450 15.5

法律、税務、行政情報 300 10.3

最新ニュースおよび研究開発 900 30.9

特定市場向けサービス 一 0.0

消費者向け 80 2.7

不明 180 6.2

合計 2,910 100.0

注1売 り上げ金額(1998年)は 本委員会での調査 ・インタビューなどによる推定値。

注2売 り上げの合計数値は 「特定サー ビス産業実態調査」の平成10年 度版 より作成。

図4-2-1わ が 国のWeb/オ ンラインサ ービスの分野別 売上

(1998年)

消費者向け

特定市場向け80億 円3%
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、 不 明
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最新ニュースおよ

び研究開発
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情報 ン

300億 円10%

/

株式取引関連

/-700億 円24%

信 用
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嚇
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これ らの新 聞 ・ニュー ス情 報 の提供 を してい る㈱エ レク トロニ ック ・ライ ブラ リーや

㈱ ジー ・サー チが ある。科 学技術や 特許情報 では科学技術 振興事 業団 、(財)日 本特許情
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報 機構、(社)化 学情 報協会 な どの公 的 ・非 営利 団体や機 関が 中心 となってい る こ とが他

の分野 に比較 して大 き な特徴 とな ってい る。これ らの機 関では、日本語 デー タベ ー スの

作成 と提供 を行 ってい る ところが多 く、そ の売 り上 げ規模 も比較的大 き くな ってい る。

医薬情報 の作成 ・提供 を してい る ところには㈱ 医薬時報社 、日本電子計 算㈱ 、科学技

術 振興事業 団、医学 中央雑 誌刊行 会 な どがあ る。この他 には、人物情報 を作 成 ・提供 し

てい る 日外 ア ソシエ ー ツ㈱ 、商標 のブ ランデ イ ・イ ンターナ シ ョナル㈱ な ど特 定の情報

を作成 ・提供 してい る ところがあ る。

売 り上 げ規模 が2番 目の分 野はBrokerage(株 式取 引関連)で700億 円、24.1%と な

っている。この分野 は売 り上 げ規模 と して は大 きい が、サー ビスを提供 してい る企業 数

は少 な く寡 占化 が進 ん でい る と言 える。デ ー タベー ス台帳 に登録 されて い る企 業 は㈱

Quick、 ロイ ター ・ジ ャパ ン㈱ のみ であ り、Bridgeジ ャパ ンやBloombergジ ャパ ンは登

録 され ていない ので、 「特 定サー ビス産業実 態調査」の合計 の売 り上げ数値 には反 映 さ

れ ていない可能性 もあ るが、本調 査 ではBridgeジ ャパ ンやBloombergジ ャパ ン も含 め

て売 り上 げ数 値 を推 定 した。

この分 野は わが国の企業 と して は㈱Quickの み であ り、ロイ ター ・ジャパ ン㈱ 、Bridge

ジ ャパ ンやBloombergジ ャパ ンな ど海外 の企業 が活躍 してお り、グローバル化 が進 ん で

い る分 野であ る。株 式 の取 引がニ ュー ヨー ク、ロン ドン、東京 の3極 でます ます一 体化

してい るこ とが 、Brokerage(株 式 取引 関連)情 報 でデ ー タベ ース産 業に大 き く反 映 し'

ている結 果で もあ ると言 え る。

3番 目の分野 はCredit(信 用)情 報で 、450億 円、15.5%と な ってい る。 この分 野 も

㈱帝 国デ ー タバ ンク、㈱ 東京商 工 リサーチ の2社 で売 り上 げの多 くが 占め られてお り、

寡 占化 が進 んで いる と言 え る。企 業の信用情 報 はそ の地 域 での情報収集 が必 要 な こ とも

あ り、わが国 の企 業 が中心 となってお り、 この点 でBrokerage(株 式取 引関連)情 報 と

異 なってい る。外資 系 の企 業 と して は世 界的 には この分 野で トップ企業 で あるDun&

Bradstreetの 日本法 人で あるダ ンア ン ドブ ラ ッ ドス トリー トジ ャパ ン㈱ があ る。

4番 目の分野 はLega1,TaxAndPublicRecord(法 律 、税務、行政情報)で 、300億

円、10.3%と な ってい る。 この分野 は法律 、税務 、行 政情報 とい う、異 な る3つ の小

分 野を含 んでお り、法律情報 では㈱TKC、 ㈱ 日本法律情 報セ ンター、第 一法規 出版㈱ 、

新 日本 法規 出版㈱ な どがあるが、企 業数 は少 な く、新規 参入 もあま りない分 野 と言 える。

全 体 としてまだ紙ベ ー スでの情 報提供 が売 り上 げの多 くを 占めてお り、電子 情報 での提

供 の比率 が少 な く、今後 の電子化 の進展 で市場 規模 も拡 大す る と予想 されて い る。税務 、
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行政情報 の分 野では㈱ 日本統計 セ ンター 、㈱会議 録研 究所 、(社)行 政情報 システ ム研究

所 、国 際航 業㈱ 、㈱ メデ ィア ライブ ラ リー、㈱パ ス コ、㈱ ダイケ イ、NTT情 報 開発㈱ 、

㈱ ア ソウシステ ムバー ン、㈱ アル プス社 な ど多 くの企業が参入 してお り、法律分 野に比

較 して大 きな売 り上 げ規模 となってい る。

5番 目の分野 はFinancialNews/Research(財 務 ニュー ス ・リサーチ)で250億 円、

8.6%で ある。 この分 野では 日本経済新 聞社 が圧倒 的な比重 を 占めてい る。 ㈱ 日本

経 済新 聞社 は財務 ニ ュー ス ・リサー チの他 に新聞 ・ニ ュース情報 で も大 きな売 り上 げ規

模 となって い るが、この分野にま とめて計 上 している。この他 では トム ソン ・コー ポ レ

ー シ ョン㈱
、㈱ 野村 総合研究所 、フ ァイナ ソシャル ・イ ンフォ メーシ ョン ・サー ビス ・

ジ ャパ ン㈱ 、㈱ アイ ・エヌ情報セ ン ター、国際イ ンフォメー シ ョンサー ビス㈱ な どが こ

の分野 に含 まれ る。

6番 目の分野 はMarketing(市 場)情 報 で、50億 円、1.7%で あ る。 ㈱ 日本能 率協会

総 合研究所 、ア ジアデ ータ リサーチ㈱ な どこの分野 の参入企 業数 は少 な く、売 り上 げ規

模 も他 の分 野 に比較 して少 ない。イ ンターネ ッ トでの電子 商取 引や 金融産業 の リス トラ

クチ ャ リングな どによ り、今後 、市場情報 め需要 は拡大す る と予想 され てい る。

近年 のWebの 普及 に よ り、Verticals(特 定市場 向けサー ビス)と 呼ばれ る特 定の業

種 ・専 門分 野 に特化 した新 しい形 のデ ー タベ ースサー ビスが米 国 を中心 に生 まれ て、急

拡 大 し始 めてい る。わが国で のVerticals(特 定 市場向けサー ビス)の 分類 で は、上記

の6種 類 の分 野 に入 らない ところ も含 めてで あ るが、㈱テ ィ ビーエ ス ・ブ リタニカ、㈱

テ クノ ミック、ア シス トマイ ク ロ㈱ 、㈱ ダイア リサー チマ ーテ ック、日立 ソフ トウエ ア

エ ンジニア リング㈱、㈱ 日本 アル トマー ク、㈱ ア クセス国際ネ ッ トワー ク、㈱ 日経BP

な どが含 まれ る。今後 、Webの 普及 に伴 って、この分野 は参入 企業数 が増 え、売 り上げ

規 模 も急拡 大す る と予想 され る。

専 門分 野 のWebオ ン ライ ン(デ ー タベ ース)サ ー ビス に加 えて、消費者 向 けサー ビス

(わが国で は従 来パ ソコン通信 と して知 られて きた)が あ る。米国 の代 表的 な消費者 向

け サ ー ビス で あ る ア メ リカ オ ン ライ ン(AOL)は 消費 者 向 け オ ン ライ ンサ ー ビス

(ConsumerOnlineService)と 言われて きたが、最近で はイ ンター ネ ッ トの普及 によ

り急 速 に変貌 してお り、インターネ ッ トサ ー ビス プ ロバイ ダー とい う呼び方 が良 くされ

る よ うになってい る。イ ンターネ ッ トサー ビスプ ロバイ ダー の多 くはイ ンターネ ッ トへ

の接続 サー ビス の提供 だ けに留ま る ところもあ るが、アメ リカ オ ンライ ン(AOL)で は

各種 のデー タベー スが利 用で きる。わが国の消費者 向けサー ビス も従 来 のテ レタイ プ型

(TTY)の サー ビス か らWebサ ー ビスへ の転 換期 にあ り、従来 のい わ ゆるパ ソコン通信
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型 か ら大 き く変 貌 し よ う と して い る。 消 費 者 向 け サー ビス に は 、@Nifty、 ピー プ ル ・

ワール ド、BIGLOBEな どが あ り、デ ー タベ ー ス の 売 り上 げ規 模 は80億 円 、2.7%と 推 定

され る。

わが国で流 通す るデー タベー ス を一般分 野、 ビジネ ス、 自然 科学 ・技術 、社会 ・人 文

科 学お よびそ の他の5分 野別 に分類 し、そ のデ ー タベー ス数 を分 野 ごとに比較検 討 して

い る(表4-2-2お よび図4-2-2)。 一番デ ー タベ ース数 が多 い分野 は ビジネ ス分 野で867

種類 あ り、全 体の35%を 占めてい る。 一般分野 は ビジネ ス分野 とほぼ同数 であ り807

種類 、33%と なってい る。自然科学 ・技術 は全 に分野 よ り少 し少ないが647種 類 で、26%

となってい る。 この3分 野で全体 の94%と 大部分 を占めてい る。社 会 ・人文科 学が101

種類 、4%と 少 ない。

デー タベー ス台帳 でのデー タベ ース の分 野別 区分 は、Simba社 のそれ と同一基準 で は

ないので 、その まま比較 す る ことは 出来 ない が、わが国 で売 り上 げ規模 が大 きい 「最 新

ニ ュースお よび研究 開発 」分 野は、この分野 で流通す るデー タベ ース数 も比較的多 い。

また、デ ー タベ ース台帳 で収録 され てい る 「ビジネ ス」分野 は、Simba社 に よるデ ー タ

ベース産業 を 「株 式取 引関連 情報」、 「財務 ニ ュー ス ・リサーチ情報」 、 「市場情報 」、

「信用情報 」、 「最新 ニュースお よび研 究 開発 情報」、 「法律 、税 務、行 政情報 」、 「特

定市場 向け情 報」、 「消費者 向け情 報」に分 け る方式 と必ず しも一致す るもの ではな い

が 、

「株式取 引関連情報 」、 「財務 ニュース ・リサー チ情報 」、 「市場情報」、 「信 用情 報」

な どの分 野がデ ータベー ス台帳 の 「ビジネ ス」分野 に相 当 してい る とす る と、デ ー タベ

ー ス数 の多 さがデ ー タベー スの売 り上 げ規模 に対応 している と言 え る
。

表4-2-2わ が 国で流通 す る分野 別デ ー タベー ス数

分野名 デー タベー ス数 比率

一般分野
807 33%

ビジネス 867 35%

自然科学 ・技術 647 26%

社会 ・人文科学 101 4%

その他 56 2%

合計 2,478 100%

注 「平成10年 度版 デー タベース台帳総 覧」 よ り作成。
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4-2-2わ が 国 で流 通 する分 野 別データベー ス数

(平成10年 度版データベース台帳総覧より作成)

その他

56種2%

社 会 ・人文科学

101種4%

自然科学・技術ノ/r

647種26%

ビジネス

867‡重35%

一 般 分 野

807‡重33%
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4.3日 米デー タベー ス産業 の特徴

世 界 のWeb/オ ン ライ ン(デ ー タベ ー ス)サ ー ビス 会 社 を 、7種 類 の専 門 分 野 と消 費 者

向 けサ ー ビス に分 類 し、そ れ ぞ れ の 分 野 ご との 売 り上 げ 規模 をわ が 国 の 売 り上 げ 規 模 と

比 較 した(表4-3-1)。 世 界 全 体 で み る と、専 門 情 報 で は株 式 取 引 関連 が1兆2,220億

円で27.4%と 最 も多 く、以 下 市 場 情 報(7,853億 円:17.6%)、 財 務 ニ ュ ー ス/調 査(5,835

億 円:13.1%)、 信 用 情 報(4,925億 円:11.0%)、 法律 ・税 務 ・行 政 情 報(2,289億

円:5.1%)、 最 新 ニ ュー ス ・研 究 開 発(2,224億 円:5.0%)と 続 い て い る(図4-3-1)。

専門情報 の中では、最 も売 り上 げは少 ないが、最 近のWebの 普及 を反映 して、医薬 、

電力 な どそれ ぞれの特 定分野 の利用者 を対 象 に したWebで の新 しいサ ー ビス、特 定市場

向けサー ビス、が増加 してい る。特定市 場 向けサ ー ビスは1,138億 円で2.6%と な って

い る。 消費者 向 けサー ビス はアメ リカオ ンライ ンを中心 に8,087億 円で18.1%と な っ

てお り、売 り上 げ規模 で は株式 取引関連 に次 ぐ規模 となっている。

米国 と 日本 のWeb/オ ンライ ンサー ビスの分野 ごとに売 り上 げ規模 を比較 した(表4-

3-2)。 米 国の分野別売 り上 げ(1998年)はSimba社 によ るMarketReview1999の 世

界 の分 野別売 り上 げか ら推 定 した。米国 の分野別売 り上 げは7種 類 の専門情 報 の ビジネ

スサー ビス を合計 した売 り上げが世界 の61.1%に 相 当す る(Simba社 のMarketReview

1999よ り)。 米 国の分 野別売 り上げ は どの分野 も世界の 同 じ分 野にお ける売 り上 げの

61.1%と 仮 定 して計算 した。消費者 向けサー ビスはすべ て米 国のサー ビス会 社 に よる も

のなのでそ のまま とした。Simba社 に よる世 界のWeb/オ ン ライ ンサー ビスの売 り上 げに

はわが国 の消費者 向けサー ビスは加 え られ てい ない(表4-3-1)。 また 、Simba社 の消

費者 向 けサ ー ビス の売 り上 げはデ ー タベー ス の売 り上げでは な く、消費者 向 けサー ビス

全 体の売 り上 げ となってお り、わが国 の 「特定 サー ビス産業 実態調 査」ではデ ー タベ ー

スの売 り上 げ に限定 して集 計 してい るので、売 り上 げの算 出ベー スが異 な ってい るので 、

単純な比較 は難 しい。

米国 と 日本 ではWeb/オ ンライ ンサ ー ビスの分野 ごとの売 り上 げ比 率が大 き く異 な っ

てい る(表4-3-2)。 すべ ての分野 を合 わせ た総 売 り上 げでは米国 は 日本 の10倍 以上

と大 き く開い てい るが、 「最新 ニ ュー ス ・研 究 開発 」分野 のよ うに、分野 に よって は米

国 と日本 との 開きが1.5倍 と非 常に小 さい分野 もあ るこ とが今 回の調 査 で明確 に なっ

た(表4-3-2)。 この他 に、 「法律 ・税務 ・行 政情報 」が4.7倍 、 「信 用情報 」 が6.7

倍 と10倍 以下 の差 とな って いる。 最新 ニ ュー ス ・研 究 開発 、法律 ・税務 ・行 政 情報 、

信用情報 の3つ の分 野は他 の分野 の比べ てわ が国のデー タベ ース産業 が米 国 のそれ に

比較的対 抗 でき る売 り上 げ規模 となってい るこ とを示 してい る。最新 ニ ュース ・研 究開
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発 分野の米 国 と日本 の売 り上 げの合計 が世 界のそれ よ りも大 き くな ってい るが、これ は、

日本 のデ ー タベー スの売 り上 げに は米国デ ータベー ス企 業 の 日本 での売 り上 げが含 ま

れ てい る こ と、お よび 日本 の売 り上 げ にはWeb/オ ンライ ン以外 に もCD-ROMな どパ ッケ

ー ジメデ ィアが含 まれ てい るこ とに依 ってい る
。日本のデ ー タベ ース の売 り上げには、

米国デ ー タベ ース企 業の 日本 での売 り上 げも含 まれてい るので 、それ を勘案す る と、日

米 間でのデー タベース産業 の売 り上げ規模 の差 は さらに大 きい とも言 えよ う。

「法律 ・税務 ・行政 情報」の4.7倍 の差 は、法律分野 での米国 との法制 度の違 いな ど

を考 える と、よ く健 闘 して い る と言 える。わが国 の信用情報 は法人 の信 用情報サ ー ビス

のみの集 計 で あるが 、Simba社 では個人 の信用情 報 も含 め集 計 してい る。法人 の信用 情

報 サー ビスのみ の比較 で あれ ば、6.7倍 の差 は さらに小 さ くなるので 、わが 国のデ ー タ

ベ ース産業 が健闘 してい る分 野 と言 える。

「株 式取 引関連」 が10.7倍 、 「財務 ニ ュー ス/リ サーチ」 が14.3倍 、 「市場 情報」 が

96倍 とこれ らの分野 は大 きな差 がついてい る と言 える。株 式取 引関連 ではわが国 の企

業で はQuick社 のみで あ り、参入 企 業数 が少ない。 ロイ ター ・ジャパ ン社 、Bridgeジ

ャパ ンやBloombergジ ャパ ンな ど海外企 業が直接 サー ビスを提供す る比重が大 きい。

「財務 ニ ュース/リ サーチ」は株式 取引関連 と同様 にその差が14.3倍 と大 きい。 こ

の分野 も 日本企 業で は㈱ 日本経済新 聞社が圧倒 的な比重 を 占めてい る他 は、参入企 業数

が少 ない。 この他で は トム ソン コー ポ レーシ ョン㈱ 、㈱野村総合 研 究所、フ ァイナ ソ

シャル ・イ ンフォメー シ ョン ・サー ビス ・ジャパ ン㈱、㈱ アイ ・エ ヌ情報セ ンター、国

際 イ ンフォ メー シ ョンサー ビス㈱ な どが この分 野 に参入 してい るが 、売 り上 げ規模 も

250億 円 と他 の分野 と比較 して小 さい。

「市場情報 」 は96倍 と米国 と一番 大 きな差 がついてい る分野 であ る。 この分野 もわ

が国では 日本 能率協会 総合研 究所、ア ジアデー タ リサーチ㈱ な ど参入 企業 が少 ない が、

イ ンターネ ッ トの普及 によ りビジネ ス構造 の変革 が進ん でい るこ ともあ り、今 後の 売 り

上 げの増加 が期待 され る。

7つ の専門情報 の分野 では、米 国で売 り上 げ規模 の大 きい株式取 引関連 、財 務 ニ ュー

ス/リ サーチ 、市場情報 な どの分 野が、 わが国では参入企 業数 も少 な く大 きな差が つい

てい る と言 える。 これ に対 して、最 新ニ ュー ス ・研 究開発 、法律 ・税 務 ・行 政情報 、信

用 情報 の3つ の分 野は米 国 との売 り上 げの差 も少 な く健闘 してい る と言 える。なかで も、

最新 ニ ュース ・研 究開発 の分野 はそ の差 が1.5倍 と米 国の規模 との差 が少 ない。これ は、

参入 企業数 が多 く利用 で き るデ ー タベー ス数 も多 いこ とや 、政府機 関や公 的な機 関に よ
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るデー タベー スの構 築 が行 われ てい るこ とな どが、売 り上 げ規模 を大 き く してい る こと

に貢献 してい る と考 え られ る。

「消費者 向 けサー ビス」 は米 国 とわが国 の差 が101倍 となってい る。 これ はSimba

社 の消費者 向 けサー ビスはデ ー タベ ー スの売 り上 げだ けでは な くサー ビス全体 の売 り

上 げ と してい るのに対 し、わが 国の 「特 定サー ビス産 業実態調査」ではデー タベー スの

売 り上 げに限定 して集 計 してい るので、売 り上 げの算 出ベー スが異 なってい る。実 際の

差 は、これ ほ ど大き くない こ とは確 実で あるが、このデー タか ら単純 な比較 は難 しい。

世界 、米 国お よび 日本 の分 野別売 り上げ を図4-3-2、 図4-3-3、 図4-3-4に 示 した。

消費者 向けサー ビスの分野 では米 国の企 業が圧倒 的 な強 さを持 ってい る こ とが 、世 界 と

米 国の図か ら明 らかで ある。米 国 と 日本 との比較で は、前述 した よ うに分野 に よ り強弱

が はっき り分かれ てい る とい える。

米 国 と 日本 のデ ー タベー ス産業 の規模 が10倍 以 上開い てい る要因 としては、米 国 に

お けるパ ソコンの普及 率 が高 く、イ ンターネ ッ トでのデー タベ ースの利 用環境 が整 って

い ること(表4-1-1、 表4-2-2)や 、企業 が ビジネス活動 にデ ー タベー スを活用す る姿

勢 の差 、デー タベ ース利用 のた めの教 育体制 にお ける差 な どの指摘 もあ る。

表4-3-1わ が国 と世 界のWeb/オ ンライ ンサ ー ビスの分 野別売 り上 げ比 較(1998年)

世 界 日 本
世界/

日本

分 野別 のWeb/オ ン ライ ン

サ ー ビス

売上高

(億円)

売上比率

(%)

売上高

(億円)

売上比率

(%)

株式取引関連 12,220 27.4 700 24.1 17.5

市場 7,853 17.6 50 1.7 157.1

財 務 ニ ュー ス ・リサ ー チ 5,835 13.1 250 8.6 23.3

信用 4,925 11.0 450 15.5 10.9

法律、税 務、行政 2,289 5.1 300 10.3 7.6

最新 ニ ュース ・研 究開発 2,224 5.0 900 30.9 2.5

特定市場 1,138 2.6 一 0.0 一

消費者向け 8,087 18.1 80 2.7 101.1

不明 一 一 180 6.2 一

合計 44,571 100.0 2,910 100.0 15.3

注1Simba社MarketReview1999よ り。1ド ル130.79円 で 円 に換 算。

注2わ が 国 の売 上 高 は委 員 会 で イ ン タ ー ビ ュー な どに よ り独 自に推 定 。
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特定市場
.7億 ドル3%

世 界 のWeb/オ ンラインサービスの分野別 売上

1998年 売上高

最 新 ニ ュー ス およ び

研 究 開 発17億 ドル ーー一,＼

5%

法律、税務、行政情

報

18億 ドJレ5%

消 費者向け

62億 ドル18%

信 用

38億 ドル11%

財 務 ニ ュース ・リサ ー

チ

45億 ドル13%

株式取引関連93億 ド
ル27%

市場

60億 ドル18%

消費者 向け

特 定市場

最新ニュース・研 究開発

法律 、税務、行政

市場

株式取引関連

図4-3-2世 界 の 分 野 別 売 上=1998

億円
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表4-3-2日 米 のWeb/オ ンライ ンサー ビス 分野 別売 り上 げ(1998年)

米 国 日 本
米 国/

日本

(百 万

ドル)
(億 円) (%) (億 円) (%)

株式取引関連 5,709 7,466 24.6 700 24.1 10.7

市場 3,668 4,798 15.8 50 1.7 96.0

財 務 ニ ュー ス ・リサ ー チ 2,726 3,565 11.7 250 8.6 14.3

信用 2,301 3,009 9.9 450 15.5 6.7

法律、税務 、行 政 1,069 1,398 4.6 300 10.3 4.7

最新ニ ュース ・研究 開発 1,039 1,359 4.5 900 30.9 1.5

特定市場 532 695 2.3 一 0.0 一

消費者向け 6,183 8,087 26.6 80 2.7 101.1

不明 一 一 一 180 6.2 一

合計 23,227 30,378 100.0 2,910 100.0 10.4

注1ド ル貨 での米国の分 野別 売 り上 げはSimba社 のMarketReview1999か ら推 定 した。

米国 の各分 野の売 り上げは ビジネ スサー ビスの売上合 計が世界の61.1%な ので、各

分野 の売 り上げ はす べて世界 の売 り上げ と同 じ比率であ ると仮定 して計算 した。

消費者 向けサー ビスはす べて米 国のサー ビス会社に よるものなのでそ のまま と した。

Simba社 の推 定 にはわが国の消費者 向 けサー ビスは加 えられていない。

注2円 貨 に よる米国の売 り上げ金額(1998年)は1ド ル=130.79円 で換 算 し算 出 した。

注3わ が 国の売 り上 げ金額(1998年)は 本 委員会 での調査 ・イ ンター ビュー に よる推 定

値で あ る。
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表4-3-3日 本 ・米 国 ・世 界 のWeb/オ ンラインサービス分 野別 売 り上 げ(1998年:単 位億 円)

分 野 名 世 界 米 国 日 本
世界/

日本

米国/

日本

株式取引関連 12,220 7,466 700 17.5 10.7

市場 7,853 4,798 50 157.1 96.0

財 務 ニ ュー ス ・リサ ー チ 5,835 3,565 250 23.3 14.3

信用 4,925 3,009 450 10.9 6.7

法律 、税務 、行政 2,289 1,398 300 7.6 4.7

最 新 ニ ュース ・研究 開発 2,224 1,359 900 2.5 1.5

特定市場 1,138 695 一 一 一

消費者向け 8,087 8,087 80 101.1 101.1

不明 一 一 180 一 一

合計 44,571 30,378 2,910 15.3 10.4

注1世 界の売 り上げ はSimba社 のMarketReview1999に よる。

注2米 国の各分野 ご との売 り上げ は7種 類 の ビジネ スサー ビスを合 計 した売 り上 げが世界の

61.1%に 相 当す るので(Simba社 のMarketReview1999)、 各分野 の売 り上げが世界の該

当す る分野の売上 と同 じ比率で ある と仮定 して計算 した。 消費者 向 けサー ビスはす べて米

国 のサー ビス会社 に よるものなのでそ のまま と した。

Simba社 の消費者 向けサー ビスの売 り上 げには わが国 のサ ー ビスは加 え られ ていない。

注3円 貨 による米国 の売 り上 げ金額(1998年)は1ド ル=130.79円 で換 算 し算出 した。

注4わ が国 の売 り上 げは本委員会 での調 査 ・インター ビューな どによ る推 定値 であ る。

63



日米データベース流通構造比較調査

消費者向け

特定市場

最新ニュース・研究 開発

法律 、税務、行政

信用

財務ニュース・リサーチ

市場

株 式取引関連

図4-3-3米 国 の 分 野 別 売 上:1998

不明
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特定市場

最新ニュース・研究開発

法律 、税務、行政
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財務ニュース・リサーチ

市場

株式取 引関連

図4-3-4わ が 国 の 分 野 別 売 上:1998
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図4-3-5Web/オ ンラインサ ー ビス分 野 別 売 上 比 率
1998年(日 本を1とする)

ロ日本

團米国

図世界

以 下 に、わが国のデー タベー ス作成 会社やデ ー タベー ス提供 会社へ のイ ンタ ビュー調

査 で得 られ た意見お よび 当委員会で の意 見 をま とめた。

(1)わ が国 の各デー タベー スサ ー ビス元がWebで のサー ビス を立 ち上 げていて も、従

来 のテ レタイプ(TTY)型 のサー ビスか らの移行 が思 った ほ ど進ま ないの は、わが 国 と

米 国 とのイ ンターネ ッ ト環境 の差 に よるので はないか との指摘 があ った。Webサ ー ビス

が普及 しない他 の要因 として、 まだ、Webサ ー ビスのイ ンター フェイ スはテ レタイ プ

(TTY)型 の コマ ン ドベ ー スでの応 答速度や検 索の木 目細 か さを越 え るこ とがで きてい

ない こ とも大 きい との指 摘が あった。

(2)Marketing(市 場)情 報 がダイ レク トメール(DM)の 情報 まで含 め る と50億 円 と

い うの は少 ないか も しれ ない とい う意 見が あった。ちなみ にTSR企 業情報 に よ りダイ レ
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ク トメール で検索す ると トップの企業 は170億 円 と売 り上 げげが大 きい。ただ し、この

売 り上 げには発送代行 やダイ レク トメール の印刷 、請求書 印刷 、発 送代行 な どが含 まれ

てい る と考 え られ る。日本 では ダイ レク トメール情報 をデ ー タベ ース として販 売す るこ

とが少 な く、代 行業 の ソー ス と して企 業 内で所 有 してい る場 合 が多 い こ とが、市場情 報

の分野 に おけ るデ ー タベ ース の売 り上 げが少 ない理 由の一 つ と考 え られ る との意 見が

あ った。

(3)Legal,TaxandPublicRecordの 売 り上 げげ300億 円は法律情報 のデー タベ ー ス

サー ビス事業者 か らみ る と多す ぎる との コメ ン トもあったが 、ちなみ に、TSR企 業情報

で は行 政情報 サー ビス分野 の トップ企 業 の年 間売 り上 げげは680億 円 とな ってい る こ

とか らも、行政 情報の売 り上げが 大 き く寄 与 している ことに よ ると推 定 され る。

(4)財 務 ニ ュース!リ サー チ分野 の ある事業者 は、 ほ とん どの顧 客 が法人で あ り、従

来 の専用線 、また はテ レタイプ(TTY)ダ イ アル ア ップか らイ ンター ネ ッ トへ 変更す る

必 然性 を顧 客側 が感 じていない こと、また 、イ ンターネ ッ トの安 定性 や情報 の機 密性 に

顧 客側 が 不安 を感 じてい るこ とな どの ため、Webへ の移行 があ ま り行 われ ていな い現 状

があ る と述 べて いた。また 、日本 国内に対す る 日本語 での供 給 がほ とん どす べて を しめ

てい るが、数値デ ー タが大半 を 占めて お り、 日本 語 、外 国語 とい う意 識 はあま りない し、

若 干で はあ るが、外 国のパー トナーへ もデー タ を卸 してい る し、また逆 に海 外か ら仕 入

れ も してい る とい うこ とで、海外 との交 流 もあ る との こ とであ った。

(5)日 米格差の要因 としては、国土の広さや人種の混合等、情報を普遍的な方法で共

有しうる手段の確立の必要性が根本的に米国にはあるのではないか、英語の持つ特性

(単語の識別がブランクによ り容易)も 情報のデータベース化を容易にしているのでは

ないか、また対象となる市場規模が英語圏のため広く販売単価を安くできるためではな

いか、等が考えられるとの意見があった。

(6)ニ ュー ス ・新 聞情報 の提 供事 業者 の場 合 には、事業開始 時 にはス クラ ップブ ック

の電子版 とい うコンセ プ トは、新 聞社 も販 路の拡 大 になる とい うこ とで非常 に協 力 的で

あったが 、昨今 のイ ンターネ ッ トの急速 な普及 に伴 い、情 報 の提 供 元で あ る新 聞社 が

Webに よる独 自の情報提供 サー ビスを試 み始 めてい ることで 、ある種 の競合 関係 も生ま

れ てい る現状 が あるこ と。ニ ュー ス ・新 聞情報 の提供事業者 と しては電子 メール に よる

新 聞記 事 の配信 やWebな ど新 しい サー ビス形 態 での新 聞情 報 の提供 を検討 して い るが 、

新 聞社 各社 のWebで の電子新 聞の動 き とも関係 し、イ ンター ネ ッ トでの新 しいサー ビス

の開始 には技 術上 の問題以外 に解決す べ き ことが多い ことな どが述べ られ た。
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(7)日 本 でのデ ー タベー スサー ビスには、日本語 とい う言語 の 問題や独 特 の組 み版ル

ール な どデ ー タ作成 の段 階 での標 準化が な されていない こ とが、 デー タベ ース作成 に

コス トが かか り過 ぎ るた め採算性 を悪 くしてお り、 わが国でデ ー タベー ス コンテ ンツ

が少 ない理 由のひ とつの原 因にな ってい ると思 われ る との意 見が あった。 また、先述

のニ ュー ス ・新聞情報 の提供事業者 はデー タを全 て新規 に入力 してい る との ことで あっ

た。

(8)わ が 国のデー タベー ス産業 の売 り上 げ規模 が、特 に金融情 報や市場 情報、米 国の

それ に比べ 大 き く劣 る ことの理 由の一 つ として国民性 の違 い も大 きい との意 見が あっ

た。米 国 では、年金(401K)な どの例 を とって も、情報 を 自分 の責任 で入手 し、利用す

る とい う姿勢 が 当た り前 の考 え方 として個 人に普及 してい る よ うに思われ るの に対 し

て、わが国 ではまだ個人 で情報 を入手 す る とい う面で遅れ てお り、米国 と日本 との間に

は大 きな開 きがあ るよ うである。た だ し、今後 の環境 の整備 に よって は、金融 情報や 市

場 情報 な どの分 野は、日本 ものび る可能性 があ るのではないだ ろ うか との意 見が あった。

(9)特 許情報の事業者か らは、特許情報の場合には今後の売 り上げげの伸びは特許庁

の無償でのサービスの影響を受け、期待しにくいだろうとの意見があった。特許庁の無

償サービスへのアクセス件数は非常に高く、特許情報を利用する層は今後も広がると思

うが、ビシネスとしてみた場合の有償サービスの売り上げげ規模は現在の売り上げ額が

ほぼ上限と感 じているとの意見も寄せられている。

(10)米 国 も政府機 関 に よる特許 情報 の無料サ ー ビスに よ り、売 り上 げげに関 して は、

日本 と同 じよ うな状 況 にある と思 う。米国 の特許 情報 もMicroPatent社 の よ うに低価格

を売 り物 に した新規 の参入者 はあ るが、全体 の売 り上 げげ規模 は、特許情報 に限定すれ

ば、 ほぼ横 ばい ではない か との意見 もあった。

(11)日 本 では、デ ー タベー ス産 業へ の新規 参入業者 が少 ないの ではないか。それ な

りに事 業 を継続 してい るのは、このサー ビスを始 める前 か らデ ー タの収集 、分類 、格納 、

検 索 が社 内 で必 然的 に行 われてい た業種か 、コン ピュー タ会社 の資本 や システ ム技術 を

背 景 に して い る会社 が中心では ないか との意 見 もあった。そ の理 由 と しては、情報 の入

手 に関 して 閉鎖 的 であ り、ゆえに コス トがかか り、新た に市場 参入 す るのが難 しい こと、

巨大 な蓄積デ ー タを必 要 とす るサ ー ビスで はなお さらこの よ うな状況 が強 くな るこ と、

デー タ入手 に関す る コス ト高 はデ ー タの更新 にあたって も同様 な状況 を生 む こ と、米国

で はデ ー タの入 手 は もっ と容易 なので はないだろ うか との意見 が あった。
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4.4今 後 の発展 方 向

デー タベ ース産業 は、ここ数年 のイ ンターネ ッ トの爆発 的 な普及 に よ り、従来 のオ ン

ラインサー ビスか らWebを デ ー タベー ス提供 の場 と して活用 したWebサ ー ビスへ と

急速 に変化 しつつ ある こ とが、今 回 の調 査 で さ らに明 らかに なった。イ ンターネ ッ トの

普及 はわ が国に比較 して、米国が 明 らか に先 行 してい る。わが国 では、昨年(1999年)

イ ンターネ ッ トが利用 で きる家庭数 は全家庭 の11%で あった(表4-4・1)。 これ に比べ

て、米 国では、昨年(1999年)に は全家庭 の40%以 上でイ ンターネ ッ トが利用 で きる

環境が達成 され、イ ンタ・一一・・一ネ ッ トを利用 した様 々 なeビ ジネス あるいは電子商取 引が大

き く広 まった(表4・4-2)。

米 国にお け る今 後 のパ ソコンお よびイ ンター ネ ッ トの普及 につい ては 、2000年 の

5,000万 所 帯で全家庭 の48.7%か ら2002年 には5,200万 所 帯で49.5%と 、今後 は あま

り急速 に普及 す る とは予想 され てい ない。イ ンター ネ ッ トを利用す るた めのモデ ムの普

及 も同様 に、2000年 の4,800万 所帯 で全家庭 の46.1%か ら2002年 には5,100万 所帯

で48.5%と 、2002年 には全所 帯 の約 半数 がイ ンターネ ッ トを利用 で きるよ うに なるが、

その伸び率 はそれ ほ ど大 きい とは予想 され て はいない。

わが国では1999年 によ うや く全家庭 の11%で 、イ ンターネ ッ トが利用 で きる よ う

になった ところであ り、米 国の レベル には遠 く及 んでい ない ので、今後急速 に家庭 にイ

ン ターネ ッ トが普及 してい くと予測 でき る。

イ ンターネ ッ トの ホス ト数で は、表4-4・3の よ うに 日米 の間の差 は さらに大 き く、

2000年1月 の時点 では米 国の5,317万 ホス トに対 して、わが国 は264万 ホス トであ り、

米 国の5%に しか な らない。世界全体 で は2000年1月 で7,240万 ホス トあ り、米 国が

72.4%と 圧倒 的 に多 くを 占めてお り、 わ が国 のホ ス トが世界 の ホス トに 占める比率 は

3.6%と 小 さい。

この よ うな米 国にお け るイ ンターネ ッ トの普及 を背 景 に して、米国 のデ ー タベ ース産

業 は、世界 に先駆 けて 、Webの 機 能 を活用 したWebサ ー ビスへ とそ の姿 を急速 に変 え

っっあ る と言 え よ う。Dun&Bradstreet社 での報告 に あるよ うに、デ ー タベー ス産業

のひ とっの発展 方向 と して、伝統的 な企業信 用情報 の提供(伝 統的 なデー タベー スサー

ビスあるい はオ ンライ ンサー ビス)か ら、イ ン ターネ ッ トを前提 と したサー ビスの大 き

な拡大 を志 向 してい る。

将来 の方 向 と しては、イ ンター ネ ッ トを前提 と し、様 々 な分野 の利 用者 が直接 簡 単に
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利 用 で き るイ ンター フ ェース の開発や イ ン トラネ ッ トに対 応 した情 報 の提供 が可能 な

新 しいWebサ ー ビス の展開 な どが試 行 され てい る。 さらに将来 的に は電 子商取 引へ の

企 業信用 情報デ ー タベ ース の活用 が 目標 とされ てい る。この よ うな将来 のデー タベ ース

産業 の方 向性 は、従 来 の情報 専 門家や 特定 の専門分野の人な どに よるデ ー タベ ースの利

用 か らよ り広 い範囲 でのデー タベ ー スの利 用 を 目指 してい る と言 え る。

表4-4-1日 本 にお けるイ ンター ネ ッ トの普及状況(単 位=万 人)

7年 度(1995) 8年 度(1996) 9年 度(1997) 10年 度(1998)

利用人ロ 一 一 1,155 1,694

企業普及率 11.7% 50.4% 68.2% 80.0%

事業所普及率 一 5.8% 12.3% 19.2%

世帯普及率 一 3.3% 6.4% 11.0%

注1)

注2)

注3)

事業所は全国の(郵 便業及び通信業を除 く。)従 業者数5人 以上の事業所。

企業は全国の(農 業、林業、漁業及び鉱業を除 く。)従 業者数300人 以上の企業。
「通信利用動向調査」(郵 政省)、 「機器利用調査」(郵 政省)等 によ り作成

平成11年 版 通信白書より改変。

表4-4-2米 国 の家庭 でのPCと イ ンター ネ ッ トの普及状 況(単 位 百 万所帯)

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002

所帯数 98.8 99.9 101.0 102.1 103.2 104.3 105.5

PCを 所有する所帯数 41.6 42.8 45.6 49.3 50.3 51.2 52.2

PCの 普及 率 42.1% 42.8% 45.1% 48.3% 48.7% 49.1% 49.5%

モデムの所有所帯数 20.3 30.0 36.3 44.9 47.6 49.3 51.2

モデムの普及率 20.5% 30.0% 35.9% 44.0% 46.1% 47.3% 48.5%

注)StatisticalAbstractsoftheUs.1998,U.S.DepartmentofCommerce,

ElectroniclndustriesAss。ciati。n,Simba社:MarketReview1999よ り 作 成 。
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表4-4-3日 米 での イ ンターネ ッ ト ・ホス ト数 の変化(単 位 万台)

1997 1998 1999 2000

米国 1,012 2,062 3,048 5,317

(%) 62.7% 69.5% 70.5% 73.4%

日本 73 117 169 264

(%) 4.5% 3.9% 3.9% 3.6%

世界 1,615 2,967 4,323 7,240

注)Netw。rkWizardsに よ るlnternetD。mainSurveyよ り 、 各 年 の1月 の デ ー タ を 使 用 、

米 国 はc。m、edu、gov、mi、net、org、usの 合 計 。
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今 後 のデ ー タベ ース産 業 は、従来 のオンライ ンサー ビス か らWeb/オ ンライ ンサ ー ビ

スへ と変 わ る ことで 、そ の規模 も さらに拡大 してい行 くと推 測 されてい る。 表4-4-

4はWeb!オ ンライ ンサ ー ビスの今後 の売上予測 であ る。Web/オ ンライ ンサー ビスは

企 業 な どで ビジネス に必 要 な情報 を提供す る 「ビジネス 向けサー ビス」と、家庭 で利 用

され る情報 を提供 す る 「消費者 向けサー ビス」とに大 き く分 け られ る。デー タベ ース産

業 の中心 をなすWeb!オ ンライ ンサー ビスは、1998年 は前年比 で14.7%と 米 国の好況

に も支 え られ 大 き く成 長 した。今 後 も、全体 で14～17%と 高い成長 が維持 され 、2003

年 には全体 で698億 ドル と1998年 現在 の約2倍 の売上規模 になる と予測 され てい る

(図4-4-2)。

表4-4-4Web/オ ンライ ンサ ー ビスの売上予測(単 位百 万 ドル)

年 消費者向け 伸び率 ビヅネス向け 伸び率 合計 伸び率

1994 一 一 17,475 一 17,475 一

1995 一 一 19,964 14.2% 19,964 14.2%

1996 3,927 一 22,337 11.9% 26,264 31.6%

1997 5,076 29.2% 24,631 10.3% 29,707 13.1%

1998 6,183 21.8% 27,895 13.2% 34,078 14.7%

1999 8,260 33.6% 31,707 13.7% 39,967 17.3%

2000 10,406 26.0% 36,071 13.8% 46,477 16.3%

2001 11,964 15.0% 41,009 13.7% 52,973 14.0%

2002 14,233 19.0% 46,476 13.3% 60,709 14.6%

2003 17,286 21.4% 52,536 13.0% 69,822 15.0%

注Simba社rWeb/OnlineServicesMarket1999-2003:MarketAnalysis&F。recast

よ り 作 成 。

1970年 代以 来 の比較 的長 い歴 史 を持 つ ビジネ ス向けサー ビスは1994年 か ら1998年

ま で毎年10%以 上 の伸 び を示 してい る。 今後 も2003年 まで1998年 の13%と 同程 度

の安 定 した高成 長が続 き、2003年 には523億 ドル と1998年 現在 の1.9倍 の売上 規模

に達 す る と予想 され てい る(図4-4-3)。

これ に対 して、消費者 向けサー ビスは1980年 代後半 か ら広 ま り始 めた比較 的新 しい

サ ー ビスで ある。消費者 向 けサー ビスもイ ンター ネ ッ トの普及 によ り、それ以前(1990

年代 前半 まで)の い わ ゆる 「パ ソコン通信」的 なサー ビスか ら、イ ンターネ ッ トへ の接

続 サー ビスをひ とつ の 中心 とす るイ ンターネ ッ トサー ビスプ ロバ イダー(ISP)へ と変

化 して きた。
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消費者 向 けサー ビスは従 来 か らの電子 フォー ラムや様 々な コンテ ンツ(デ ー タベー

ス)の 提供 に加 えて、ネ ッ ト上で のオ ー クシ ョンや書籍 の販売 な ど様 々 な電子 商取引、

e－ビジネスの場 として、1998年 は61.8億 ドル で前年比21.8%増 と大 きな伸 びを示 した。

今後 も、 この よ うな高成長 が あ と数年 は続 くと見込 まれ 、1999年 、2000年 とも30%

前後 の高い成 長率が予測 され てい る。その後(2001年 ～2003年)も 成長 率は少 し落 ち

るがそれで も15～20%の 高 い成 長 が続 き、2003年 には173億 ドル と1998年 現在の

2.8倍 の売上規模が予測 され てい る(図4-4・4)。
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図4-4-3ビ ジネス向けサービスの売上 予測

図4-4-4消 費者 向けサ ービスの売上予測
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Web/オ ンライ ンサ ー ビス を分野別 に分 けて、今後 の成長率 を予測 したのが、表4・4-

5で あ る。1995年 ～1998年 までの各年 の成長率 では、新 しい分 野で ある特定市場 サー

ビスが40～70%と 非 常に高い伸 び を示 した。 これ に、消費者 向 けサ ー ビスが21～29%、

財務 ニ ュース/調 査 が14～19%、 市 場 が13～18%と 、比較的安定 した高 い成長率 が継続

してい る。

今 後 は、新 しい分 野で ある特定 市場 サー ビスがあ と数年(2000年 まで)30～40%と

い う非常 に高い成長が維持 され る と予 測 され てい る。この他 では、市場 情報サ ー ビスが

17～20%と い う最 も高い成長 が維持 され 、2003年 には145億 ドル に達 す る と予 測 され

てい る。2003年 の全Web/オ ンライ ンサー ビスの売上規模 は698億 ドル で1998年 の約

2倍 にな ると予測 され てい る。 なか で も市場情 報分野 は、2003年 に は145億 ドル と大

き く伸び 、現在最 も多 い売上規模 であ る株 式取 引関連分 野の2003年 の売上151億 ドル

に大 き く近づ くことにな る(図4-4-5)。 信用 情報 と法律 ・税務 ・行 政情報 は他 の分野

に比べ 、成長 率の低 い分野 であ り、199年 ～2003年 までの成 長率 は平均 して7%お よび

11%と 予測 され てい る。最新ニ ュー ス ・研 究 開発 分野 は、今後電子 ジャー ナル な どオ リ

ジナル 情報 の電子化 が さ らに促進 され る と考 え られ てお り、2001年 以降 は成 長率 も上

昇 し、13%前 後 にな ると予測 され てい る。
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表4-4-5分 野 別 のWeb/オ ンラ イ ンサ ー ビス の 売 上 予 測:1994--2003(百 万 ドル)

年
株式取

引関連
市場

財 務

ニュース・

リサーチ

信用

法律、

税務、

行政

最新

ニュース・

研 究

開 発

特定

市場

消費者

向け
合計

1994 6,380 3,467 2,408 2,810 1,174 1,095 141 一 17,475

1995 7,450 3,945 2,765 3,035 1,263 1,261 245 一 19,964

1996 8,200 4,460 3,210 3,273 1,375 1,415 404 3,927 26,264

1997 8,473 5,080 3,824 3,521 1,540 1,572 620 5,076 29,706

1998 9,343 6,004 4,462 3,765 1,750 1,700 870 6,183 34,077

1999 10,300 7,150 5,200 4,029 1,950 1,868 1,210 8,260 39,967

2000 11,350 8,550 6,060 4,307 2,170 2,054 1,580 10,406 46,477

2001 12,500 10,300 6,990 4,609 2,410 2,300 1,900 11,964 52,973

2002 13,750 12,300 8,000 4,936 2,690 2,600 2,200 14,233 60,709

2003 15,150 14,500 9,140 5,286 3,000 2,950 2,510 17,286 69,822

年

株式

取引

関連

市場

財 務

ニュース・

リサーチ

信用

法律、

税務、

行政

最新 ニュー

ス・研 究

開 発

特定

市場

消費者

向け
合計

1994 一 一 一 一 一 一 一 一 一

1995 16.8% 13.8% 14.8% 8.0% 7.6% 15.2% 73.8% 一 14.2%

1996 10.1% 13.1% 16.1% 7.8% 8.9% 12.2% 64.9% 一 31.6%

1997 3.3% 13.9% 19.1% 7.6% 12.0% 11.1% 53.5% 29.2% 13.1%

1998 10.3% 18.2% 16.7% 6.9% 13.6% 8.1% 40.3% 21.8% 14.7%

1999 10.2% 19.1% 16.5% 7.0% 11.4% 9.9% 39.1% 33.6% 17.3%

2000 10.2% 19.6% 16.5% 6.9% 11.3% 10.0% 30.6% 26.0% 16.3%

2001 10.1% 20.5% 15.3% 7.0% 11.1% 12.0% 20.3% 15.0% 14.0%

2002 10.0% 19.4% 14.4% 7.1% 11.6% 13.0% 15.8% 19.0% 14.6%

2003 10.2% 17.9% 14.3% 7.1% 11.5% 13.5% 14.1% 21.4% 15.0%

注Simba社 「Web/OnlineServicesMarket1999-2003:MarketAnalysis&Forecastよ り 作 成 。
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図4-4-5分 野 別 のWeb/オ ンラインサ ー ビスの 売 上 予 測:

1994-2003
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5ま とめ

分野別 にデ ー タベー ス産業 を分類 し、米国 と日本 のデー タベ ー ス産業 間で比較 す るこ

とで、米国 と日本 のデー タベ ー ス産 業 とでは 中心 とな る分 野が異 なってい る ことが 明確

にな った。米 国で は売 上規模 は株 式取 引関連 、市場 、財 務ニュース・リサーチの順 で あったが 、

わが 国では最 新ニュース・研 究開発 、株 式取引関連 、信 用 とな ってお り大 き く異 なって いた

(表4-3・2)。 わが国 では 、米 国に比べ て株 式取 引関連 、市場 、財務ニュース・リサーチ分野 の

売上規模 が小 さく、今 後 、産 業規模 が拡 大す る可能性 が大 きい。

日米 でのデ ー タベー ス産 業の格差 の要因 につ いては、お もに、米 国での実態調査 によ

る結果 か ら次 の よ うに整理 で きる(表5-1)。

米 国のデー タベー ス産 業が大 き く発展 したのは、その歴 史的 な背景 が大 きい と考 え ら

れ てい る。米国 では コン ピュー タが使用 され る以前 に、カー ド方式 な どで情報検 索 の考

え方 を発展 させて いたので、コン ピュータが使用 され るよ うになる と、ただちに様 々な

分野 でデー タベ ー ス化 がい ち早 く始 ま った こ とが今 日の大 き な格差 の要 因 となっ てい

る。さらに、米 国で は政府 の支援 に よる各種分 野での情報 をデ ー タベー ス化 す るた めの

大 きな 「コン ピュー タ化 プ ロジェク ト」が行 われ た ことが、今 日の隆盛 の一因 となって

い る。

使用 言語の 問題 も世界 でのデー タベースの利用 を考 える とき、大 きな要因 となって い

る。分野 に よ りそ の程度 は異 な るが、英語 デー タベ ースのほ うが 日本 語 よ り需 要が大 き

い こ とは確 かであ る。

この他 に も、わ が国で はイ ンターネ ッ トは全 家庭 の11%に しか普及 してい ない のに

対 して米 国では40%以 上の家庭 に普及 してい るこ と、米国 では常 に産業 の リス トラク

チ ャがあ り、企業 の情報へ の需要 が大 きか った こ と、わが 国の通信 コス トは、米 国のそ

れ に対 して高い こと、日本 のデ ータベース産業 は、親会社 の一部門 で独 立 した企 業体 と

な っていない ケー スが多 い こ と、米国経済 の好 況がデー タベ ー ス利用 を促 進 してい る こ

と、米国 では新 規のデ ー タベ ース企業が民 間か ら資金 を調達 しやす い こと、な ど多 くの

要 因が浮 き彫 りにな って きた。

これ らの諸 要因 には歴 史的 な もの もあ り、簡単 には埋 め る ことが出来 ない もの も多 い

が、い くつか の要 因につ いては 、今後 の民間お よび政府機 関 の努 力 によ り解 決で き るも

のが あ る。
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表5-1日 米 デー タベー ス産業 間の格差 の要 因

1

日米にお けるデー タベース産 業の歴 史的 な背景 の相違。米国 では コン ピュー タ

以前 に、カー ド方 式な どで情報 検索 の考 え方 を発展 させて いたので、デー タベ
ー ス化が早か った。

2 米 国では政府 の支援 に よる大 きな コン ピュー タ化 プ ロジ ェク トが あった。

3
英語と日本語という使用言語の違い。英語データベースのほうが日本語より需

要が大きい。

4
イ ンターネ ッ トの普 及状況 の相違 。わが国 では全家庭 の1196で あるが、国では

4096以 上の家庭 に普 及 して いる。

5
米国では常に産業のリス トラクチャがあり、企業の情報への需要が大きかっ

た。

6 米国経済の好況がデータベース利用を促進 している。

7 米国では新規のデータベース企業が民間から資金を調達しやすい。

8 わ が国の通信 コス トは、米 国のそれに対 して高 い。

9
日本の デー タベース 産業 は、親会社 の一部門 で独 立 した企 業体 とな って いな い

ケースが 多い。

今後 のWeb/オ ン ライ ンサー ビスの方向 にっ いて、米 国実態調査 とわが 国でのイ ンタ

ビュー な どか ら得 られ た結果 は次 の よ うに整理 でき る(表5-2) 。

米国 のデー タベー スサー ビス提 供元 は、企 業でのイ ン トラネ ッ トの普及 に対応 したデ

ー タベ ース販 売 に力 をいれ
、イ ン トラネ ッ ト上のイ ンター フェースな どをカス タマイ ズ

で きるツール キ ッ トを提供す るな ど今後 この領域 での利 用拡 大 を 目指 してい る。 別 の

面 か らみ ると、これ か らは コンテ ンツ管理 、コンテ ンツ配信 あるいは経営 ・技術 戦略 プ

ランな どを支援で きる知識ベ ース の提供 に変 わってゆ くと言 うこ とであ る。

米国で は電子 商取引 が急 速 に拡 大 してお り、デー タベ ース 単独 の販 売 だけでは な く、

利用者 に付加価 値 を付 けてデ ー タベー ス商品 を提供す るため、電 子商取 引の機 能 を取 り

入れ る ところが増 えてい る。今 後 の電子 商取 引は消 費者 を対象 とす るBtoCよ り、企

業 間で のBtoBが 大 き く伸び る と予 測 されて いる。

利用料金はオンラインサービスで広 く採用されてきた接続時間による課金に代わり、

入手した情報量による課金あるいは固定費での課金体系が多くなると予測されている。
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最新ニュース・研 究 開発 の分野 は比較的電子化 の遅れた分野 であ る と言 え る。 しか し、近

年 の雑 誌 な ど一次情報 の急激 な電子 ジ ャーナル化 によ り、今 後1～2年 で この分野 の売

上が急拡 大す る可能性 が ある。Simba社 では、現在、Web/オ ンライ ンサー ビスの

範 囲 に学術 出版社 が発 行 してい る電子 ジャー ナル は含 めてい ないが、今後1～2年 で こ

れ らもWeb/オ ン ライ ンサー ビス の範 囲に含 めるこ とにな るで あろ うと予測 してい る。

表5-2日 米デー タベー ス産 業の おもな今後の方 向

米国で はイ ン トラネ ッ トの普 及に対応 したそれ ぞれの組織 に向 けたデー タベ
ース販売 の強化

。 イ ン トラネ ッ ト上の イ ンター フ ェー スな どをカスタマイズ

で きるツールキ ッ トを提供す るようにな っている。

コンテ ンツ管理 、 コンテ ンツ配信 あるいは経営 ・技術戦 略 プランな どを支援

で きる知 識ベー スの提供 を 目指す。

デー タベース単独 の販売 だけではな く、よ り利用者 に付 加価値 を付 けてデー

タベー ス商品 を提 供す るため、電 子商取 引の機能 の導 入。今後企業 間でのBto

Bが 電 子商取 引の中心 とな ろ う。

Webサ ー ビスでは入手 した情報量による課金あるいは固定費での課金体系が

多くなる。

WebCenterな どの名称 でWeb上 の情報 を収集 ・整理 し、デー タベース ととも

に提供す る新 しいデー タベース産業 の分野 が拡 大 してい く。

米国 で は大容量 での通 信 が可能 なイ ンター ネ ッ トで あ るイ ンター ネ ッ トll

の利用 が開始。 米国の デー タベースサ ー ビスの拡大 には、Web環 境の さらな

る改善 ・拡大が 必要で あ ろうと考 え られ て いる。

デー タベ ー ス作成 お よび提供 にあたっての考 え方が、米 国で はイ ンターネ ッ トの普及

に よ り急 速 に変わ りつ つあ る。デ ー タベー スの作成 も従 来 の方法 に加 えて、Web上 の

情報 か ら収集 す る ことが増 えてい る。 例 えば、Dun&BradstreetやNTISで は、す で

にWeb上 の情 報 を収集 し、整理 ・加 工 し、従来 のデー タベ ー スに情報 を追加 してい る。

また、一方 ではデー タベ ース の提供 者で あるDowJonesの よ うに、WebCenterの 名

称 で提供 デー タベー スの内容 に関連 す るWeb上 の情報 を収集 ・整理 し、Web上 の情報

も同時に探せ るよ うに してい る。今後 は、WebCenterの よ うな 、よ り高 い付加 価値 を

っ けたオ リジナル性の 高い製 品開発 が求 め られ ると考 え られ てい る。

AOLの ような消費者 向けサー ビスでは会員からの会費収入のほかに各種の電子商取

引の提供による収入、ホームページでの広告収入が大きく伸びており、このようなサー

ビス範囲の拡大が今後の売上規模の拡大に寄与する予測されている。
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今 後、米国 のデー タベ ー スサー ビスの拡大 には、Web環 境 の さ らな る改 善 ・拡大 が

必要 であろ うと考 え られ てお り、大 学や研 究機 関では今 後 の大容量 での通信 が可能 なイ

ンターネ ッ トとしてのイ ン ターネ ッ トIIの 利 用が 開始 され始 めてい る。

図5-1Web1オ ン ライ ンサー ビス の今 後 の方 向

イ ンターネ ッ トの普及 に よ りア メ リカオ ンライ ン(AOL)や ヤ フー(Yahoo!)の よ

うなデー タベ ー ス企 業 か ソフ トウエア企 業 かの区別 も難 しい業 態の企 業 が増 えて きて

い る。このこ とが、現在 、米 国で進行 してい るデ ータベ ー ス業界 とソフ トウエ ア業界 の

あ る種 の融合現象 を象徴 的に示 してい る と言 える。

最近 、米 国では、国立衛 生研 究所(NIH)のPubMedCentralや エネル ギー省(DOE)

の"PubScience"な どの方 向 もあ り、商業ベ ースでの拡 大 にな るのか 、政府 に よる事業

となるかの2つ の流れ が現 れて い る。 これ らは民間 のWeb/オ ンライ ンサー ビス に今

後 も大 きな影響 を及 ぼす 可能性 が ある と考 え られ てい る。

米国で は昨年(1999年)で イ ン ターネ ッ ト/Webを 利 用 してい る家庭 が全家庭 の40%

以上 とな り、情報 イ ンフラの面か らも従来 か らの情報(デ ー タベー ス)産 業 は大 きな変

革 を迫 られ てお り、多 くのデ ー タベ ー ス企業 がイ ンター ネ ッ ト/イン トラネ ッ トに対応
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した製 品の投入 を開始 してい る。特 に、い くつ かのデー タベー ス企 業で はイ ン トラネ ッ

トに対応 した組織 向けの販 売 に力 をいれてお り、今 後 この よ うな販売方 向が拡 大す る と

予測 してい る。ま た、この よ うな変 化が1～2年 後 に 日本 お よび欧州 で も起 きるで あ ろ

うと予測 され てい る。

わが国 のデ ー タベー ス産業 では、ワンス トップ シ ョッピング とい うコンセプ トは、充

分 強み があ るので 、今後 も横断検 索や配信方法 な どに特徴 を出す こ とで売上増 は見込 め

る と考 え られてい る。

わが国のデータベース産業の海外市場への積極的な展開については、分野によっても

異なるが、システムコス トが非常に高く国内市場だけでは採算性の限界を感 じるので、

積極的に検討 して行きたいとの意見があった。

わが 国のデー タベ ース産 業で も、Webで オ ンライ ン ・デ ー タベー スが利 用で きる よ

うシステム開発 を行 って い る。例 えば、科学技術振興事 業団 のEnjoyJOIS、 日本経 済

新 聞社 の 日経テ レコン21、 ジー ・サー チのマル チ メデ ィアDBサ ー ビスな どが あ る。

米国のデ ータベー ス産 業 は、図5・1の よ うに、今後 は様 々 な付加価値 を付 けたWeb

サー ビス を経過 し、知 識ベ ースの取 り込み と、電子商取 引の機 能 を付加 す る ことで 、新

しい形態 のデー タベ ース産 業 を 目指 してい ると言 える。

表5-3今 後 の調査 課題

わが国における分野別売上規模の継続的な調査が、データベース産業の実態の正
確な把握に必要である。

わが国とデータベース産業の置かれた位置、規模等で米国より、近い状況にある
と予想されるヨーロッパのデータベース産業との比較が今後のわが国のデータ
ベース産業の発展の参考となろう。

インターネッ トの発展への対応の差など日米データベース産業の格差の要因に
付いて今後も追跡調査が必要となろう。

米国で のデ ー タベー ス産業 の実態 につ いては、今 回の米 国実態調 査 によ り明 らか にな

って きた と言 える。デー タベー ス産 業 を構成す る大 きな領 域 ごとに分析す る ことで 、日

米 の格差 の要因 も よ り明確化 で きた と言 える。今後 の課 題 と して は、表5・3に ま とめた。

す なわち、米 国での領域 ご との分析 に対応す るわが国のデー タの分析 が重 要で あ る。ま

た、今回 は 日米のデー タベー ス産業 間の比較 を行 ったが、わが国 とデー タベー ス産 業 の

規模 等 同 じよ うな水 準 にあ る と考 え られ る ヨー ロ ッパ諸 国 の状況 と比較す るこ とも今
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後 必要 であろ う。 さらに、ア メ リカのデー タベ ース産 業は、イ ンターネ ッ トの普及 に対

応 して大き く変化 しつ つ あるので、デー タベー ス産業 を構 成す る大 きな領域 ご とに、日

米 のデー タベ ース産業力格 差 の要因 を さらに よ く分析 してい くことが、今後 のわが国デ

ー タベ ース産 業の発展 に とって重 要 な課題 であ る とい え る
。

82



〈付 表 〉

付表1米 国デー タベース産業実態調査の質問 ・調査項 目ごとの結果

付表2分 野 ごとの代表的なWeb/オ ンラインサービス会社



/



日米データベース流通構造比較調査

附表1米 国 デー タベー ス産業実態調 査の質問 ・調査項 目ごとの結果

A.デ ー タベー ス企業へ の調査 項 目 調査結果

① 総売上に占めるデー タベースサー ビ *Dun&Bradstreetで は 全売 上の35%が

スの割合は? 電子媒体

② デー タベースの売上 に占める国産デ *NTISで は 米 国内デ ー タベ ース と米 国外デ ー タベー ス と

一 夕ベ ー ス と海外 デ ー タベ ース の比 を区別 して統計は取っていないので不明

率?

③ 提供方法別のおおよその売上高比率。 *米 国 ではデー タベース の提 供手段 がCD-ROMか らWebサ ー

オ ン ラ イ ン(パ ケ ッ ト、Web)、CD-ROM、 ビスへ と急速 に変 わってい る。Tho皿sonグ ル ー プで提供

その他? してい るデー タベ ー スの ケー スで は、近 年 、米 国での

CD-ROMの 販 売 は毎年30～40%減 と なってお り、デー

タベース売上全体の5%以 下

*InstituteforScienceInformation(ISI)社 で は3年

前(1997年)は 売上の50%がCD-ROMや フ ロッピー、

40%がDialogな どのオンライ ンサー ビス、10%が 印

刷 物。 来年(2000年)に はWebofScience(ISI

社 のWeb製 品)が50%以 上 、CD-ROMが15%、 残 りがオ

ンライ ンサ ー ビスへ と大 きな変化 を予測。

*NTISの 年 間売上は30～35百 万 ドル。NTISデ 一 夕ベー

ス は1.2百 万 ドル、コン ピュー タ製 品3百 万 ドル 、NTIS

デ 提 供 してい るオ ンライ ンデ ー タベ ースが1.0百 万 ド

ノレ。

④ デ ー タベ ー ス ・サー ビス の売上 の伸

び率?

⑤ 今後期待す るデータベース ・サー ビ *Thomsonグ ル ープで は伸 びが大 きい のはWebサ ー ビス で

スの提供手段とコンテンツの種類? あ り、Dialogな どの旧来型 のオ ンライ ンサー ビスは減 少

*CD-ROM製 品は基本的に印刷物の延長であるが、オンライ

ンサービスは印刷物と異なり、米国では割 と早い時期に

印刷物はすべてなくなる

*各 種の リンク付けや もっとオ リジナル情報を増やす な

どより付加価値を付け、現在とは異なる製品へと進化さ

せることで、競争力を維持 したい

*信 用情報の利用 ・提供形態は、①付加価値製品や特定企

業の顧客企業情報を抽出 して利用、②他の企業 と共同

し、電子商取引システムの中で取引先の信用情報の提

供 、③Webを 中 心 と して 、すべて の取 引に際 しての信用

情報の提供、信頼性のある取引先候補情報の提供、自動

決済など多様な内容。

*DowJonesInteractiveで は 自 動 的 にUMIのWebに 連 携 さ

れ 、システムのバ ックサイ ドで リン ク し、イ メー ジが出

力できる
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⑥ 海外 にデー タベ ース を販売 しています

か?販 売 していれば、 日本への販売の比率

はどのくらいですか?

⑦ 他社にデータベースを提供 していますか *Thomsonグ ル ー プ で作成 して い る科学 技術 デ ー タ

ベー スで は、利 用(売 上)比 率 は米 国40%、 ア

ジア30%、 ヨー ロ ッパ30%

*Gale社 で 作 成 してい る芸術分 野のデ ー タベ ース の

利用(売 上)比 率 は米 国92%、 ヨー ロ ッパ6%、

アジア1～2%

*DowJonesReutersBusinessInteractive(現

FactivaInc.)社 は 売上のすべて がWeb/オ ン ライ ン

サ ー ビスで 、米国 ・カナダ の売上 が56%、 ヨー

ロ ッパ34%、 ア ジア10%。

⑧ 自社 でオンラインサー ビスを行っていま

すか。今後 、Webの 普 及 に よる影響 を どの よ

うに考えますか。 自社でのサービスを拡大
して行きますか。

⑨ データベース を構築す る上で どの ような *現Factiva社 は す べ てWebサ ー ビ ス 。

点が問題 と考えますか(デ ー タの収集が難 *NTISで 今 後 期待 してい るデ ータベー ス ・サ ー ビス
しい、デー タの メイ テナンス費用が大 きい、 の提供手段 としてはWebが 中心に
国の助成が少ない、その他)

⑩ 行政機 関などの公的なデータを利用 して

データベースを作成 していますか

】Aマ 　 A叩 〔 〔・一 工

_鱈 ・搬 羨繕 烹難 　綴 灘 遊 離懇 捲;麟 膨紗 一蹴・一'蹴 る場i今"一～一 濠灘

⑪ データベースサービス業を始めた動機はど

のようなものですか?

⑫ データベースサー ビスの利用料金 はどのよ *オ ンラインサー ビスで広 く採用されてきた接続

うに決めていますか?料 金体系は従量制あ 時間の よる課金体系もWebサ ー ビスではなくな

るいは固定制な ど複数設定 していますか? って ゆ く

大口利用者への割引制度などは導入 していま
*Dun&Bradstreetの 利 用料金 の体系 は、 会員契約

すか? によ り、デー タの入手量に応 じた従量課金、特

定のアプ リケーションに対応 した料金(一 種の

固定制料金)な ど。クレジッ トカー ドでの利用

を開始。 大学や政府機関には別立ての料金体

系を設定。

*現Factiva社 で は利用 料金 は イ ン トラネ ッ トの

普及もあり、固定料金制に向か うと考えている。

提 供サー ビス 中にWebセ ン ター を作 り、イ ンター

ネッ ト上で企業利用者に有用 と思われる約2、

000の サイ トから情報 を収集 し、利用 しやす

く編集 して利用者に提供 している。

*NTISデ ー タベー スはベ ンダー による提供 には年

間1万 ドルの固定費と売上高の40%を ロイヤ

リテ ィ

*NTISで は個人 を対象 とす る年 間会費 制お よび

LANで の利 用を前提 とした場合の利用者数に比

例 した固定費制
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⑬ 現在提供 しているデータベースの種類は、テ
キス ト、数値 デー タ、画像 ・映像(動 画)・

音声な どを含むマルチメデ ィア、その他

⑭ 今後提供 を予定 しているデータベ ースの種 *Dun&Bradstreetで は リ ス ク 情 報 な ど も イ メ ー ジ

類 は、テ キス ト、数値 デー タ、画像 ・映像(動 デー タで グラフ上 に示 せ る よ うに し、 マネ ージ

画)・ 音声 な どを含む マル チメデ ィア、そ の メン トの決定支援がより効率的に行 えるように

他 。 計画。

⑮ イ ンターネ ッ ト(Web)で の デー タベ ー スの *訪 問 したす べての ところでWebで サ ー ビス 中。
'

提供 を行っていますか。現在、サービス して *NTISで は 専 門のス タ ッフが関連す るホー ムペー

いない場合には、今後予定はありますか。 ジを巡回 し、技術 レポー トを入手 してデ一夕ベ
一スに必要な情報を入力

⑯ 米国でのデータベースサービスは、売上高で *コ ン ピュー タ時代 以前 に、カー ド方式 な どで情

み る と、世界 の70%以 上 となってい ます。 報検索の考え方を発展。

米国のデータベース産業が大きな力を持 って *こ こ数十年、米国では大きな産業の構造変化い
いる原因 ・理由については、言語の問題、デ わゆるリス トラクチャがあ り、常に情報への要
一タベース産業の歴史、経済状況など様 々に 求 ・需要 が大きかった。

言われていますが、どのよ うにお考えですか。
*政 府の支援による大きなコンピュータ化プロジ

エク トがあった。

*新 規企業が民間から資金を調達しやすい。

⑰ 今後、米国でのデータベース産業の さらなる *NTISで は 今後の米 国のデー タベ ースサー ビス の

育成 ・拡大にはどのような方策が必要 とお考 拡 大には、Webの さ らな る拡 大が必要 と考 える。

えです か。

⑬ 利用者層はどのようになっていますか?

⑲ 日本でデータベースサー ビスを したときと米

国でサー ビスを展開したときとでは違いはあ

りますか?

⑳ 日本 と米国とでセールース方法に差があると
お考えですか?
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B.デ ー タベ ー ス 産 業 関連 団 体 お よび 調 査 会 社 へ の 追 加 の 質 問項 目
　 　 　 　 　 　 -r＼丁「● ドド《「'ド〔　

_、 襯.冊.　 　 　・ 一… 戸 「 マー》

、叉貼

`.'ぷ ◎ 頴 茨 塚`,障!、.!≡ ミ

① 調査方法について。 どのよ うに して資 *「Web/オ ン ライ ンサー ビス」に組 み入れ る業態 の定義 あ

料を収集 しているのか? るいは範囲は、スタッフが情報を収集 し、内部で検討を加

えて決定。

*対 象企業は、従来からの社内での情報の蓄積に加 えて、デ
一夕ベース企業、利用者、競合各社、展示会など様々な手

段 で入手 し、選定。

*対 象企業の売上高は、各企業の年次報告書、直接の取材、

マーケ ット占有率からの推定、利用者数か らの推定など

様々な手法を組み合わせて算出。

*毎 年の調査の蓄積があるので、かな り確度が高い結果が出

すことが出来ている。

*家 庭にパソコンが急速に普及 したこと。

*各 種のWebブ ラウザーが無料で配布 された。

*高 速のモデムが普及

*。 米 国では1999年 に 全家庭 の40%以 上 でイ ンターネ ッ ト

にア クセ ス。

*イ ンターネ ッ ト接続企業間の競争により接続料金が急激

に低下。

*「Web/オ ンラインサー ビス」に組み入れる業態の定義あ

るいは範囲は、スタッフが情報を収集 し、内部で検討を加

えて決定。

*政 府機関で行っているものは無料で入手

② 収録 の基 準 と範 囲 につい て、Derwent

社、ISI社 などが収録 されていない理

由は?

③ 利用者層の分析は していますか?
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①SIIAと して はlnformationIndustry

の 範 囲 を ど の よ うに 考 えて い ます

か?加 盟 企 業 の リス トは開示 で き

ま す か?DatabaseIndustryと

InformationIndustryの 範 囲、関係

は どの よ うに整理 していますか?

,・.._,一 磯攻劇 震情麹産業 佐奈㌘(Q行 紗 一 ・
　 ‡

最近では、イ ンターネ ッ トの普及 に よ りア メ リカオ ンラ

イ ン(AOL)や ヤ フー(Yahoo!)の よ うなデー タベ ース

企業 か ソフ トウエ ア企業 かの区別 も難 しい業態 の企業が

増 えてきている。SIIAは ソフ トウエア会社 か らデ ー タベ
ース会社 まで幅広 い業 態の企業 が加 盟す る民 間の業界団

体。

*加 盟企業 の リス トは入手。

② データベース産業の規模は拡大 して

います か?新 規の参入の状況はど

うですか?現 在の売上規模、や今後

の予測な どのデータは協会 として把

握 していますか、把握 していたら、そ

れは開示で きますか?ど のよ うな

数値 ・データを把握 していますか。

*SIIAの 会 員数 は1,400社 で 、その うちの約400社 がデ

ータベ ース会社である
。

*SIIAと しては米国デ ー タベー ス産 業の売上 等の統計 を取

る ことは していない。

③ デー タベース ・情報産業について協

会 として どのような調査を していま

すか?

④ 現在、データベース産業(情 報産業)

の業界 としての大きな課題 はどの よ

うな点ですか?

⑤ 現在、議会に上程 されているデー タ
ベース保護 法案については業界 とし

ての対応 は どの よ うに しています

か?

*イ ン ターネ ッ トの普及 によ り,デ ー タベー スサー ビス会

社、特に特にWestPublishingやLexis-Nexisの よ うな判

例デー タベー スのサー ビス会社 、は無断 で多 くのデ ー タ

をダ ウン ロー ドされ 、再利用 され るよ うなケー スが生 じ

てお り、著作権 法では保護 され ない事実デー タ(Factd

ata)に つ いての法的 な保護 が必要

⑥ 米国連 邦政府、州政府 などによるデ
ータベース ・情報産業への支援には ど

のようなものがあ りますか?

*現 在 はないが、政府 の支援 による大 きな コンピュー タ化

プ ロジ ェク トがあった。実際 、Dun&Bradstreetの デ ー

タベースは この よ うに して

*Dun&Bradstreet現 在 、特 定企 業 に対 す る政府 のサ ポー ト

はない。

⑦ 米国政府のデー タベース政策につい

て

*米 国 で は、NIH〈NationalInstituteofHealth>の

PubMedCentra1やDOE〈DepartmentofEnergy>の
"P
ubScience"な どの方向 もあ り、商業ベー スでの拡 大に

な るのか 、政府に よる事業 となるかの2つ の流れ が現れ

てい る。 これ らは民間 のWeb/オ ン ライ ンサー ビス に今

後 も大 きな影響 を及ぼす可能性 が ある と考 えて いる
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附表2分 野 ごとの代表 的なWeb/オ ンライ ンサ ー ビス会 社

分 野 内 容 世界の代表的な わが国の代表的な

会社 ・サ ービス名 会社 ・サービス名

Brokerage 財務上で必要な情報を提 Reuters,Bloomberg, ㈱Quick、 ロ イ タ ー ・ジ ャ

(株 式取 引 供する。 これ らの情報サ BridgeInformationSystems, パ ン ㈱ 、(Bridgeジ ャ パ

関連) 一 ビス に は リアル タイ ム BARRA-POSIT,DBCWest/BMI, ン,Bloombergジ ャ パ ン)

の市場情報から事業所や TrackData,StarDataSystems,

銀行への財務情報のサー PCQuote,CMS(DBC),

ビスまで広範囲なものが DTNFinancialServices

含まれる

Marketing 特 定 の メー リング リス ト ACNielsen,IMS(Cognizant), ㈱日本能率協会総合研究
(市場) の販売、リス ト 提供サ AcxiomCorp., 所 、アジアデ ータ リサーチ

一 ビス、視聴 率、お よび販 InformationResourcesInc., ㈱
売促進の効率化ために必 VNU,NielsenMediaResearch,

要な情報などが含まれる。 Experian,ThePolkCo.,

Metromai1,Dun&Bradstreet,

CatalinaMarketingCorp.,

infoUSA,Arbitron(Ceridian

Corp.),M/A/R/CGroup,PMSI

Financia1 プロフェシ ョナル な投資 ThomsonFinancialSvcs., ㈱ 日本経済新聞社、㈱ ト
News/Resear 家のための決断支援、ニュ McGraw-HillFinancialSvcs, ム ソ ン コー ポ レー シ ョ

ch(財 務 ニ ュ 一ス配信 を行 う。この分 野 Moody's(D&B), ン㈱、㈱野村総合研究所、
一 ス ・リ サ ー には財務情報のほかに、リ Primark,DowJonesNewswires, フ ァイナソシ ャル ・イ ンフ

チ) アルタイムの相場や、電子 PRNewswire,BARRA,FactSet, オ メ ー シ ョ ン ・サ ー ビ ス ・

メール に よ りビジネ ス ニ BusinessWire, ジ ャパ ン㈱ 、㈱ アイ ・エヌ

ユー ス を提 供 す るサ ー ビ ValueLine,OneSourceInfαSvcs., 情報セ ンター、国際イ ンフ

ス を含む。 MultexSystems, オ メ ーシ ョンサー ビス㈱

MarketGuide,Hoover's,

ComtexScientificCorp.

Credit(信 個人や法人の支払い・代金 Equifax, ㈱帝国データバンク、㈱
用) 回収の履歴情報を提供す Dun&Bradstreet,Experian, 東 京 商工 リサーチ 、ダンア

ることによ り貸付の危険 CSCCreditE,TransUnionE ン ドプ ラ ッ ドス トリー ト

度の確認を支援する。 ジャパン㈱

Legal,Tax 公的な機 関により作成 さ Westlaw,Lexis,ChoicePoint, ㈱TKC、㈱ 日本法律情報セ
AndPublic れた情報を提供 し、法律、 Experian-Realestateinfo., ン タ ー、㈱ 日本統 計セ ンタ

Record(法 法 的 な決 定 、法人 レコー DBTOnline, 一、㈱会議録研究所、新 日
律 、税務 、行 ド、不動産売買の履歴など DACServices, 本法規出版㈱、(社)行政情
政情報) が含 まれ る。 EDR,InformationAmerica, 報システム研究所、国際航

Vistalnfo(VistaInfo. 業㈱、㈱メデ ィアライブラ
Solutions),AvertERIIS,

リー、㈱パス コ、㈱ ダイ ケ
BNAOnline,

イ 、NTT情 報 開発㈱ 、㈱ ア
Lawnewsnetwork.co皿, ソウシステムバー ン、㈱ ア

Loislaw.com ルプス社、第一法規出版㈱
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Current 最 新 お よび遡及 ニ ュー ス、 Nexis,Dialo9/DataStar/Profound, 日外 ア ソシエー ツ㈱ 、㈱エ

Awareness 会社情報、各種 の競合情 DowJonesInteractive, レク トロニ ック・ライブ ラ

News& 報 ・産業情報 を提供する。 ReutersProfessionalProducts, リー,科 学技術振興事業

Research(最 CurrentAwarenessNews TheGaleGroup-InSite, 団 、㈱ ジー ・サーチ 、(財)

新 ニ ュ ー ス は検索よ りオ ンラインで ComputerSelect,InfoTrac, 日本特許情報機構、㈱朝 日

お よび研 究 の提示が中心である。これ AmericanChemicalSociety, 新聞社 、㈱毎 日新聞社、

開発) に 対 して 、Researchサ ー ビ NewsEdge,Winstar-Telebase, ㈱読売新聞社、㈱北海道新

スは科学技術 、 ビジネ ス 、 Office.c㎝ 聞社 、㈱河北新報社、㈱中
一般情報な どを10年 あ る FTProfile,FTDiscovery, 日新聞社、㈱信濃毎 日新聞

いはそれ以上 も遡及 して FT.c(狐OvidOnline/OvidWeb,Q 社、㈱時事通信社、㈱京都

蓄積 し検索出来 る様に し 新聞社、㈱医薬時報社、日

てい る。ライ ブ ラ リア ンや 本電子計算㈱、(社)化学情

イ ンフォメー シ ョン・スペ 報協会、ブランデ イ イン

シャ リス トが このサ ー ビ ター ナシ ョナル㈱ 、ユサ コ

スのおもな利 用者 となっ ㈱、㈱紀伊國屋書店、丸善

てい る。 ㈱ 、㈱KMKデ ジテ ツクス 、

㈱科学新聞社、㈱共同通信

マーケ ッツ、㈱熊本新 聞

社、㈱高知新聞社、医学中

央雑誌刊行会、日本発明資

料社㈱、㈱ ダイヤモ ン ド

社、㈱ 日刊工業新聞社、㈱

日刊スポーツ新聞社

Verticals 限定 された利用者 グル ー ㈱テ ィビーエ ス ・ブ リタ

(特 定市 場 プに良く適合 した情報 を
ニカ、㈱ テク ノミック、ア

向 けサー ビ 該当の特定市場に向け提 シス トマイ クロ㈱ 、㈱ ダイ

ス) 供 す る。
ア リサー チマ ーテ ック、日

立 ソフ トウエ アエ ン ジニ

ア リング㈱ 、㈱ 日本 アル ト

マー ク、㈱ アクセ ス国際ネ

ッ トワーク、㈱ 日経BP

消費者向け インターネ ッ トに接続す AmericaOnline, ニ フ テ ィ㈱ 、㈱ ビー プ

るための通信 ソフ トウェ CompuServe,AOLtota1, ル ・ワ ー ル ド、 ピ ッ ク ロ ー

アを提供。 米国内の大部 MSNPremier,AT&TWorldNet, ブ

分のISPサ ー ビス はテ㌧タベ IBMInternetConnection,

一ス、通信 、お よび電子決 済 EarthLinkSprint,RCN,

サービスをま とめて提供 GTE.net,BellAtlantic.net,

している MindSpring,ProdigyInternet,

WebTV,internetMCI,

SBC,Bel1South.net

注1分 野名、分野の内容および世界の代表的な会社 ・サー ビス名はSimba社Market

Review1998年 よ り

注2わ が国の代表的な会社 ・サービス名は平成10年 度データベース台帳総覧を参照 した。

カッコ内は独 自の調査により補 ったものである。
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